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NOTICE. 

An annual volume of the Transactions from the next year 
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カール．ヨーハシ．マキシモ吉正ヰヅチの停

宮部金 五日

rn－像附）’

CARL JOHANN MAXIMOWICZ. 

BY KINGO MIYABE. 

(¥Yith a Portrait). 

泰西の植物皐者にし℃本主fiの植物を暁究したる者多しと離も、

露閣のカール、ヨーハよヘマヨeシモヴヰサチ氏の如く綿密周到なる
緋究を錦せし者は恐らく他 iこなかるべ LO 吾人自園の植物を研究

するに営れ同氏の研究したる跡を緯ねるに、其記事の明亮にしτ

断案の正確なるに、不全日不識快戚と敬信の念の興るを畳ゆ。本邦の

植物を虞〈植物串界に紹介せし欧米の植物皐者中．親しく我園土

に渡来して、主主軒究に従事せし者は．氏をタト lとしては僅かにサシベ

ルダ（Thunberg）.ジーボルト（Siebold）、サパチエ（Savatier）、チヱルマシ

(Kjellmann）等あるに過ぎず、他は皆採集家の賢したる材料に就℃．其

自閣に於℃研究したる者のみな !J0 然れどもマ寺シ毛ijヰヅチ氏

の如吉 I立、今よ b凡四十有五年前．奮って我図に渡来し、函館、横演、

長崎の三所に三年有訟を費し℃、其地方の植物を採集考査し、蹄図

の後も fr守ほ其忠貫主る従僕綴川長之助をして、本邦各地の植物？

採集せしめ、斯〈し℃得たる豊富なる材料を死に至る迄軒究し以

て．本邦植物串史上に霞減すぺからざる深浪なる印章を残した b。

予は明治二十二年の夏、米園よ b欧州を経℃蹄朝するに嘗仁

殆んど二週日の問、聖位得盤帝園植物圏内に於ける同氏の家に客
〔Trans.Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. I. 1c;o5.) 
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となれ親しく其馨咳に接し、且つ同氏の研究に従事する賓況を目

撃するの柴を得たb0 

斯かる密接�る関係を． 我が植物皐界lこ有する．同氏の経膳を

世に紹介するは極めて有盆在る事と信じ． 今弦i乙札幌博物皐曾曾

報を費行するに営れ同氏の略俸を記する事とせb。 侍中記載す

ると乙ろの事賓はアヅシヱルゾシ（Ascherson）及内Aスレー（Hemsley)

雨氏lζ貨よ、所多しと雄も． 予が親しくマ氏よb聞知したるものに

して、 未だ世lこ会lとせられさずるもの亦砂しとせずO

マ寺ショ£： �ヰヅチ氏は純粋なる露西亜人にして、 千八百二十

七年（丈政十年）十 一 月二十三日、 莫斯科府よb遠からまるヅー ラ

(Tula）と稀する 一 市に生る。 父は醤を以℃業となし、 性極めて植物

皐を愛好せれ耐して其愛児を植物皐者たらしめん�めに、家庭教

育の方針は杢〈植物lと劃する噌好心を費揮せしむるにあbしを以

て、 其邸内に花園を作れ多くの草木を培養し、 愛児をして其寓生

をな3しめたれ余がマ氏の家lと在bし時、 氏は余に 一 書を示して

日く『是れ余が幼年の頃寓生せしものを． 我突が故らに我が矯めは

白から製本せられしもの t.c 9 Jと。

氏は貨に斯かる特殊の教育によbて、 精細に事物を観察考査

するの性を成したるものにし τ 、 他日植物皐界lζ雄飛するの基礎

も、 亦賓に設にあbしと忠はる。 氏が最初に皐業を修めたる皐校

は露都の濁乙新教振に属するセイン人アン皐校にして千八百四十

四年に之を卒業し、更に進んで醤皐を修むる�めにI-"
JV バ少ト大串

lζ入れh 。

VノVメ少ト大串には嘗時有名なる植物事者アレ寺サシヨ；： ＇＂＇.プシ

ヂ（Alexander Bunge）数鞭を執b居れ 豪古及び北部支那の植物研究

R従事中な9 き。 青年なるマ氏は岡敬授に就き植物皐を碗究せる

聞に、其の強3戚イとを受け、白から束亜の植物lζ興味を戚し、途に醤

皐を捨て、 植物皐栴究に 一 生を捧「るの念を起したb 0 
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氏此校に於て業を卒ふるや、千八百五十年同大皐植物閣の副長

に任ぜられ、ブシゲ敬授の事業を助〈る乙正三年．千八百五十二年

露郡帝園植物園惜菜室係員に轄任し、千八百九十一年氏の死 lζ 至

る迄て此植物園とは密接なる関係を絶たゴ 台 主o

千八百五十三年露岡政府は軍艦デキア十（Diana）をして世界を週

遊せしめ．虞〈串術上の探検を攻 3しむる事を企国せ h。マ氏は植

物皐者として同艦乗込を命せられ、同年秋葉の本園を出帆せ仁時に

氏二十六歳な hき。

軍艦デキアナは南米、イ白西見のリオ、デ、ジヤネイロ、智利のゲァルバ

ラ,I ，；•及び布睦のホノノv 、等に到上更に韓じて東部西比利亜沿

岸州に於けるデ、カスト 9－樽に入港せ bo 是れ賓に千八百五十四

年七月二十三日にして、此庭lζ於て初めてクリミヤ職争の起 bし

事を聞知せ hと。而してデキア十は特別なる勤務を命ぜられたるを

以τ、マ氏は其地に上陸 L黒詑江方面の植物探検に従事する事と

なれ b。斯く本因の災厄は却ってマ氏に取れ叉と得難き好機曾を

興へ泊。氏は此新領土に留るとと凡そ三年．備~qζ 翼民難辛苦を嘗め、

責分に其探検採集を遂げ、千八百五十七年三月同地を出脅し西比利

置を横 b℃露都に時 bた bo 此時よ b氏は一切の事業を拘揮し、専

心黒龍江州よ b鷲らし蹄れる標本の調査に従事する事二年、其結果・

として Primiti;eFlor;e Amurensis 黒龍江地方植物志を世に会にせ b0 

此書は露都帝園科皐曾よ h出版せられしものにして、五百鈴頁

の「クヲトー」大冊をなし、附するに圃版十枚及地圃一葉を以てし、各論

に於てIi.九百十五種の分布形肢等を詳記し娘、論に於ては、黒龍江方

面の地理、気象、樹木の卦布、植物帯．植物の統計、近隣「フロラ」との比較．

有用及培養植物、人~~こ依ドアロラ」の性質に及ぼせし麗化等を精細

に論し又附録とし τ北五〈及蒙古産植物目録を掲げた bO 此書は一

地方の植物志の模範たるものにして、氏は買に之れに依 bτ 植物分

類撃者、植物地理皐者及皐術探検者としての名聾の基礎を固く置き
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た hさ。

営時デミドフ（Demidoff）なる富豪あれ皐術上の大著述に賞金を

贈る事を会にせしが、マ氏の著書其撰に嘗 b賞金を得るに至れれ氏

は之を以℃、再び満洲地方の探検を試み叉日本に渡航するの決心を

在し、千八百五十九年露都を脅し．南方西比利亜を経τ黒龍洲に達し、

ウスリ及スンヌf9 －支流地方の植物調査を遂げ．千八百六十年（高延

元年）の秋我が画館に到着し、同地に留まる之と、一年有飴、其附近の植

物採集及調査に従事した bO 叉函館滞在中須川長之助を僕となし、

渇くるに植物採集の方法を以℃し、叉採集放行には必ず同道せしむ

る之ととせ bn 斯く永〈ーケ所に滞在したるは其地方の植物を最

も完全に研究せんが震にして、氏の如きは賓に時日を惜まずして、専

ら事業の完からん事を翼園したる者と云よ、べし。氏は又草に植物

＼標本を採集せしに止まらず．新鮮なる花賓を解剖しτ、其綿密なる、寓

生園を製し、色、香の如 3務し易き諸性質は悉く之れを細記し、固と共

に標本に添附したれ

文久元年の秋函館を出帆し横演に趣言、同港に留まるとと四十

飴日にして長崎に渡航し、翌年春再び横演に出て、秋復た長崎に蹄

る。時恰も鎖園壌夷の読盛 lこ行はれ、浪人横行し、外人の最も危険

を戚じたる時な bしO 彼の生委事件の如 3も氏の横演滞在中に起

bし出来事 tとして、氏の語られし所に依れば、他の外人と共に一時は

武装し、死を決し℃職はんとせられし由O

丈久三年即ち千八百六十三年は長崎に殆んど杢一年を費し．其

地方の植物を究査した b。長崎居留地よ b数里以外の地には放行

を許されま hしを以℃画館よ h件以来れる長之助に命じ℃九州各

地方、特に高山の植物を採集せしめた I;.此者能く主人の意を奉じ、忠

賓に氏の事業を助けたれ故に氏は其勢に酬ひんが認めに長之助の

名を附したる植物の数頗る多し。

同年の末許多の措葉及び植木類を賢し帆前般に乗し長崎を出
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帆し、喜望峯を遁 bて、翌千八百六十四年本固に蹄着した b。此行た

るや氏の探検放行の最終にして、爾後三十年間一意東亜植物の研究

に従事し、千八百六十六年以降績や其結果を会にせ b。

千入百六十九年露都帝園植物園の皐術部長（HeadBotanist）に柴

進し、死に至る迄て此職に忠勤怠 hき。又千八百七十一年に露都帝

園科皐舎の正曾員に推皐せらる、是れ露闘の皐者として最大の名巷

とする所た b。

千入百入十四牢露都に植物串及闇義串高園曾議開催せられし

時、本邦よ hは田代安定氏振遺せられ同氏が琉球諸島民於τ採集

せられたる標本、及東京帝闘博物館員及田中芳男氏の採集せられし

ものを賢らし℃、マ氏の調査を仰さし以来、本邦の植物畢者にし℃同

氏に標本を遺 hて其鑑定を請ひたる者は、矢田部昆告氏、松村笹三

氏、牧野富京郎氏、伊藤篇太郎氏及予にして、其研究の結果は Diagnoses

Plantarum Novarum Asiaticarum. VI-VIII. (1886-1893）.中に接表せられた b。

叉露園の探検者プルヲヱザアルス寺ー（Przewalsky）及びポタユ

シ（Po旬nin）の東部中央亜細亜及び支那の内部に於て採集したる植

物標本は、悉くマ氏の手に委ねられ、其研究を仰「事となれ h。其結

果の一部は費表せられしも、其完成を見るに至らぎ bL-o 

氏の研究の方法は、事物を根本的に精査するにあ bτ、決して其

結果を会にするに急ならず、充卦に時を費し、研究に軒究を重ね、初め

℃出版するを常とせ b。故に一度以氏の調査を経1Zる植物の部類

は明確に整理せらる、を以℃、後護者をして其進路の平坦なるを深

〈戚せしむ。又氏は羅典及希膿語の外、調、｛弟、英の語に通し、自由に

此等によ b℃曾話且つ著述するを得た b。

氏は晩年、日本植物志を編越するの志を立℃宇は其4緒に就きし

，，絡に其目的を達せすし℃永眠せられた bG 氏の余に語られし所’

に依れば『余も既に老年に達し、飴命もなかるべければ、大規模の日

本植物志を著す乙と叶ふまじ、殊に友人等の勤めもあるに依 b、約
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二年にて完成する程度を以て着手する積な hJと、而し℃各科及属

に其性質を著はすに必要なる圃番を挿む計蓄にして、其園書の如き

も過竿準備しあ bたら、天若しマ氏；こ仮すに向ほ数年の日月を以て

せば、吾人／;t此大著述を手にするを得て、至大の利盆と党明とを得

n bし君ら A..。
氏はタト貌強 3威厳を備｛、一見近づき難き趣あるも、一度近〈接

すれば、其タト観の下に親切厚情の満ち溢るるを認むるに難からず。

氏は多くの親友を有し、叉常に世人の敬愛を受けた hし、氏の後進

者 l乙準｝し親切にして且つ懇篤に其誘導に勤められし一例を掲けん

に、余が骨て千島植物志を著 Iij んとするに嘗 b其企園を同氏 lζ 報

した bし氏、氏答て日〈「余は 186お年以来カムサツカ捕物日銀を編

せ A が~め営地植物園及「アカデミー」附属脂葉室の標本を検査する

に営仁千島に於て採集 3れたる標本を見営る毎に記載し置きたる

もの設に百九種 lζ 達ぜ仁之れを貴君に呈す宜しく自由民此を使用

せられん事を望むJと且つ向ほ附記せられし慮に依れば、過去十年

間数十万の標本中よれ此等少数の千島植物を見出したるは、恰か

も牧草中に針を索め得たる戚あ bL c。
氏は千八百九十一年二月十六日露都帝園植物園内宮合に於τ

流行性戚胃に侵きれ、鈴病の殺する慮と左上途に逝去せらる、行年六

十四歳な bLo 

予の氏の家に客12IJし時、夫人及令嬢よ b最も懇切なる待遇を

受けたれ夫人は親切淑雅なる貴婦人にして能く悌、及クヰンランド

語に通じ、令嬢は頗ぶる賢明快活にして英、悌、偶語を能〈し、露都ー

病院の醤師ドクト戸、ルーニシ（Dr.Lunin）氏に嫁せらる、又一人の令

息ある由主れども両曾する之とを得ず、且つ叉其消息をも知るを得

さず 9 L.o 
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マキシモヴヰヅチ氏著述目録

1859.-Primitice Flora:-Amurensis. Mit IO Tafeln und einer Karte. S. 1-504・

(Memoires de I’Academic Imperiale des Sciences de St.-Petersbourg. VII• Serie. 

.T. IX.) 

1861.-Golowninia, eine neue Gattung der Gentianeen. Mit I Tafel. (Melan-

ges biologiques. T. IV. p. 37 44). 

1866.-Rhamnece Oricntali-Asiatic記. Cum tab. 1. pp. 20. (Mem. Acad. 

Imp. d. Sciences de St.-Petersb. T. X. No. 11). 

1866.-Diagnoses breves Plantarum novarum Japonire et, Mandshurire. 

Decas I. (Mel. biol. T. VI. p. 19 26）・

1861.-Ditto. De仁川 II-VI. (Mel. biol. T. VI. p. 200-205, p. 206--214, 

p. 258-276, p. 367-376）・

1867.-Revisio Hydrangearum Asi~ Orientalis. Cum 3 tab. pp. 48. (Mem. 

Acad. Imp. Sc. St.-P己tersb. T. X. No. 16 et d町 nier).

1870.-Rhododendrere Asire Orientalis. Cum 4 tab. pp・53・（Ditto.T. 

XVI. No. 9・）

1870.一一OphiopogonisSpecies in Herbariis Petropolitanis servatas exposuit .. 

(Mel. biol. T. VIL p. 320-331). 

1870.-Diagnoses breves Plantarum, novarum Japonire et Mandshurre・Decas 

VII-VIII. (Mel. biol. ,T. VIL p・332-342,p. 553-564). 

1871.-Ditto. Decas IX-X. (Mel. biol. T. VIII. p. 1-21, p・367-421).

1871.-Ein Nachtrag zu meiner Abhandlung “Rhododendrere Asiie 

Orientalis.＇’（ Mel. biol. T. VIII. p. 150-167). 

1871.--Einfluss fremden Pollens auf die Form dcr erzeugten Frucht.-

St. Petersb. 

1872.-Diagnoses Plantarum Novarum Japonia: et Mandshuria:. Decas 

XI-XIII. (Mel. biol. T. VIII. p・506-562,p・598四650, T. IX. p. 1-30. pl. 1). 

1873.-Ditto. Decas XIV-XVI. (Mel. biol. T. IX. p・31-76,p. 148-188, 

p. 214-270). 

1873.-Synopsis Generis Lcspedcza:, Michaux. pp. 59・（Festosemisaeculari 

horti Imperialis botanici Petropolitani, die 22 Martii 1873 cclebrato, praesentata). 

1874.-Diagnoses Plantarum Novarum Japonia: et Mandshurice. Decas 

XVII-XIX. (Mel. biol. T. IX. p. 281-374, p・394-452).

1876.-Ditto. Decas XX. (Mel. biol. T. IX. p. 581-66o. pl. 1・）
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1876.-Adumbratio specicrum generis Chrysosplenii L. (::Wei. biol. T. IX. 

p. 757-771). 

1876.-Diagnoses Plantarum Novarum Asiaticarum. I. (Mel. biol. T. IX. 

p. 708-8 3 I). 

1877.-Ditto. II. (Mel. biol. T. X. p・43-134).

1879.-Ad Flor~ Asiε Orientalis cognitionem melior℃m fragmenta, 

pp. 73. 

1879.-Adnotationes de Spiraeaceis. pp. XI, I 56. 

1880.-Diagnoses Plantarum Novarum Asiaticarum. III. (Mel. biol. T. X. 

p. 567-741). 

1881-D幻o.IV. (Mel. biol. T. XI. p. I 55 350・ pl.I), 

1881.-De Coriaria, Ilice et Monochasmate, hujusque generibus proxime 

a伍nibusBungea et Cymbaria. Cum tab. 4・pp,70. (Mem. Acad. Imp. Sc. 

St.-Petersb. T. XXIX. No. 3). 

1881.-Ueber J. J. Rein, Japan nach Reisen und Studien. (Bot.χeit. Bd. 

XXXIX. S. 272-277). 

1883.-Diagnoses Plantarum novarum Asiaticum. V. (Mel. biol. T. XI. 

p. 623-876. pl. 3). 

1884.-Sur les collections botaniques de la Mongolie ct du Tibet septen-

trional (Ta昭 out)recueillies 吋cemme凶 pardes voyageurs R山 sesct conscrvees弘

St.-Petersbourg. (Bull. du Congres international de botanique ct d’horticulture a 
St.-Petersbourg. p. 1-196）・

1885.-Amaryllidaceε Sinico-Japonic疋. (Engl., Bot. Jahrb. Bd. VI. 

p. 75-81). 

1886.--Spiraea bullata Maxim. (Cゐrten臼ora,Bd. XXXV. p .65-66). 

1886.-Diagnoscs Plantarum novarum Asiaticarum. VI. (Mel. biol. T. XII. 

p. 415-572). 

],888,-Dz・tto,VII. (Mel. biol. T. XII. p. 713-934・pl.4・）

1889.-Plant記 Chinenses Potaniniana三necnoηPiasezkian記. Thalamiflor官

et Disciflora!. (Acta Horti Petropolitani. Vol. XI. p. rーII 2 ). 

1889.-Enumeratic Plantarum hucusque in Mongolia nec non adjaccnte 

parte Turkestani;e sinensis lectarum. Fasc. I. Thalamiflor;e et Disciflor;e. Cum 

tab. 14・pp.IV, 138. 

1889.-Flora Tangutica, sive Enumeratio Plantarum regionis Tangut (Amdo) 

Provincia! Kansu, nee non Tibcti;e praesertim orientaliborealis atque Tsaidam. 

Ex collectionibus N. M. Przcwalski atque G. N. Potanin. Fase. I. Thalamiflor;e 

et Disci日or;e・ Cumtab. 31. pp. XVIII, I IO. 
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1890.-Supplcmcntum ad :Maximowiczii Diagnoses plantarum Asiaticarum, 

VII. (Mel. biol. T. XII. p・935-938.pl. 3). 

1892.一一Diagnosesplantarum novarum Asiaticarum. VIII. p. r-41. 





須川長之助植物採集談

山田宣太郎

TSCHONOSKE SUGAWA, A FAITHFUL SERVANT 

AND COLLECTOR 'TO MAXIMOWICZ. 

BY GENTARO YAMADA. 

Prof，白sorof Botany, Agricultural and Dendrological College, .Moriok:i. 

須川長之助は陸中園紫波郡水舟村字下松本の人主 ！， 0 嘗

て露園植物串者マキシ毛"ij井ヲチ氏の錦めに、普〈本邦の植物を

採集し、其名海外に聞ゆ。マ氏長之助の勢を賞し、其名を以℃

植物に命ずるもの十種 lζ傍る。 年六拾有四．先きに嗣子を失

日、孫見を養日て農耕に従事すO 咋三十七年二月．余始めて同

人と相見るの機を得℃、採集談を聞く、今其大要を鎌す。唯一

回の曾話によるものなれば、誤惇謬聞の少なからまるはー操め謝

する所在 b。
採集の由来。長之助は年甫め℃二十、函館に出稼し、先づ大工

の家に寓し．後入幡宮の別営に僕12！， しが、マ寺シモ"ij芥ヅチ氏の来

朝に際し、友人の勤めによb℃風呂番と掃除とを務とし、月萱雨二分

に℃マ氏に仕よ、、時賓に丈久元年三月な ！， ~ 。（後来第~：二雨、二雨

二分、三爾を受〈るに至れ ！， ）。居る乙と十像目、マ氏尋ねるに植物

[Trans. Sap. ~at. Hist. Soc. Vol. I. 1905.] 
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の名稀を以℃す、長之助知る乙と多からずと雄ども、田野の聞に人と

な bたる乙と、て、多少の知る所あるを答へたるに、マ氏大に喜び、

然らは‘来れと℃、杉山（臥牛山）Iζ 上 b℃植物採集の誌を授け、後には

植物を指名して採集R赴かしめたるに、忘れて採 b来らゴるものな

どあると主は、痛く詰問せられた上斯くして次第に熟練するに従

仏、マ氏の意を j請すに至b肉、是れ長之助が植物を採集するに至 bし

始めな b。
採集の地方。初めは函館近郊を採集し、丈久元年五月 lこ至 b、

マ氏に従ひ，大野を経て駒ケ巌．鹿部に採集し．東海岸を廻 bτ 隠れ

9 。同年秋に及ex果買をも採らさずるべからずとて、長之助をしτ再

と入’駒ヶ識に採集せしめた bo 十月マ氏長崎に航せA，とするに際し、

長之助を同行せんとて、大に勧誘せしに、長之助も初めは臨措顧慮容

易に決せぎ bしが、途に同行を諾するに及び、マ氏は賓に歓喜の情

に堪へぎるが如〈な hしとを、o D函館奉行所よ bマ氏の従者として

兎放を受け、タl、園般にて横諸に航し、居る乙と四十億目、其問僅かに

其附廷を採集せ ho 同年十二月頃長崎に着す、其年は長崎附近を採

集し、翌年春再び横演に来 h秋まで滞在し、又長崎に蹄航すO 丈久

三年は九州各地を践捗し、産山、阿蘇、霧島の諸高峰に撃整せら。唯

薩州のみには英艦砲撃時代の乙となれば、危険を慮 hて足を入る、

を得ず、蚕しマ氏は嘗時自由に放行するの便なさを以て、長之助に

採集ぜしめたるなれ同年秋三度以・横演に出て、元治元年一月マ氏

の蹄園すると共に、長之助はユコラ4氏の許 lζ 使はるO

マ氏蹄園後其依頼にて慶臆一、この南年間植物採集に従事す、前

年は信州地方、次年は南部地方にて岩手山、早池峰、駒ケ議（秋田境）及

恐山等を採集せ bo 其後明治二十年マ氏よ h書信あ bて再び採集

を命ぜられ、六月頃よ h出て＼信州の木曾、駒ヶ獄、御獄、八ケ昔、境問

山、富士山、天城山等の峻峰に登 bて、十月に蹄還し、二十一年の春、菱

JII周作といふ人を書記として件以、伊勢に向ひ、それよ b那智山に
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廻 hτ、大坂 lζ 出で四園に渡 ！＞ .叉西海 tt航し薩州に入る乙とを得

た b。二十二年には薦藤松太郎と云よ、人を語ら日、山陰遣に準み．

京都に至 bて名所奮蹟に採集し、轄じ℃加賀の白山、越中の立山に

登上鳥海に向日しが降雲の錦めに登らずし宅蹄る。此聞に岩手山、

早池峰山等にも登山せれ其後マ氏の逝去するに及びて其業を麿せ

!> 0 

採集の方浩。長之助は放行中現今使用せらる、如き採集鐘を

携へずして．漉返、仙華紙等を厚紙板の聞に挿みτ携行し、日比一回
紙を取換へ．宿合に着けば糸にて縛 ！＞ .櫨謹 ~t 立 τ 、乾燥せしめた

!> 。初めは一種三十個の標本を採れ珍らしきものに至 b℃は四十

個を採るものあ bo 二十年後には一種十個の標本を製す、花又は賓

なきものは採らず、一度得たるものは再び集めぎるを常とす、故R

綾には一種を費見するにも容易ならぎるなれ植物の高 3及所生

の場所（山とか揮とか木の上程 c）は一々記載し上下の葉、草の根等

は注意して蒐めた h。曾τマ氏長之助に識へて日はく高山の植物

は花咲B、質成る僅かに三十日にして了る、努力する所あれと。マ氏

蹄園後の採集は、希臓加特立教曾のアナトP歩ス氏の監する所にし

て、月拾五回放費一日二十銭荷物運賃ー里二銭を受け入用の物品は

それ命令現物に℃支給せられた h。

マ氏の卒生。マ氏は身の丈五尺四五寸、椿形 lこし℃、顔少しく

長〈、僅かに馨あれ多く室内にあ bτ、始終書冊を手 lとして研究せ

られ、植物の日本名などを札されて記し置かれた h。函館に在 bし

時以言語不通の矯めに、返答に苦しむ之とあ bしが、後には邦語に

て話さる、 It至 ！＞.閑あれば種.4-の談話を試みられた b。蒐集せら

る、ものは植物のみならず、鳥獣、蛇、鑑、昆虫の類に及ぶ＼長崎に在 b

し時は、ジーボルト氏と往来せられたれマ氏骨τジ氏の植物採集

の場所を話らまるに苦し U と言はれたる乙とあ b。

マ氏の使用する所は、長之助の外、厨夫、園丁、小使及び馬丁各一
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人あれ或る日長之助．マ氏の室内を掃除するに嘗しご朱金の遺失

せるあ hしかば、之を机上』c置さしに．マ氏は波のものならんとて

之を返し L も、長之助固く拒℃受けずして力争せしかは＼マ氏深〈

長之助の正直I~乙戚じ、他の使用人に謝すると趣を異にするに至れ b 0 

九州を族行するに賞 bて、百金五十金 r持ち行かしめて建 bあれば

輿へ、詳細の詮議をなす乙と在か hしも．蓋し長之助が正直の致す

所在 hしなえ。



沖縄産牟麹類 lg就て、

理串博士松村松年

（第萱国服〉

DIE HEMIPTEREN FAUNA VON RIUKIU 

(OKINAWA). 

VON 

DR. S. MATSUMURA. 

(Mit Tafel -I). 

. -

Die Hemipteren-Fauna von Okinawa wurde bis heute von Niemanden studiert 

und vero佐ntlicht. Im Jahre 1894 hat Herr Dr. ADOLF FRITZE eine Broschiirc 

”Die Fauna der Liukiu Insel Okinawa “verる釘entlicht,darin erwahnte er 30 Hemip-
teren-Arten, von denen nur die folgendcn 13 Arten mit den Namen dargestellt sind. 

I. Cantao ocellatus THUNB.=Cantao dispar AM. et SERV. 

2. Cltr)'socoris nobiNsL. 

Diese Art babe ich von dieser Insel noch nicht erhalten, indem die prachtvollc 

Art Calliphara ezcellens BURM. dort hau日gist. ＼νahrscheinlich hatte er irrtiim-

lich diesc Art als C. nobiNs L. determiniert. 

3. Raphigaster smaragdula F. = Nczaraτ，z"ridufa L. 
4・ Acantlwcorissordidus 1万UNB.

5. Straclu・aornata L.=Emアdema・

6. Afydusノ＇US・cusF. 
Diesc Art kommt weder in Japan noch Okinawa vor, wahrschcinlich hat er die 

haiifigste Art Rがtortusclavatus THU NB. als A. fuscus F. determiniert. Der 

letztere ist nicht selten in Formosa. 

7. Homoeocerus plagiatus GERl/tf. 

Diese Art babe ich auch von dieser Insel nicht gesehen, sie ist wahrscheinlich 

H.包nz；歩秘箆ctαtusSTAL. 
8. Aη：isoscelis orientafis DALL=Leptoglossus銚embranace悦SF. 

[Tram. S1p. Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.) 
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9. Lygaピuscingulatus F.=Dysdercus. 

10. L;1gaeus nigriceps DALL.= Oncopeltus. 

I I. A nisops niz，’eus F. 
12. Nodina guttifγons. WK.=Myndurαfitscata F. 

13・P!atypleuγαKαe111pferiF. 

14. Platypleuγα color atαSTA°L=Gγαptopsaltγiα． 

Ausser den obigenεab er darin die folgenden Insekten mit nur den Gattun-

gsnamen an. 

Pl.αtinopus, Eγgα、Piezodoγus,Leptocoγisa, Jvf,αcγod.ε符tα、Piγαtes,Euagoγαs, 

Proste111ma, Acαnth，旬、 Arαdus, Hpi:γometrα、Rαηα11’h Corixa, Ricαn£αund 
Fidicina. 

Im Jahre 1903 hat Herr Y. IKUMA beschrieb die Cicadinen von Oshima in 

NAWA’S Konchu sekai (Insect World) Vol. 69-70, mit zwei Tafeln 5・und7・Die

Beschreibu昭 ensind zicmlich genau, fehlen sie jedoch die Hauptmerkmale un 

die lateiniscl】εnNamεn. Durch die Abbildungen kann man jedoch die folgenden 

Arten crmittlen : 

Pl. V、fig. I. Neplwtettixαpica/is MOTSCH. 

fo玄・ 2. Aconurαproducta Jl,fA TS. 

fig. 6. Nirz,ana pal!ida MELICH. 

fig・ 7. Parαbo!ocγαtus okinawozsis iWA TS. 

号1g. 9. TettigoniααlbαWK. 

Pl. vi, fig. I I. Euricania ocellus T11K. 

Herr T. KUROI¥V A hat mir die zahlreichen wertvollen Materialen aus 

Okinawa, welcher seit !anger Zeit dort als der Director an der landwirthschaftlichen 

Schule angcstellt ist, hierhcr eingeschickt. Unter 250 Arten habe ich 8 Homo-

pteren und 29 Heteroptcren gefunden, von denen 7 Arten iiberhaupt for die wis-

senschaftlichc ＼司Telt ncue sind. 

Herr T. MIYAGI aus Okinawa, wclchcr als der Student in unserer Akademie 

studiert, hat mir auf seiner Heimatreise nach Okinawa (in letzten Sommerferien) 

auch ziemlich vielc Materialen gesammelt. Herr S. UCHIDA, welcher der 

Student in der landwischtschaftlichen Akademic zu Tokio ist, bekam aus Daito-

jima ( eine kleine Insel nahe Y aeyama) eine schi:ine Ccrcopide, welche von Herrn 

T AMAOKI gesammelt wurde, reichte mir hierher廿ber.Kleine Homoptcren und 

Heteroptercn aus dieser Inscl sind iiberhaupt gar nicht bekannt, musste jcdoch dort 

zahlreiche Arten vorkommen. Zweimal verliess ich Sapporo auf die Reise nach Oki-

nawa, wurde jedesmal unglticklicherweise durch den Mangel der Schiffen des Jap.-

Russischcn Krieges wegen verhindert. So mochte ich diesmal die nur mir wohl 
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bekannten grosseren Arten veroffentlichen. Hierzu beschreibe ich noch eine neue 

der Cosmopsaltrz"a oshi・mens£ssehr ahnliche C. ogasawarensz・saus Ogasawara. 

HOMOPTERA. 

CICADIDJE. 
1. Platypleura Kaempferi F. 

7 ettigonia Kaem；うferiF., Ent. Syst. VI. p. 23, n. 25, 1794・

Cicada Kaemjferi WK., List. Hom. I. p. 117, n. 34, 1850. 

Platypleura fi附 ca11gulisBUTL., Cist. Ent. l. p. 189, n. 29, 1874. 

P/at;,p!eura Kaemjferi BUTL., Cist. Ent. I. p. 189, n. 27, 1874; 

DIST., Monog. Orient. Cicad. p. 20, Tab. I., fig. 14, a, b ; 

ヰIATS., Summary Jap. Cicad. p. 2, Tab. I., fig. a, b, 898. 

Platyp!eura hyali：四o-limbataSIGN., Bull. Soc. Ent. Fr. (6) t. I, p. XLII, 1881 ; 

ATKINSON, Journ. Asiac. Soc. Beng. Vol. IV, p. 150, 1886. 

PlatypleuraグそpandaUHL. (Nee. FふProc.Nat. Mm. U. S. p. 276, 1896. 

Fundort : Okinawa, Miyako. 

Sonstige Fundorten: Hok., Honshu, Shikoku, Kiushu, Formosa, China. 

2. Gr乱p色opsalもriacolorata STAL. 

Graptopsaltria colorata STAL, Berlin. Ent. Zeit. X. p. 169, 1866 ; 

DIST., Monog. Orient. Cicad. p. 25, Tab. II.，且g.8, a, b, 1Sg1; 

:MATS., Sum. Jap. Cicad. p. 4, Jig. 3. a, b‘1898. 

3. Cryp旬色ympamtpustulata. F. 

Tettな＇／？Iliapustulata F., Mant. Ins. II, p. 266, 1787. 

Tettigonia atrata F., Mant. Ins. II, p. 267, 1786. 

Cicada nig;問。 OLIV., Enc. Meth. V. p・750,1790. 

flidicina 』uboWK., List. Hom. p. 28, 1850. 

Cη，ptotympana puszulata DIST., Monog. p. 87, Tab. XI, Jig. m, a, b, 1892; 
MATS., Sum. Cicad. p. 12, Tab. I. Jig. 11, a, b, 1Sg8. 

Fundort : Okinawa, Miyako. 

Sonstige Fundorten : Honshu, Kiushu, Formosa, China, Philippinen, Malay. 

4. Crypもotympanafacialis WK. 

Cicada facialis WK., List. Hom. Suppl. p. 30, 1858. 

Cヴ,ptotympanafacialis STλL., Oefv. vet. Akad. Forh. p・483,1862; 

DI包T, Monog. Orient. Cicad. p. 90, 1892, Tab. XI，白g.II, a, b; 

MATS., Sum. Jap. Cicad. p. II, fig. IO, a, b, I898. 

Fundort: Kiushu, Ri1,1kiu (Okinawa), China, Siam. 
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5. Cosmopsaltria oshimensis n. sp. 

Fundort: Oshima und Kikaigashima, gesammelt von Herrn A .. OWSTON. 

6. Lepもopsaltriatuberosa SIGN. 

Cicada tu』erosaSIGN., Ann. Soc. Ent. Fr. p. 229, 1847. 

よ'Jundubiatuberosa WK. List. Hom. I. p. 78, 1850. 

Leptopsalt,’ia tuberosa STλL, Berl. Ent. Zeit. p・70,1866; 

DIST., Monog. Orient. Cicad. p. 34, Tab. VIII, fig. 7, a, b, 1Sg2; 

MATS., Sum. Jap. Cicad. p. 8 fig. 7, a, b, 1898, 

Fundort : Daitojima, gesammelt von Herrn T AMAOKI ; Sonstigc Fund-

orten sind Kiushu, Honshu, Sikkim, Khasia Hills, Java. 

CERCOPIDJE. 

Subfam. CERCOPINlE. 

7. Cosmoscar句 Uchidre n. sp. 

Fundort: Daitojima, gesammelt von Herrn T. TAMAOKI. 

FULGORIDJE. 

Subfam. RICANilNlE. 

8. Ricania binotata WK. 

Ricania binotata WK., Journ. Linn. Soc. Zoo!. X, p. 149, 1870; 

MELICH., Monog. d. Ricanid. p. 230, 1898. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIW A ; sonstigc Fund-

orten sind Neu-Guinea, Borneo, Aru-Insel. 

9. Euricania ocellus WK. 

Ricania ocell，前 WK., List. Hom. II, P. 429, 1851 ; 
STAL, Oefv. Vet. Akad. Forh., p・491,1862. 

Euricania oce!!us MELICH. Monog. Ricanid. p. 260, Taf. lX, fig. 24, 1898. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA; sonstige Fund 

orten sind Ostindien, Sikkim, Lakhon, Assam, China. 

10. lVIindura fuscata F. 

αcadaf.前叫taF., Ent. Syst. IV, p. 28, 1794・
Plata fuscata F., Ent. Syst. Suppl. p. 518, 1798; Syst. Rhyn., p・47,1803・

Pochazia obscura STAL, Oefv. Vet. Akad. F/lrh., p. 16o, 1865; Hem. Fabr. II, p. 104, I泌9・
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λlogodina guttifrons WK., Joun1. Linn. Soc. Zoo]. p. 164, 1870; 

FRITZE, Die Fauna der Okinawa, p. 70, 1894; MELICff, Monog. Ricanid. p. 336, 1Sg8. 

Mindura fuscata MELICH., Monog. Ricanid. p・301,Tab. XIV, fig. 13a, 1898. 

Funclort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA; sonstige Fund-

。rtensine! Java, Tranq田 bar,Morty, Neu-Guinea, Ceram, Sula. 

Subfam. DICTYOPHORINJE. 

11. Dictyophora okinawensis n. sp. 

Fundort: Okina,va, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

12. Anagnia splendens GER班．

Flata splendens GERM., Thon. Arch. II, p. 2, 48, 1830. 

Dict_yophora indiana WK., List Hom. II, p・310,185 I. 

Orthopagus lunulifer UHL., Proc. Nat. Mus. U. S. p. 279‘1896; 

MATS., Ent. Nach. 26, p. 207, 1900. 

Funclort: Oshima, gesammelt von Herrn Y. IKUMA. Diese kommt auch 

haufig in Tokyo vor. 

Sonstige Fundorten: Malay, Inclien. 

Subfam. FLATINJE. 

13. Geisha disもincもissimaWK. 

Poecil.ψtera distinctissi問αWK.,List Hom. B. M. Suppl. p. 114, 1858. 

Funclort: Okinawa und Oshima, gesammelt von Herren T. MIYAGI und 

Y. IKUMA. 

Subfam; CIXIINJE. 

14. Bidis vi抗aもan.sp. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA; sonstiger Fund-

ort ist Ogasawara, gesammelt von Autor selbst auf einem Farn 

kraut. 

Subfam. ISSINJE. 

15. Hemisphaerius flavimacula WK. 

Hemiモphaeriusflavim辺uulaWK., List. Hom. II, p. 378, 1851; 

UHL., Proc. Nat. Mus. U. S. p. 282, 1896. 

Hemiφhaerius variabi!is BUTL., Ann. Mag, N. H. XVI, p. 98 1875 ; 

MATS., Ent. Nach. 26, p. 210, 1900. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA; sonstige Eund-

orten sine! Honshu, Kiushu, China, Malay, Indien・
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JASSIDJE. 

Subfam. JASSINlE. 

16. Tartessus malayus STAL. （凹.I，白g.2.) 

Tartessus malayus STAL, Freg. Eugenics, p. 290, 1859; Vet. Akad., p. 156, 1865; 

SIGN., Ann. Soc. Ent Fr. p. 357, PI. 9，五g.82, 1880. 

Tartessus fe，’rugineus STAL，。VetAkad. p. 738, 1870; 
SPANG., Vet. Akad. p. 7, 1878. 

Fundort: Okinawa, gesammclt von Herrn T. KUROivVA. Diese komrnt 

auch sehr hau自gin Hachijo-jima vor und ziemlich schadlich for 

Obstpflanzen wie Feige, Orangen u. s. w. 

Sonstige Fundorten: Philippinen, China, Malay, Indien. 

17. Nephote抗ixapicalis MOTSCH. 

Pediopsis a/icalis MOTSCII., Etud. Ent. p. uo, 1859・

Pedi》sisnig，’omaculatus MOTSCH., Etud. Ent. p. II 1, 1859・
Thamnotettix nigropicta STAL, Oefv. Vet. Akad. XXVII, p. 740, 1870. 

Fundort ・ Oshima, gesammelt von Herrn Y. IKUMA. 

Sonstige Fundorten: Formosa, Chinョ， Malay, Philippinen, Indien, Java, 

Borneo, Africa. 

Var. cinctieφs ul:-IL. 

Se!enouphalus dncticcps UHL., Proc. Nat. Mus. U. S. p. 292, 1896. 

Fundort : Oshima. 

Sonstige Fundorten : Honshu, Shikoku, Kiushu, Chinλ． 

18. Eutettix disciguth WK. 

Acocephalus discigutt,, ¥YI三， Journ. Linn. Soc. I, p. 1 72, 1857. 

Thamnotettix sellata UI-II勺 Proc.Kat. Mus. U. S. XIX, p. 294, 189わ．

Eutettix sd!atus MATS.，’ferm. Flizct. XXV, p. 381, 1902; 

MELICH., Hom. C‘cyl. p. 189, 1903・

Fundort : Oshima. 

Sons tiεe Fundorten : Honshu, Kiushu, C司hina, Malay, Philippinen, Indien, 

Australien. 

19. Aconura pr吋uctaMATS. 

Aronurα／片山luctaMA"l下， Term. hiヌct.XXV, p. 385, H)OZ. 

Fundort Oshima. 

Sonstigじ Fundorten: Honshu, Kiushu, 0εasa wara, China. 
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Subfam. TETTIGONIIN..l:E. 

rn. Te主tigoniaalb品 WK.
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刀ttigoniaalba WK., List Hom. III, p. 766, 1851; SIGN. Ann. Soc. Ent. Fr. p. 663, Pl. 21，自g.3, 1863. 

Fundort: Oshima, gesammelt von Herrn Y. IKUMA. 

Sonstige Fundorten: China, Malay, Indien. 

Subfam. ACOCEPHALIN..l:E. 

21. Parabolocratus okinawensis n. sp. 

Fundort: Okinawa, gcsammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese kommt 

haufig auch in Kiushu und Honshu vor. 

22. Nirvana pallida MELICH. 

λ7ir11ana pal!ida MELICH., Hom. Fauna v. Ceylon, p. 168, 1904・

Fundort: Oshima, gesammelt von Herrn Y. IKUMA. Diese kommt auch 

haufig in Kagoshima vor. 

HETEROPTERA. 

PENTA TO MID.IE. 
Subfam. SCUTELLIN..l:E. 

23. Can旬oocellatus THUNB. 

Cimex ocel!atus. THUNB., Nov. Ins. Spec. III, p. 6o, fig. 72, 1784; GMELIN, ed. Syst. Nat. I (4), p. 2133, 1788. 

Cimex diザarF., Ent. Syst. IV, p. 81, 1794; DO!'¥OVAN, Ins. China, Hem. taf. 13, fig. 1, 1798. 

Tetyra diφar F., Syst. Rhyng. p. 129, 1803; SCHIODTE, Kroyer’s Nat. Tidsskr., IV, p. 281, 1842. 

Cal/idea dispar BURM., Handb. II, p. 394, 1835; Herr. SCHAFF., Wanz. Ins. Ill, p. 99, taf. 324, 1835. 

Cail，がlioradiモpa,’GERM.,Zeit. I, p. 123, 1839・

Calli，長官山dlataWEST., Donov. I. c. p. 47 t. 20, fig, 1842. 

Scute!ler，σdi,par BLANCHARD, Hist. Nat. Im. III, p. 158, Hem. taf. 8, fig. 2, 1840. 

Cantao dispar AM. et SERV., Hist. Ins. Hem. p. 29, 1843; FRITZE, Die Fauna d. Okinawa, p. 69, 1894・

Cant仰叫ん今回 DALLAS, List Hem. I, p. 17, 1851 ; WK., Cat. Het. I, p. 14, 1867. 

Cσntao ocel!alus DALL., I. c. p. 17, 1851; VOLLEN., Faune Ent. I’Arch. Indo-Neerl., I, p. 10, 1863; 
。

WK., I. c. p. 14, 1867; ST AL, Hem. Fabr ., I, p. 9, 1868；一一一Oefv.Vet Akad. p. 616, 1870; 

Enum. Hem. III, p. 10, 1873; DIST., Ann. Mag. N. H. III, p. 44, 1879; ATKINSON, , 

Notes on Ind. Rhyn. No. z, p. 149, 1887. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herren T. KUROIWA und A. FRITZE. 

Sonstige Fundorten : China, Philippinen Formosa, Malay, Indien, Java, 

Sumatra. 

Futterpflanzen： βisc/ioffia ;avanica BL. 
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24. Calliphara (Chrysophara) e玄cellensBURM. 

Tetyra excel/ens BURM., Nov. Act. Ac. Leop. Vol. 16, Suppl. I, p. 287, Pl. 41, fig. 2, 1834. 

Ca//idea excel/ens AM. et SERV., Hist. Hem., p. 32 1843・

Calli・'dea町obiiisGERM., Zeit. Ent., Vol. I, p. n7, 1839・

Tectocoris obscura WEST., in Hope Cat. Hem., p. II, 1837. 

Cal/idea obscu問 ATKINS.,Journ. As. Soc. Beng., Vol. 56, p. 165, 1887. 

Cal/idea praslinia DALI勺 List.Hem., Vol. I, p. 24, 1851. 

Calli目deaφeciosa WHITE, Zoo!. Misc., p. So, 1842. 

Calliphara exrel/ens DIST., Fauna Brit. Ind. Rhynch., Vol. I, p. 53, 1902. 

Fundort ・ Okinawa und Daitojima, gesammelt von Herren T. KUROIW A 

und T AMAOKI. 

Sonstige Fundortcn : China (Hongko昭）， Philippi即凡 Nepal,Celebes. 

25. Brachyaula：玄 myakonusn.sp. 

Fundort: Myakojima in Okinawa Archipcl，εesammelt von Herrn T. 

KUROIWA. 

Subfam. PENTATOMINlE. 

26. Aenaria Lewisi SCOTT. 

Aenaria Lewisi SCOTT, Ann. Mag, Nat, Hist. (4) 14, p. 296, 1874. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von T. KUROI¥VA. Uiese kommt auch in 

Honshu und Kiushu vor, sehr schadlich fur die Reispflanzen. 

27. 班.assocephalusmaculatus DALL. i 

。
Massocephalus拙aculatusDALL., List Hem. I. p. 2.F, Pl. 9，五g.1, 1851; STAL, Enum., S, p. 75, 1876. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROivVA. Diese kommt 

a凹 hin Kumamoto (Gokanosho) und Philippi肘 nInsel vor. 

28. Eysarcoris ventralis WEST. 

。
fをntatomaventralis ,vEST., in Hope Cat. Hen】.I, p. 36, 1837; STAL Enum. Hem. p. 126, 1876. 

Pentatoma pallicornis WEST., I. c. p. 8, 1837. 

Eysarcoris distacta DALL., List Hem., I, p. 226, 1851. 

Stollia rectipes ELLEN., Nat. Tid部kr.Ned. Ind. 24, p. 150, fig. 19, 1862. 
。

Stollia distacta ST AL, Enum. Hem. 5, p. 82, 1875. 

勾，sarcoris(?) ventralis ATKINS., Journ. Asit. Soc. Heng. Vol. LVII, PしIII,p. 41, 1888. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese Art ist 

ziemlich h込ufigauch in Honshu und Kiushu. 

Sonstige Fundorten: Bengal, China, Java, Sumatra, Philippinen. 



MA TS UM URA : HEMIPTEREN OKIN AW AS. 23 

29. 仇，rbulaob旬sangulaREUT. 

Carbula obtusangula REUTER., Ent. Mon. Mag. XVII, p. 233, 1881. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUKOIW A. Diese kommt 

auch in China vor. 

30. Eurydema orna.tum L. 

Cimex ornatus L., Syst. Nat. IO ed. p. 446, 1758. 

Si叩 cha he，戸＇baceaE王AHN,War 

Strachia印官atαFRITZE,Fanna d. Okinawa p. 69, 1894. 

Fundort: Okinawa gesammelt von Herrn T. KUROIWA (haufig). 

Sonstiger Fundort: Europa. 

31. N ezara viridula L. 

Cimex viridulus L., Syst. Nat. p・444,1758. 

Cimex smaragdulus F., Syst. Ent, p. 744, 1775. 

Cimex柄拘附 F.,Ent. Syst. Suppl. p・533,17()8. 

Cimex viridissimus WOLFF, Icon, p. 55, PL VI, fig. 52, 1801. 

Cimex variabilis DE VILLERS, Ent. Suet., p. 505, 1789・

Ci・例e:;ftransτ1ersus THUNB., Diss. Cut, Nov. Ins, II, p. 40, 17,83・

Pentatoma unicolor WEST., in Hope Cat. 1, p. 38, 1837. 

Pentatoma subsericea WEST., I. c. p. 38. 

Pentato加 ZLeii WEST., I. c. p. 38. 

Pentatoma tripunctigera WEST., }. c, p. 38. 

F切tatomaproxima WEST., I. c. p. 38, 

Pentatoma chi・nensisWFST., I.. c. p. 38. 

Pentatoma chlori s WEST., I. c. p. 38. 

Pentatoma chlorocephala WEST., I. c. p. 38, 

Pentatoma propi抑制 WEST., I. c. p. 39. 

Pentato明aberylina WEST., I. c, p. 39・

Pentatoma plicati印I/isLUCAS, Expl. Alg. Ins. p. 87, Hem. Pl. 3, fig. 9, 1849. 

Cimex liemichloris GERM., in Silberm. rev. 5, p. 166, 183t 

Rhaphigaster prasinus DALL., List. Hem. p. 274, 185 I, 

RhaphigasteてorbusSTAL, Oefv, Vet. Akad. Forh., p. 221, 1853・

Nesara approx，・mataREICHE et FAIRM., Voy. Aby田.I田.p. 443, 1847, 
Nezara viridis SCOTT, Ann. Mag. N. H. (4) Vol. 14, p. 290, 1874. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese kommt 

auch in Honshu, Kiushu, Shikoku und Ogasawara vor, sehr 

schadlich 品rSetaria italica (Awa〕．

Sonstige Fundorten: China, Philippine11, Malay, Indien, Africa, Euro~. 
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32. Plautia Sも品liSCOTT. 

Plautia Stali SCOTT, Ann. l¥Iag. Nat. H. (4) 14, p. 299, 1874・

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. Miyagi. Diese kommt auch 

nicht selten in Honshu und Kiushu vor. 

Subfam. ASOPIN.l:E. 

33. Zicrona crerulea L. 

Cimex ccerulus L., Syst. Nat. IO ed. p. 445, 1758. 

Pentatoma concin，問、NEST.,in Hope Cat. 1, p. 39, 1837. 
Pentatoma vio!aceαWEST., in Hope Oat. p・39,1838. 

Zicrona illustris AMYOT et SERV., Hem. p. 87, 1843. 

Zicrona cuprea DALL., List. Hem. p. 108, 1851' 

Fundort : Okinawa, gesammelt von Hcrrn T. KUROIも"AlA. Diese kommt 

auch in Honshu und Kiushu vor, 

Sonstigc Fnndortcn: China, Indien, Malay, Philippinen, Africa, Europa und 

N. America. 

Subfam. PHYLLOCEPHALIN.l:E. 

34. Gonopsis乱由nisUHL. 

Gonザsisaffinis UHL., Proc. Acad. Philad. p. 224, 186o. 

Macrina vacz刀即日 WK.,Cat. Het, 111, p. 497, 1868. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA und T. MIYAGI. 

Diese kommt auch in Honshu und Shikoku vor. 

Fam. COREID.IE. 

Subfam. HOMOEOCERIN.l:E. 

35. Homoeocerus unipunctatus THUNB. 

Cimex unipunctatus THUNE., Nat. Ins. II, p. 38, PI. 2, f. 52, 1783・

刀'iponius仰 ipunctatusST AL, Berl. Ent. Zeit. IO, p. 160, 1866. 

品 moeocerus仰似n仰 tusSTλL, Enum. Hem. III, p. 60，均3・

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROI¥VA. Diese kommt 

auch in Kiushu vor. 

Sonstiger Fundort : China. 

Subfam. ANISOSCELIN.l:E. 

36. Leptoglossus mem branaceus F. 

Cimex memb, anaceu、fF., Spec. 11, p. 351, 1781. 
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c，・mexmomordica: FORSTER, Descrip. An. p. 16, 1844. 
Anisoscelis orientalis DALL,, List Hem. p. 454, 1852 ;. FR~TZE, Fauna. d. Okinawa, p. 69, 1894・
Am・soscelisメavopundatusSIGN., in Maillard Not. sur l'i!e de la. Reunion. Ins. p. 27, PL 21, fig. 4・

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIW A. 

Sonstige Fundorten : China, Malay, Philippinen, Indien, Africa. 

Subfam. PHYSOMERIN.lE. 

37. Acan色ihocorissordidus THUNB. 

Cimex sordidus THUNE., Nov. Ins .. Sp. II, p. 44, 1783. 

Acanthocoris scaber ( p仰 parte)STAL, Berl. Ent. Zeit. X, p. 158, 1866. 
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Fundort: Okinawa, gesammelt von Herren T; KUROIW A und T. MIV AGI. 

• In Honshu und. Kiushu 長ommtdiese Art sehr haufig vor und 

ziemlich schadlich fiir unseren Solanaccen. 

Sonstiger Fundort : China. 

Subfam. GONOCERIN.lE. 

38. Cletus位igonusTHUNB. 

Cimex trなvnusTHUNE., Nov. Ins. Sp. 11, p. 37, 1783. 

Cimex pugnator F., Mant. 2, p. 287, 1787. 

Cletus bistz・llatusDOHRN, Stett. Ent. Zeit. 21, p. 403, 1860. 

Cletus trig匂舟usSTλL, Enurr 

Fundort : Okinawa, gesammelt von Herren T. KUROIWA und T. MIV AGL 

Sonstige Fundorten: Philippinen, China, Malay, Ceylon, Bengal. 

Futterpflanzen: Reispflanzen, ziemlich schadlich. 

39. Cletus infuse抗usn.sp. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn J'. KUROivVA. 

Subfam. LEPTOCORISIN.lE. 

40. Leptocorisa varicornis F. 

Gerris va円 ・cornisF., Syst. Rhyn. p. 26o, 1803. 

Leptocorisa apicalis WEST., in Hope Ca.( Hem. 11, p. 18, 1837. 

Gerris .flavida GUERIN, Voy. Coq. Ins. p. 178, Pl. 12, fig. 12, 1830. 

Leptocorisa chinensis DALL., I I, p. 483, 1852. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herren T. KUROIWA und T. MIV AGL 

Diese kommt auch in Honshu und Kiushu vor, ziemlich schadlich 

fur die Reispflanzen. 

Sonstige Fundorten: China, Philippinen, Formosa, Malacca, Ceylon, Foua. 
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Subfarn. ALYDIN .lE. 

41. Rip主orもusclavatus THUNB. 

Cimex c!avatus THUNE., Nov. Ins. sp. II, p. 34, Pl. 2, fig. 4, 1783・

Camptopus annulatus UHL., Proc. Acad. Philad. p. 225, 186o. 

Fundort: Okinawa, gesarnrnelt von Herren T. KUROIWA und T. MIY AGL 

Dicse kornmt auch in Japan h込ufigvor und ziernlich schadlich 

filr Legurninaceen. 

Sonstige Fundorten: China, Java, Australien. 

Fam. LYGAEIDJE. 

Subfarn. LYGAEIN .lE. 

42. Oncopeltus nigriceps DALL. 

よ,yga{Usnigriceps DALL., List Hem. p. 537, 1852. 

Fundort: Okinawa, gesarnrnelt von Herrn A. FRITZE. 

Sonstiger Fundort : Indien. 

43. Lygaeus hospes F. 

Lygaeus hoψs F., Ent. Syst. IV, p. 150, 1794・

Lygaeus a/finis vVOLFF, Icon. III, p. IIO, fig. 104, 1802. 

Lygaeus !anio H. SCHAFF., Wanz. Ins., VII, p. 21, fig. 705, 1844・

Lygaeus squalidus MONT. et SIGN., Ann. Soc. Ent. Fr. p. 66, 1861. 

Fundort: Okinawa, gesarnrnelt von Herrn T. KUROIWA. 

Sonstige Fundorten : China, Phillippinen, Malay, Indien, Neu-Caledonien. 

Subfarn. APHANIN.lE. 

44. Ahanus fallaciosus n.sp. 

Fundort: Okinawa, gesarnrnelt von Herrn T. KUROI¥VA. 

Fam. PYRRHOCORIDJE. 

Subfarn. LARGINlE. 

壬5. Physopelta albo弘sciataDE GEER. 

Cimex albofasciata DE GEER, Mem., III, p. 335, Pl. XXXIV, fig. 1, 1773・

Cimex eヮthrome/asGMELIN, Syst, Nat. 1, p. 2171, 1788. 

P伽 opdtaajftnis AMYOT et SERV., Hem. p. 272, 1843. 

Fundort: Okinawa, gesarnrnelt von Herrn T. KUROIW A. 

Sonstige Fundorten: Formosa, China, Malay, Indien, Java. 
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46. Physopelta Schlanbuschi F. 

Ci1n,・x Schlan』usιhiF., M込nt.Ins. II, p. 299, I 787. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Sonstige Fundorten : Formosa, China, fodien, Malay. 

Subfam. PYRRHOCORINlE. 

4 7. Dysdercus cingulaもusF. 

Cimex cingulatus F.，おyst.Ent. J入 719,1775. 

Cim，官 superstitiosusTHUNB., .Nov. Ins.長i〕・ III, P・ 55，品g.66, 1784. 

Cime.x: Koenえ［［iF., Syst. Ent. p. 720, 1775・

Astm仰 M Koeni：ぺgが BLANCH.,Hist de Ins. p. 128, r, Pl. IV, fig. 8. 1840. 

Pyrrhocoris poeci!us H. SCHAFF., Wanx. Ins. VII, p. 17, fig. 6g9, 1844. 

Jラwrhocorisso!enis H. SCHAFF., I. c. p. r8, fig. 700, 1844. 
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Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROI¥九ァA. In Honshu und 

Kiushu kommt er auch vor. 

Sonstigc. Fundorten: China, Philippinen, Malay, Borneo, Java, Sumatra, 

Indien, Neu-Guinea. 

Fam. HYDROMETRlDA:. 

Subfam. GERRINlE. 

48. Gerris paludum F. 

σerris paludum F., Ent. Syst. IV, p. 188, 1794・

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWアA. Diese kommt 

auch haufig in Honshu, Shikoku und Kiushu vor. 

Sonstiger Fundort：瓦uropa.

49. Halobates sericeus ESCH. 

IIalobat凸、 se;・iausESCH., Entomograph, I, p. 108, t. 11, fig. 4, 1822. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn A. FRITZE. 

Diese Kommt auch h註ufigin Honshu und Kiushu vor. 

Sontige Fundorten : China, Philippinen, Malay, Australien, Indien, Africa. 

Fam. REDUVIIDA:. 

Subfam. ECTRICHODINlE. 

50. Ectrychotes Andrem THUNB. 

Cimex Amlre,c THUNB., -"Jov, Ins. sp. III, p. 56, 1784・
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Loricer11s axil/a, is COSTA, Ann. II, p. 79, 1864・

Fundort: Okinawa, gcsammelt von Herrn T. KUROIWA. 

51. Echtrichotes okinawansis n.sp. 

Fundort . Okinawa，εesammelt von Herrn T. KUROIW A. 

Subfam. IIARPACTORINlE. 

52. Endochus marginalis n sp. 

Fundort : Okinλwa, gesammelt von Hcrrn T. KUROIW A. 

Fam. CIMICIDJE. 

53. Cimex lecturalius L. 

Cim,x !c'Cluralius L, Syst. Nat. roed. p・441,1758. 

Fuudort: Okinawa, gesammelt von Herrn A. FRITZE. Diese cosmopoli-

tanische Art schleppte auch in Hokkaidδein. 

Fam. NOTONECTIDJE. 

54. N otonecta biすittatalVIATS. 

んTofonectabivittata MATS., Journ. Sapporo Agri’I College Vol. II, pt. 2, p. 59, Taf. 1, fig. 9, 1905. 

Fundort : Okinawa, gesammelt von Herrn T. MIY AGL 

55. Anisops niveus F. 

1,三，tonectanivms F., Ent. Syst. IV, p. 58, l 794・

Fundort; Okinawa, gesammelt von Herrn A. FRITZE. Diese kommt auch 

in Ogasawara (B(')nin Insel) vor. 

Sonstige Fundorten: China, Malay, Indien. 

Fam. NEPIDJE. 

56. Nepa brachyura HORV. 

Neja brnchyura HORV., Term. Ftiz. III, p. ro, 1879. 

Fundort: Okinawa, gesammelt haufig von Herrn A. FRITZE. Diese 

kommt auch in Honshu und Kiushu vor. 
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Die Beschreibung der neuen Arten. 

Cosmopsaltria ogasawarensis n. sp. (Pl. 1, fig. 1.) 

合 Karpergriin und schwarz. Scheitel so lang als zwischen den Augen breit, 

ein schwarzer Fleck am Hinterrande nahe den Augen, an dessen innerer Seite je 

mit einem eingestochenen schwarzlichen Punktchen. Ein breiter schwarzer Quer-

band krεuzt die Ozellenregion. Frons schwarz, ah der Basis heller. Stirn mit 

tiefen seitlichen Querfurchen, in der Mitte schwarz, im oberen Theile ei町 nhellen 

Langsstrich einschliessend ; die seitlichen Querfurchen oben und unten schwarz, in 

c;ier Mitte aber grtinlich. Antennen schwarz, 2-4 Glieder an der Basis heller. 

Pronotum in der Mitte mit einem schwarzen Langsstrich, welcher in der Mitte 

einen hcllcren spiessformigen Langsstrich einschliesst, an den Seiten mit drei langen 

und zwei dreieckigen Flecken, von denen die letzteren am Hinterecl王en auf sitzt 

sind. Scutellum schwarz, die zwei nach hinten divergierende kurze Mittellinien 

griinlichgelb, an den Seiten mit zwei grossen L泣11gsfleckenund vor der kreuzfor-

migen V orragung mit zwei kleinen, die letzteren oft mit den seitlichen Flee ken 

verschmoltzen sind ; der hintere Theil griinlich. Elytren glasshell, Nerven gelblich-

braun, gcgen die Spitzc hin dunkler, der Costalnerv griinlich. Der erste und 

der zweitc Quer町 rvdes Coriums schwarzlich geraucht. Hinterfliigel an der 

Basis blaulichgriin, in der Mitte des Costalrandesεelblich, Nerven an der Basis 

griinlich, gegen die Spitze hin schwarzlich. Beine griinlichgelb, Vorder-und 

Mittcl-tibien, die anssersten hellen Spitzen ansgenommcn, sowie auch die Tarsen 

dunkel, Hintertarsen gelblich. Operculum ziemlich lang, erreicht etwa die 

Mitte des vierten Segmentes, griinlichgclb, am Innenrande schwarzlich, selten 

an der Spitzc braunlich gesaumt ; an der Spitze schmal abgerundet, in der 

Mitte auswarts nahc der Basis stark eingcengt. Abdomen schwarz, weisslich 

behaart und pi.ilvert. Jed es R.i.ickensegment am Hinterrande gri.inlich, I 一4

Segmenten am Ri.ickcn und an den Sciten gelblich gefleckt. 

♀. Die Zeichnung・ etwas heller als beim合， derPlan jedoch derselbc, nu 

die Zeichungen auf elem Abdominalri.icl王enverschw守unden.

合.Ba山 han der Spitze schwarzlich, Genitalplatten braunlichgelb, gcgen 

die Spitze hin etwas verengt, gelblich behaart. 

♀. Ba山 hgelblich, in der Mitte der La昭 cnach schwarz (mindestens an 

der Ge凶 alplattenschwarz), auf dem letzten Baud日 gmentan den Sciten je mit 

einem schwarzen PunktcJ1en. Legescheide sehr Jang, etwa 4・5mmvon der Spitze 

der Scheidenpolster hervorragend, an der Spitzc schwarz, gelblich lang bchaart. 

Scheidenpolster gelblich, an den innercn Randern und an der Spitze schwarzlich. 
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L込nge：企 32mm.，♀ 30mm.; bis zur Spitze der 瓦lytren 会 45mm.，♀

42mm ; Brcite des Pronotums企♀ IOー12mm.

Fundort: Ogasawara, gesammelt vom Autor selbst, zahlreichc Exemplare 

in meiner Sammlung. 

Der Form nach der nordchinesischen Art C. mongolica Dist. etwas ahnlich, 

<liese Art weicht jedoch in der Form des Operculums und in der F込rbungdes' 

Korpers ab. 

Cosmopsaltria oshimensis n. sp. 

Der Form und dem Plan nach der vorhergehenden Art sehr ahnlich, 

diese weicht aber wie folgends ab : 

合 Viel grosser，凶mlich Korper-1込nge 37mm., und bis zur Spitze der 

五lytren50mm. 

Auf dem Vorderfli.igel. dじrcrsk, der zweite und der dritte Quernerv sch-

warzlichεefleckt und die alle Apicalnervcn an den Spitzen mit schwarzen 

Fleckchen versehcn. 

Operculum !anger, gcgen die Spitzc hin wird es vicl schmaler und am 

Rande schwarzlich gesaumt. Abdominalriicken ohne helleren Flecken ; Geni-

talplatten ganz schwarz, an der Spitze kurz kegelformig zugespitzt, mit schwar-

zen Harchen versehen. 

♀. Kaum verscheidbar von C. ogas旧日rensis,die Spitze der lctzten Tibien 

jedoch immer schwarz. 

Fundort : Ein Mannchen gesammelt von Herrn A. O¥VSTON in Oshima 

und ein W eibchen in Kikaigashima, die beiden Inseln gehるrendem Okinawa 

Archipel. 

Cosmoscarta Uchidre n. sp. (Pl. I，伝・ 4・）

♀. Kopf, Pronotum und Abdomen schwarz. Rostrum, Beine, Meso-und 

Meta-sternum, Scutellum, Genitalsegment sowie auch das Basalsegment des 

Abdomens koralroth・ Scheitel vorne stark ge,volbt, braunlich kurz behaart. 

Pronotum sehr gross, rautenformig, sehr fcin punkturiert und braunlich behaart ; 

am hintern Rande abgerundet. Scutellum kurz, fein aber deutlich punkturiert. 

Elytren schwarz, die Basalhalfte des Clavus, die Naht, die Basis des Coriums, 

ein grosser C-formiger Makel in der Mitte des Coriums koralroth. Der letzterere 

Makel mit der rothen Wurzel des Corimns und des Cla:vus <lurch einen rothen 

Strich verbindet wird, bildet cine grosse S-fi:主rimigeZeichnung. Die Nerven des 

Apicalfeldes netzartig anatomosiert. Fliigel subhyahin, etwas gebraunt, die 
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Basis koralroth. Genitalsegment und Beine ganz roth, nur an der Spitze der 

Tarsen schwarzlich. Mesosternum mit zwei kegelformigen・braunlichenVor-
ragungen. 

Lange：早 7・5mm.;Exp. 35mm. 

Fundort: Daito-jima, gesammelt von Herrn S. Uchida. 

Die Gattung Cosmoscarta gehort eigentlich den malayischen Gebieten und 

zwar in Japan wurden bis heute van Niemanden gefunden. Mein Freund Herrn S. 

Uchida hat das schone Thierchcn van der Insel Daito im Okinawa Archipel 

durch die Einsendung von Herrn TAMAOKI erhalten. Es hat keine Aehnlich-

keit mit andern Cosmocarta-Arten. 

Nur ein Exemplar in meiner Sammlung. 

Dictyophora okinawensis n. sp. (Pl. I, fig. 7・）

Schmutziggelb. Kopf vie! !anger als das Pronotum und das Scutellum zusam-

men. Scheitel etwas clunkier, schmal und lang, bis zur Spitze fast van gleicher 

Breite; in der Mitte lauft eine schmalc weissliche Langs-linie; unten gelb, mit 

zwei mennigrothen Langslinien, und an der Spitze schwarzlich gefleckt. Rostrum 

an der Spitze dunkel, die Kielen gelblich. Pronotum in der Mitte roth, der Kiel 

gelb. Scutellum in der Mittc der Lange nach heller, mit zwei braunliche 

Langslinien, an der Spitzc gelb. Elytren Jang und Schmal, die Basalgeader 

gelblich, die Pterostigma und Netznerven braunlich, die erstere dreieckig und 

gross ist. Beine gelblich, die Coxen vorwiegend schwarzlich, die Schenkel 

schwarz gestreift, die Spitzen der Tibien und Tarsen s「hwarzlich. Abdominal-

rticken braunlich ge自eckt,der Rauch der Lange nach breit schwarz. 

L込昭e:合 9mm.;♀ 12mm. ; bis zur Spitze der Elytren合 12mm.,♀ 15mm. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Der Form nach kein andere Dictyophoriden ahnlich, es ist deutlich sch-

maier als die bekannten asiatischen Arten. Unsere gemeine Art D. sinica WK. 

unterscheidet sich gleich von seinem Zutritt der gri.inlicher Langslinien auf dem 

Scutellum. 

Bid.is vi抗atan. sp. (PL I, fig. 5.) 

Schmutziggelb, etwas gri.in beschattet. Scheitel zweimal so Jang als zwis-

chen den Augen breit ; am Vordertheile jederseits mit einem schwarzen Langs-

flecke. Frans schmal, mit dem Clypeus zusammen spindelformig, sparlich gelb 

behaart, in zwei Reihe der Lange nach mit helleren rundlichen Fleckchen vers-

chen, van denen die oberen Fleckchen viel deutlicher sind. Antennen sehr 
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lang, das Glied 2 im oberen Theile dunkel, die ausserste Spitze heller, viel 

Hinger als das Glied I, die Endborst so lang wie die beiden Gliedcr zusammen. 

Der Mittelkiel des・ Pronotums du此 el, am Hinterrande jederseits braunlich 

gefleckt. Die fiinf Kiele auf dem Scute1Ium dunkelbraunlich. Elytren glasshell, 

die Nerven vorwiegend dunkelbraun, theilweise gelblich, gekornt und sparlich 

gdb behaart; im Apicalfelde mtt einem breiten langen, braunlichen Flecke, 

weld町 aufden Quer即 rvenunterbrochen und daselbst gelblich ist, die alle 

Apicalzellen an der Spitze braunlich gefleckt. Beine gelblich, die Tibien vor 

der Spitze und die Tarsen braunlich. Abdomen griinlichgelb, beim♀ rδthlich 

gefleckt. 

Lange：会 5・5mm.7mm.；♀ 7・5mm.;bis zur Spitze der Elytren会 gmm.,

早 10mm.

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Dieselbe Art 

babe ich auch in Ogasawara (Bonin Insel) auf einer Pteridis-Art ge仏ngen.

Der Eorm nach der indo-malayischen Art Bidis notivena WK., Journ. Linn. 

Soc. Zool, vol. I, pl. IV, fig. 2, 2a, zb, (1856) sehr a.hr 

lichen br注unlichenLangs臼ec】ζund die Apical但e正：

ganz verschieden. 

Parabolocratus okinawensis n. sp. (Pl. I, fig. 3.) 

♀ Blassgriin. Scheitel vorn parabolisch abgerundet, so lang wie zwischen den 

Augen breit, am Hinterrande in der Mitte mit einer kurzen Langsfurche. Stirn in 

der Mitte sehr flach gewolbt, am V orderande mit einer von einer Auge bis zur 

andern Ange ziehenden undeutlichen dunkelgriinen Bogenlinie. Pronotum quer町

runzelig, in der Mitte sparlich punktiert. Scutellum so lang wie das Pronotum, 

glatt. ・ Elytren kurz, subhyalin, fein qucrrunzelig und weisslich griin, mit gleiclト

farbigen Nerven. Beine weisslich, die Hinterschenkel griinlich beschattet, die 

Klauen an der Spitzenhalfte braunlich. Jedes Bauchsegment am Hinterrande 

weit ausgedehnt weisslich ; letztes Bauchsegment zweimal so lang als das vor-

hergehende Bauchsegment, weisslich, in der Mitte am Hinterrande ein weing 

hervorragen und an dessen Seiten je mit einer kleinen Ausrandung. Lege-

scheide ein weing !anger als die Scheidenpolster, an der Spitze gelblich. 

Lange：♀ 8.5mm. ; Breitc des Pronotums 2・5mm.

Fut1dort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Der Form nach der philippinischen Art P. pallescens ST AL器 etwasahnlich, 

der Scheitel jedoch breiter und kiirzer. 

* Ann. Soc. Ent, France, p. 41, PI. 7. fig. 24, 1880. 
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Brachyaula玄miyakonusn. sp. (Pl. I, fig. 9・）

Blau, etwas purpur einspielend. Unterseite metallischgriin, das Connexivum 

orangengelb. Coxen, Hiiften, Schenkel hellbraunlichgelb. Scheitel konisch 

dreieckig, etwas Hinger als zwischen den Augen breit; Stylus ein wenig !anger 

als das Jochctiick, grob runzelig und sparlich punktiert. Antennen schwarzlich 

braun, das Glied I an der Basalhalfte gelblich, 2 ein wenig kiirzer als I, 3 

so lang wie I und 2 zusammen, 4 und 5 von gleicher Lange und viel !anger 

als 3・Rostrumschwarz, erreicht die Hintercoxen, an der Basis und in der 

Mitte gelblich. Der Theil zwischen dem Prosternum und der Gula wachsgelb. 

Die Mittelquerfurche des Pronotums ziemlich tief und grob punktiert, hinten 

gew剖htund sparlich fein punktiert. Die Querwiilste an der Basis des Scutel-

lums sparlich punktiert; Scutellum breit konisch, an der Spitze abgestiitzt, mit 

4 undeutlichen rundlichen schwarzen Flccken, von denen die vorderen zwei 

fast 3mal grosser als die hinteren ; sehr fein aber sparlich punktiert. 

Lange j合♀ 12mm.; Breite des Pronotums 5・5mm.

Fundort: Mfyako-jima, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Der Form nach der B. 1・u.fomaculata ST AL aus Philippinen etwas ahnlich. 

Cle加sinfuscatus n. sp. (Pl. I, fig. 8.) 

Karper oben schmutziggelb, unten blassgelblich. Kopf hintどrden Augen 

je mit einem schwarzen Langsstriche. Rostrum an der Spitze schwarzlich. An『

tennalglied I ein wenig !anger als 2, 4 ein wenig langer als 3 und dick. Pro-

notaldornen lang, scharf zugespitzt und von schwarzer Farbe. Scutellum ・ in der 

Mitte heller. Hemelytren einfarbig, nicht heller an der Costa, am Innenwinkel 

des Coriums ohne blassen Fleckchen, das Corium am Aussenrande gelblich】

braun. Membran dunkel, ein wenig blau einspielend. Bauch mit 6 Langsreihen 

von schwarzen Fleckchen, die Pleuren je mit einem schwarzen Fleckchen. 

Beine einfarbig blassgelb, die Coxen mit einen schwarzen Fleckchen. 

Lange：会♀ IImm. ; Breite des Pronotums mit den Dornen 5・5mm.

Fundort : Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROlWA. 

Der Form nach dem C.かなonus THUNR. sehr ahnlich, der einぬrbige

Costalrand und die dunklen Hemelytren lasst sich aber ganz leicht unterscheiden・
Es ahnelt sich auch den C.。z"punctatusH.S., <lurch das Fehlen der Antenna!-
dornen, die einfarbigen Pronotumskanten und die dunkle Membran der Hemely-

tren jedoch verschieden. 
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Aphanus fallaciosus n. sp. (Pl. I, fig. 10.) 

♀. Korpcr oben braunlichgclb, unten schwarz. Kopf schwarz, spitzdrei-

eckig ; zwischcn den Augen mit zwei 凶tlichenFleckchen. Antennen gelblich, 

Glied I braunlich gefleckt, 2 !anger als 3, 4 so lang wie 3 ; alle an den Spitzcn 

braunlich, 3 und 4 vorwiegend braunlich, 4 nur an der Basis gelblich. Prono-

tum quadratisch, ein ,venig nach vorn verschmalert, an der Vorderhalfte 

schwarzlich, hintcn braunlich punktiert. Scutellum lang, an der Basis schwarz-

lich, in der Mitte heller. Hemelytren braunlich punktiert, das Corium an der 

Spitze und vor der Mitte braunlich gcfleckt, die Membran dunkelbraunlich. 

Abdomen schwarz, am Connexivum gelblich gefleckt. Beine gelblich, die 

Schenkel braunlich gefleckt, an den Spitzen schwarzlichbraun, die Vorder-

schenkel stark verdickt. 

Lange：♀ 9mm. ; Brcite des Pronotums 3mm. 

Fundort: Okinawa, zwei Exemplare gesammelt von Herrn T. KUROI¥VA. 

Der Form nach dcr A. Japonicus STAL etwas ahnlich, der Korper aber 

!anger, die Beine gelblich, indem beim A. ;aponicus die Beine pechschwarz sind. 

Ectrychotes okinawensis n. sp. (Pl. I, fig. 11 .) 

♀. Glanzcnd schwarz. Scheitel an den Seiten dcutlich der Lange nach gc 

filrcht, kurz zahlreich quergcstrichelt. Ftihler gegen die Spitze hin schmal, Glied 

I etwas kilrzer als Glied 2, Glied 3-8 sehr kurz und an der Spitze etwas 

heller. Rostrum kurz und dick. Pronotum an den Seiten der Lange nach 

deutlich gefi.ircht, mit 8-9 eingestochenen Punktchen, indem in der Centralfur~he 

mit 4 Punktchen vcrsehen sind, die Scheibe deutlich quergefilrcht. Hemelytrcn 

schwarz, am Costalrande an der Basis gelblich. 

Connexivum gelblich, Abdominal-rilcken blutroth, zwei Apicalsegmenten 

sowic auch drittes und viertcs Segment an den Seiten auch schwarz. 

Bauch blutroth, glanzend, ;,- der Spitze und an den Seiten schwarz, in 

der Mitte der L込ngenach mit drei crescentformigcn schwarzen Flecken, welche 

oft mit den seitlichen schwarzen Flecken verbunden sind ; an den Seiten sieht 

man 4 kegelformigen Flccke, welche oft an der Basis mit den seitlichen schwar-

zen Randern vcrschmoltzen sind. Die beiden aussersten Rander blutroth. 

Lange: 14mm.; Breite des Pronotums 3・7mm.

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Der Form nach E. haematogaster BURM. sehr ahnlich, dieses fehlt aber 

die seitlichen schwarzen Fleckcn und die Schenkel an der Basis nicht blutroth 

wie beim 11aematogaster・
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Endochus margina1is n. sp. (Pl. I, fig. 6.) 

Korper blutroth; Antennen, ein grosser ・ Langsfleck auf der hintern Halfte 

des Pronotums, die Dornen, die Mitte des Scutellums, der Clavus, der Hinter-

rand des Coriums in der Mitte, das Sternum, der Abdomen, das rothe Connexi-

vum und den rothen Ventrallangsstreifen ausgenommen, schwarzlichbraun. Kopf 

ein wenig kiirzer als das Pronotum, sparlich weiss behaart. Rostrum gelblich, 

an der Spitze braunlich. Antennalglied r viel langer als der Kopf, das Pronotum 

und das Scut.ellum zusammen, an der Basis und an der Spitze gelblich. Pronotum 

kurz weisslich behaart, dessen Vorderhalfte mit den kurzen Dornen zusammen 

gelblichroth; die Dornen ・der Hinterhalfte sehr lang und schmal, an der Spitze 

scharf zugespitzt. Hemelytren beim合einwenig kiirzer und beim平einwenig 

langer als das Abdomen, das Corium blutroth, der Costalnerv gelbli.ch, die 

Membran hyalin, braunlich geraucht, die Nerven gelblich. Abdominalriicken 

an der Basis und am Connexivum blutroth, das iibrige gartz schwarzlichbraun. 

Bauch in der Mitte der Lange nach breit blutroth gestreift. Beine gelblich, 

Coxen blutroth, die Schenkel mit drei schwarzen L込ngsstreifen,an der Spitze 

schwarzlich, an der aussersten Spitze aber rothlich, die Tibien braunlich, an 

der Nahe der Basis mit einem dunklern Flecke, die Tarsen schwarzlich, die 

Klauen gelblich. 

Uinge：合 13・5mm.；♀ 14mm.;Breite des Pronotums合♀ 3mm.

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA; vier Exemplare 

in meiner Sammlung. 

Diese Art gehort eigentlich der Stalischen Subgenera Pnirsus. Der Form 

nach dem E. Stalianus HORVATH Termes. Fiizet. p・9,Tab. VII, fig・4

( 1879) etwas ahnlich, durch die Far bu昭 unddie Pronotaldor即 n aber ganz 

verse hied en. 

14, Nov. 1905・

Erklarung der Tafel I. 

1. Cosmopsaltria ogasawarensis n. sp. 

2. Tartessus malayus STAL. 

3. Parabolocraゐusokinawensis n. sp. 

4・ CosmoscartaUchidre n. sp. 

5. Bidis vitta，旬 n.sp. 

6. Endochus margin乱lisn. sp. 
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7. Dictyophora okinawensis n. sp. 

8. Cletus infuscatus n・sp.

9. Brachyaulax miyakonus n. sp. 

10. Aphanus fallaciosus n. sp. 

11. Ectrychotes okinawensis n. sp. 

摘要

本邦熱帯匿に属せる沖縄諸島の見最類i主宰てアドルフ、フ Pッ

ヲ内氏によ bて多少碗究せられたれども蝶類の外は殆ん E暗黒界

と云ふも過言にあらず。本年余は友人黒岩恒氏の採集に係る同島

多数の見轟を得たれば愛に記載する事とせん然れども其敷の多き

到底一時に其完成を期し難し故に今回は向島に産する宇麹類のみ

を護表すべ LO 目下余の知れる向島産竿趨類の総数は五十六種に

して其内九種は新種な !J0 即ち下の如し

同麹亜日（Homoptera）に属ナるもの

r. Platypleura Kacmpjeri F. にいにいぜみ

z. Graptopsaltria colorata STAL. あぶらぜみ

3. Cryptotympana pustulata F. くまぜみ

4. C. facialis WK. むきなはくまぜみ

5・ CosmopsaltriaOshi1.阪市isn. sp. るほしまぜみ

6. Leptopsaltria tuberosa SIGN. 以めはるぜみ

7. Cosmoscarta Uchida: 11. sp. べにふとがしらあわム S （第四園）
8. Ricania binotata vVK. よ、たほしはごろも

9・Euricaniaocellus vVK. 以とつめはごろも

IO. Myndura fio・cata F. るもながはごλも
I I. Dictyoplwra 0kt・naτvensisn. sp. ゐ主なはてん仁すけば（第七圃）

12. Anagnia splendens GERM. つまぐλすけば

13. Geisha distinctissi'ma WK. あそばまごろも

14.βidis vittata n. sp. しだ寸付ぱもど主 （第五圃）

I 5. llemisphaer山jjlavomacula WK. まるうんか

16. アartessusmalayus ST AL. はもじようよ之ばい （第二圃）
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17・ Neplzotettixapicalis MOTSCH. つま〈’ろよ乙ばい

ゐ． Var. dncticeps UHL. 接種

I 8. Eutettix discigutta WK. 日しもんよ乙ばい

19. Aconura producta MATS. つるぎよ乙ばい

20. Tettigonia alba WK. しλるほよ Zばい

. 21. Parabolocratus okinaτvensz・sn. sp. -:t;-き在はさじよ之ばい（第一圃版第三園）

22. Nin. ana pallida MELICH. ！まぞ 3じよ乙ばい

宇麹亜日（Heteroptera）に属ナるもの

23. Cantao ocellatus THUNE. あかぎかめむし

24. Call.伊んaraexcel/ens BURM. 在、ほし事んかめむし

25. Braclt仰 laxmウakonusn. sp. みや乙亘 A.かめむし（第九園）

26 A enaria Lewisi SCOTT. いねかめりし

27. J1fassocepんalusmaculatus DALL? ほしあをかめむし

28. Eysarcoris ventrali・sWEST. しらほしかめむし

29. Carbula obtusangula REUT. かたr.xろかめむし
30. Eurydema ornatum L. まる主主は t.cがめ

3 r. Nezara viridula L. あをかめむし

32. Plautia Sta.Ii SCOTT. はねあかあをがめ

33. Zicrona coerulea L. る hかめむし
34. Gonopsis affinis UHL. ゑ r.xぃλかめむし
35. Homoeocerus unipunctatus THUNE. ほしへ hかめむし

36. Le ptoxlossus me切zbranαcezιsF. 

37・ Acantlzocoris sordidus THUNE. 
し一む一’一し
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は hかめむし

くλはねば bかめむし （第八圃）
40. Leptocorisa varicornis F. くもかめむし

41. R伊tortusclavatus THUNE. ほそへ hかめむし（払えよう）

42. Oncopeltus nなricepsDALL. くろづまだらかめむし

43・ LygaeusんospesF. るさなはまだらかめむし

44. Apねnus.f allaciosus n. sp. あき在はがいた（第十圃）

45・ P均アsopeltaalbef asciata DEG. しλじゅじかめむし
46. P. Sclzlanbuschi F. はらあかほしかめむし

47・旦ysdercuscingulatus F. あかぎほしかめむし
48. Gerris （正{ydrρmetra)palluイumF. 日めかは〈．も

49. Halロbatessericeus ESCH. うみ〈．も

3 8. Cletus tri包－：onz THUNE. 

39・ C. infuscatus n. sp. 
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50. Ectヮ，c/zotesA ndrece THUNB. あかへ hる 9j しがめ

51. E. oki・Mτvensisn. sp. 立与主主はる 9~ しがめ （第十一国〉

52. Endochus marginalis n. sp. くろ以げなが3しがめ （第六圃）

53・ Ci・mexlecturalius L. と乙じらみ

54. Notonecta bivittata MATS. 立与 3なはまつもむし
55・Anisopsniveus F. るさなはとせつもむし

56. Nゆabracliyura HORV. 以めみづかまきら
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本邦に於ける委主類鋳病の種類に就て

高橋良直

NOTES ON CEREAL RUSTS IN JAPAN. 

(With an English resume). 

Y. TAKAHASHI. 

Botanist to the Hokkaido Agricultural Experiment Station, Sapporo. 

余は植物皐雑誌第二百十三競（明治三十七年十月費行）に於て、

欧洲に存在する六種の委類鋳菌が悉く本邦に産する乙とを述べし

が．今又此小報を会にし明か作物病害の研究に従事する人今の参考

に供せんとすO

本邦 lt 於て見出 3 る＼~類鋳病の種類を皐げ其特徴を記すれ

ば究ぎの如しO 但し各種鋳菌の僚下に皐「る標品は、宮部博士の手

元に集積せるものと、余の有するもの左を合したるものな b。

(1う黄銭。 乙れ白井氏の主はしぶと締するものにし℃、小妻、

大妻、裸姿、らい Uぎ及び数種の禾本植物を害すO

病原菌は Pucciniaglumarum (Schm.) Eriks. et Henn.と稀し、 ERIKSSON

氏は之れを若干の襲種に牙つ。即ち（イ）小婆を侵すもの、（ロ）大要及

び裸婆を侵すもの．（川）らいむぎを侵すもの．及び他の禾本科植物に

寄生する一二の種種是れなれ但し此等の襲種は其タト形民於ては

杢然同－~るも生態的に異なれ bo 即ち（ 1)；ま小変に寄生するのみ

にし℃大妻、らいむぎ等に寄生する乙となく、（ロ）は大要及び裸婆に

寄生するも其他の葵類に寄生せまるが如き之れな b0 

黄鋳－菌の鍔胞子（Uredospores）は多くは楕固形の集閏（Sori）を錦

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.] 
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して葉の南面』t生じ、此等の集圏は其色寅 tとして規則正し〈線般に

縦列すO 之れ貰鋳の一大特徴在~（錫胞子費生の初めに於℃は其集

闇顕著攻らまるを以て、細視せき’れば恰も黄色の僚班を生ぜるが如

主観あ b）。鋳胞子は叉子賓の頴片（Glumes）、花等にも生ずれども、此

等の場舎に於ては唯不規則なる集圃を錯すのみ在 b0 

鍔胞子は球形若しくは少しく楕固に傾き其長3十入「ミユー」位

よb二十八「ミユー」位に遣し、其内容は黄色を帯ぷるも膜は透明にし

て表面に刺あ bo 接芽孔は数個あれども見易からず（KLEBAHN氏

の設によれば費芽孔は八個乃至十個、若しくは十二個に遣するとと

あ 9 ）。荊！の距離はー．五「ミユー J• 膜の厚 3 も同じくー．五「ミユー」あ b 0 

ヨktと終局胞子（Teleutospores）の集聞は黒色の小貼とな b℃現は

れ、葉鞘上R縦江主らぴ規則正し〈線放を呈すO 是れ此鋳菌の特徴

のーな bo 但し右集圃は葉面にも生ずる乙とあれど、此場合に不規

則に散在すO 此等の集圃は表皮の下に生じ、轡曲せる根棒般の線放

髄（Paraphyses）によ bて二三の小房に匝劃せられ、其周固にも同様の

総統健あれ而し℃永〈表皮に蔽はれ外部に露出する之とな LO 絡

局胞子は寅褐色を帯伏、其形左右審整ならずして、多〈は一方に曲

れ其上端或は届卒なるあれ細長〈延長せるあれー二の短小在る

突起を有するあれ或は又不規則に角張れるあ bτ頗る多様攻れ．ど

も．概して上位の細胞と下位の細胞との聞に多少の溢れを有し且つ

胞子上端の膜は著しく厚きを常とすO 終局胞子は其長 3四十万至

七十「ミユー」以上、幅は十五六「ミユーJ万至二十五六日ユ－ J~t 遣し、柄

は甚だ短小な b。

責務は本邦各地に普通に費生し、小妻、大妻、裸婆を害するを見

る。就中小委は最も多〈之れに侵され、大変は之に侵3るる乙とー

簡に少 LO 裸褒の被害も亦頗る普通なれ

余等の手元にある標本の出蕗を示せば下の如しO 但し IIは鋳

施子時代、 IIIは終局胞子時代官示すO 以下皆同 Lo
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小~－熊本鯨飽託郡出水村（II. 明治三十七年五月十日、吉野猿ー

氏入愛媛県系松山（II.明治三十六年四月、千石輿太郎氏〕、島根県系〔nr.明治三十

六年、長崎常氏〕、兵庫県季節磨郡関府寺村（II.III.明治三十四年六月十目、高

橋瓦直〉、大坂（II.明治三十 λ 年六月十二日、出回新丘〕、東京小石川植物園

（明治三十二年六月四目、草野俊助氏入新潟県系三島郡寺泊町（II.明治三十

六年四月十三目、吉野毅一氏〕、全古志郡稲戸村（II.明明三十六年六月、吉

野毅一氏〉、岩手懸盛岡（II.明治三十七年、掻待初郎氏〉、秋田勝（II.III.明治

三十七年、徳淵永次郎氏〉、青森県革（III.明治三十六年、中：村綾太郎氏〉、石狩

図札幌（II.III.明治三十六年七月以後、高精真直〕、天堕園初山別（II.明治

三十六年七月二十一日、高橋夏直〕。

裸委一騒岡麟顧問 (IL明治三十八年六月、黒 i事長平氏〉、愛媛県菜松山

(II.明治三十六年四月、千石輿太郎氏）、東京（IL明治三十二年六月四日、草野

俊助氏〉、長野県系下高弁郡（II. 明治三十六年六月、村山某〕、石狩闘封雁村

(II.明治二十八年七月、宮部金吾氏〉、石狩園札幌（II.明治三 T三年七月二

十日、結城庄八氏）、全上（II.III.明治三十六年七月以後、高橋瓦直〕、天盟国増

毛（IL明治三十六年七月二十日、高橋克直入金ウタヨ V ベツ村（III.明治

三十大年七月二十二目、高橋頁直〉。

大要一熊本態（III.明治三十七日野毅一氏〕、石狩図札幌（IT.明治

三十六年七月〉。

固に記す、此鋳菌の腔胞子時代（Aecidi um-stage）は未だ接見せら

れまるな払恐〈は杢然之れを訣如するものならん。

(2）黒銭。 是れ白井氏の〈ろはしぶと稿するものにしτ、小

妻、裸姿、大妻、燕妻、らいむぎ及び諸種の禾本植物を害すO

病原菌は Pucciniagram£nis P町s. にして， ERIKSSON氏は之れを

若干の接種に分つO 即ち（イ）らいむぎ及び大妻、裸婆を侵すもの．

（ロ）主とし℃小委を侵すもの、（ρ ）燕憂及び二三の禾本科植物を侵

すもの‘タトに他の禾本科植物｛と寄生するこ三の接種是れな b0 

黒鏡菌の鋳胞子は細長き赤鋳色の集圏を~して葉面葉鞘等に

生じ．集聞は不規則に散在し其長さ四五厘以上に達する乙とあれ

鋳胞子は帝国形を呈し、其長誌は三十「ミユーJ以外万至五十「ミユー」

位、幅は十五六「ミユーJ乃至三十「吉ユーJ位なるを以℃．其長 j(i大抵

幅の二倍内外あるを常とすO 胞子膜は友黄色を呈し、二「ミユ戸j内
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タトの厚さを有し、表面に細刺を帯び、刺の距離はニ「ミユーJ内タトあb。

叉費芽孔は四個あ h，て（KLEBAHN氏の設によれば稀れに三叉は五

個の乙とあ bと）胞子の中央部（赤道）に互に同距離を隔て、相聖母すO

斯かる排置は他の種類には之れ無 L0 

終局胞子の集聞は稗及び葉鞘に生じ、細く延長し、表皮に蔽は

れずし℃外聞に露出し、黒色を呈す。各胞子は褐色を帯び、其長さ

四十万至七十「ミユー」位、幅は十五万至二十五「ミユーJに達し、其柄は

透明にして非常に長 3を以℃他の種類よ h見分くる乙と極めて容

易攻 b。
黒鋳は本邦に於℃は大害あるを見ず、蓋し其費生甚だ遅くし

て大抵寄主の成熟に近つける頃なるを以τな b0 

余等の手元にある標本の出慮を記すれば下の如 Lo

小委一一熊本勝飽託郡大江村（III.明治三十七年六月十九日、吉野扱

一氏〉、同地方（ILIII.明治三十八年六月、吉野毅一氏〉、福岡県事漏岡（II.明治

三十八年六月十五日、黒海良平氏〉、鹿児島勝農事試験場固くIII.明治三十

六年七月三日、西岡蕗次氏〉、石狩札幌郡白石村（III.明治二十七年八月二

十五日、平塚直次氏〕、石狩札幌（II.III.明治三十七年八月十七日以後．高橋

英直〕。

此の如く余等の有する被害標本はすべて小婆に属 L、大要裸

憂等の被害標本はーも之れを有せずO 蓋し本邦に℃は小委以外の

婆類が杢〈黒鋳 lこ侵きれずとは言ム能はまるも、其被害の少さは疑

を容れずO

人の知る如く、黒鋳菌の腔胞子時代は Berbeη・2上に現はる、

ものにして．余等の手元には札幌、函館、磯谷（後志園）及び様似（日高

園Hこ℃採集せると bとまらず （Berberisvulgaris）に寄生せる該時代

の標品あ b。

(3）小夢の赤録。 ーに褐色鋳（Brownrust）又あかはしぶと締す

るものにして、病原菌は Puccinz・atriticz'na Eriks.と稿し小委に特有志

るものとすO
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鋳胞子集聞は赤褐色若しくは黄褐色を呈し不規則に葉面（殊に

其上面）に生じ、不規則に散在し、三四厘の長きに達すO 胞子は瓶し

℃固く、其表面に細微なる刺を有し、敷佃の費芽孔を具ム。胞子膜

は始め無色透明怠るも老成すれば褐色を帯よ、（か、る胞子を麗し潰

して空虚にすれば、容易〈稜芽孔の存在及と入’膜の褐色を呈する乙と

を看取するを得べし）o 鋳胞子は其直径二十四五「ミユー」万至二十入

「ミユーJ｛立方E9o 

終局胞子の集圏は黒色の小勤肢を錦、し、主としτ葉面叉多少
葉鞘にも生じ、不規則に散在し、表皮に蔽はれあるは黄銭に同じ、胞

子は淡褐色を帯び、貫録 iζ 於けるが如〈管、曲せるもの少し又其上

端は濃褐色 tとして概し℃届なるもの多〈、業下端即ち柄に接する

所も亦濃褐色を有すO 胞子の長さは三十「ミユー」乃至五十「ミユーJ位、

幅は十五乃至二十「ミユー」あ bo 柄は至って短L0 

此種類は札幌地方に℃は最も普通に費生し大害をなす。

標品の出慮下の如しO

顧問見書編岡〔III.明治三十八年六月十五日、黒海艮平氏〉、熊本勝飽託郡

出水村（III.明治三十七年五月、八日、其他、吉野恕一氏〉、兵庫県幕飾磨郡園府

寺村（II.明治三十四年六月十一目、高橋真直〉、大阪（II.明治三十八年六月

十二目、出’回新氏〕、岐阜際大野村上枝村、明方村（II.明治三十二年五月、山

口某〕、東京小石川（II.III.明治三十二年六月四日、草野俊助氏〕、東京西ク

原（II.III.明治三十五年六月七日、吉野毅一氏〉、東京八王子附近（III.明治

三十六年六月十一日、草、野俊助氏〉、新潟懸古志郡長岡 en.明治三十六年
五月八日、吉野毅ー氏〉、秋田懸秋田八橋村（江明治三十五年六月五日、徳

淵永次郎氏〉、腿振固有珠郡長流村（II.III.明治三十二年七月二十三目、山

田玄太郎氏〉、後志図岩内郡竣足村（III.明治二十五年八月、近藤某〉、石狩

園札幌（ILIII.明治二十五年以後、中野徳一氏、徳淵永泊郎氏、宮部金吾氏、

山田玄太郎氏、結媛庄八氏、高橋瓦賞、〉石狩郡花川村〔II.明治三十八年七

月、鶴牧安治氏〉、石狩上川郡旭川I(II.明治三十二年十月一目、JIJ上瀧輔氏〉、

全上川郡永山村（II.明治三十七年七月二十五日、高橋真直〕コ

此誘菌も腔施子は末n:接見せられぎるもの在 b。

(4）大夢裸夢の赤銭。 大婆及び裸星野の赤鋳はr媛形鋳病J「小鋳」
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等の異名を有するものにし℃、病原菌は Pucciniasimplex (Korn.) Eriks. 

et Henn.と溜し大委裸萎に特有志るものなれ

此菌の鋳胞子集聞は寅褐色を呈し、不規則に葉面に散在し、其

形甚だ少さく僅冷一二厘の長 3あるに過ぎずO 胞子は固形若しく

は精固形にして、聞きものは直径二十「ミユー」内外．精聞のものは其

長 j二十万至三十二「ミユー」位にしτ、褐色を帯伏、表面に刺を有し、

童文個の費芽孔を具ム。刺と刺との距離は一宇乃至二「ミユーJ、胞子

の膜の厚 3は一宇「ミユー」内外あ b0 

終局胞子は l葉鞘、若しくは葉面に生じ、表皮に蔽はれ徴小なる黒

貼肢の集圏をなし、其排列に一定の規則なしO 胞子は褐色を帯び他

の何れの種類とも異にして、多〈は車ーの細胞よ b成上其形一定

せずO 其長 3は二十八万至四十「ミユー」位、幅は十六万圭二十五「ミユ

ーj位あ b。
要するに此鋳菌は其鋳胞子集聞の小なるととし終局胞子の

概して一室よ b成る乙と、を以て特徴とすO 腔胞子時代の接見せ

られぎるは黄鋳及d小委赤銭に同 t:0 

標品の出庭を記すれば下の如 L0 

大要一熊本勝飽託郡砂取町（IT. 明治三十七年五月廿六日、吉野毅

一氏〉、全熊本en.明治三十八年五月二十五日、全氏〉、茨域懸稲敷郡君原村
(II.明治三十一年十二月二十五日、石百i某〕、札幌（II.III.明治三十七年八月

一日、其他、高橋瓦直〉。

課要一熊本（II. III.明治叶七年主月十一日、其他、吉野被一町、兵庫

膝姫路（JI.明治三十四年六月十一目、高橋瓦直〉、大阪（II.明治三十七年、出

回新氏〉、相州永井村（II.明治叶四年五月四日、宮部金吾氏〉、銀11l洛園脚 V 7 

:v (II.明治二十七年七月二十九日、宮部金吾氏〉、札幌(II.明治二十八年八

月、宮部金吾氏〕、全（II.III.明治 ti十六年七月十三日、業他、高橋瓦直〉、石狩箇

上川郡永山村（If.明治三十七年七月二十五日、高橋〕、全上川郡比布村en.
明治三十七年七月二十七日、高橋〕、天盤園初山別（II.明治三十六年七月

二十一日、高橋〉、全増毛（II.全月サ目、高橋〉、奥尻 (II.明治二十三年七月廿

七日、宮部金吾氏〉。

(5）らいむぎの赤量産o, 是れ亦褐色誘とも呼ぶものにして、病
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原菌は Pucciniadispersa Eriks. et Henn. と精しらいむぎ lこ特有在るも

のとすO

鋳胞子は赤褐色の集闇を錯し主として葉の南面に生じ、集圏

及び胞子の外観形肱等は小委赤鋳菌の其れに類せ b0 

終局施子は微小なる黒貼肢の集囲を錯して葉鞘に生じ（余は未

だ其葉に生ぜるを見し乙とまし）、表皮に蔽はるO 施子は短柄を有

し赤褐色を帯rx.其長 3四十『ミユー』よ b六十「ミユー」までのもの最

も多〈、幅は二十「ミユー」内外あ b。

此鋳菌は欧洲 lζ ℃は紫草科植物 Anchusa arvensz・s及び A.oificふ

nal£s tζ其腔胞子を生ずるものにして、該胞子の殺生するは入九月

頃なるに拘らず秋蒔らいを侵す乙と極め℃少し翌年六月に至 b

盛に之れを侵すと云よ、。去れば本鋳菌が如何なる j伏態に℃越年す

るやはーの疑問在 b。而して北海道に於℃は札幌農皐校及び北海

道農事試験場にて試作するらいりぎは年々之に侵され、盛に鋳施

子を生ずるも終局胞子を生ずる乙と極めて稀れな b。若し夫れ此

菌の腔胞子時代に至 9-cは、余等は未 tl之れを北海道に於て費見

せずo 思よ、に本鏡菌は札幌地方にτは鋳胞子の賦態にτ越年する
ものにあらぎるかo 余は未だ賓地試験によ b℃此事を確かめずと

躍も、 Bromus類に寄生する赤鋳菌の鋳胞子が多を凌仁の力あるは

MARSHALL WARD氏の観察せる所、叉葱鋳菌 PttcciniaPorn・ の鋳胞

子が札幌地方の冬を凌？の力あるは余の賓見せる所在 b0 

らいむぎは本邦に於℃は特殊の場所に試作せらる、，t過ぎる

を以℃、此鋳菌は現時重要なる病害にあらぎるは勿論攻 bo 而し

て余等の標品は凡τ北海道に於て採集せるに係b、府牒よ b来れ

るものはーも之れ無しO 今其採集地を暴くれば下の如 L0 

石狩圃上 Jlf郡永山村（II.明治三十七年七月二十五日、高橋夏草〉、会札

幌（II.明治二十八年六月十五日、徳淵永治郎氏、其他西国藤失氏、山田玄

太郎氏、高橋真直〉、札幌（III.明治三十七年 λ 月二十七日、高橋真直）o
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(6）燕警の冠献録。 燕委其他禾本科植物lこ寄生する冠蹴鋳

(Crown rust）は以前はすべτ一種 （Pucciniacoronata Corda）と見倣され

しが、 KLEBAHN氏之れを（甲） P. coronijera Kleb.と（乙） P. coronata 

(Corda) Kleb.とのこ種に分ちたるは人の知る所な b0 （甲）は其腔胞

子を R初mnuscathartica上に生じ、（乙）は之れを FrangulaAlnus上に生

ずるものにして、鋳施子及び終局胞子時代に於ても其外形上雨種

の聞に多少の相違あ bo 而して ERIKSSON及び KLEBAHN氏り研究

によれば P.coroniferaの中にも若干の接種あ bて、燕委に寄生する

ものは P.coronifera A venae Eriks.是れなれ要するに KLEBAHN氏

の研究に従へば、燕委の冠賦鏡菌は P.coグonijeraIこ属するものま b0 

タi、にーの「グアライアー」あ b0 P. coronata var. IJimalensz・5 Barclay是れ

な bo 而し℃本邦のくろうめもど~ (Rhamnus japonica）に寄生する

Aecidiumは従来 P.coroniferaの腔胞子時代即ち Aec.Rhanmi Gmel. Iこ

該嘗するものと思惟せられしが、；迂頃 P.OIETEし氏はく λうめも

f' き！乙生ぜる Aecidiumを日本よ h得之れを P.んi

tel ( =P. coronata var. himalensz・sBarcl.）に属するものと査定し、其後更

に叉我邦よ h同寄主に生ぜる Aecidiumを得之れを新種と錯し Acc.

Rhamni japonici と命名せ bo 果し℃然らば〈 λうめもどきの Acci-

di umは燕婆の鋳菌と全く無関係なるや、婚又以上二種の Aecz'dium 

のタト Aec.Rhamni Gmel.も亦くろうめも e:きに寄生するや。此等の

疑問は今之れを解決する能はゴるも、兎 iこ角余等が札幌に壬見る

所の燕変冠肢鏡は少くとも其鍔胞子時代に於て P. coronifera tこ吻

合するを見るな bo但し P.MAGNUS氏は此種の本名として P.Lolii 

Niels.を用ゐ P.coronifera k以て其別名と錯すべきを指摘し、 SYDOW

氏の誘菌譜にも P. Lolii を本名と錯しあれども、余l輩は姑らく P.

coroniJ令仰を用ゆる事とし、其性肢を記すれば下の如 L0 

誘胞子集圏は葉の雨面に不規則 ／C）散！在して生じ、黄褐色を帯

び、胞子 l立国形叉／！短楕図形を有し固形のものは其直径三十万．至
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三十「ミユーJに遣し、黄色にしτ表面に微小なる刺あれ臆は透明
にし℃約二「ミユー」の厚~を有し、革委芽孔は三四個あ bo 突に格局

施子は黒色の小動をなし℃葉に生じ、一種特別の形肢を有するを

以τ容易く之れを識別するを得O 特別の形肢とは胞子の上端に敷

個の角紋突起を有する之と是れな b。但し此特徴がP.coronifera に

もP.coro仰 taにも共通在るは言を侯たず。

KLEBAHN氏の詑tとよれば P.. coronata (Corda) Kleb.の誘胞子は

葉の下面に生じ、之れに民し℃ P.coronifcraの誘胞子は葉の南面に

現はれ、加之 P. curo仰 ta(Corda）のよ b少しく大にし℃且つ顕著な

る集圏を錯す。突に鯵局胞子時代に於ける雨種り相遣を見るに P.

coro仰 ta(Corda）の終局胞子集園は勤般若しくは短線放を呈し、 P.coronz二

fer aの其れは鋳胞子集聞の周園 R不規則在る輪肢を錯すの差あ b0 

若し夫れ P.himalensis tζ至 bては其腔胞子小形なるのみならず、終

局胞子集圏は表皮に蔽はれずして裸出する特徴あ b0 

標品の出慮を事〈れば下の如 L0 

熊本鯨阿蘇（III.明治三十四年八月、川上瀧輔氏〉、全飽話郡出水村〔III.明

治三十七年七月十三日、吉野毅一氏〉、石狩園札幌（II.明治二十五年十月、

宮部金吾氏〉、全（II.明治三十七年八月廿四目、業他、高橋瓦直〉。

上記標本中札幌にて採集せる鋳胞子時代のものを見るに前越

の如く其形蹴 P.coron衿raF:.吻合するを見るも、末だ終局胞子時代

のものを手に入れまるを帳みとすO i 然るに熊本地方よ h来れる標

品を見るに、其外観は却って P.coronata (Corda) It類するが如 Lo 此

等の事 lと就℃は今後研究の上更に報告すぺ LO 猶叉札幌遼にては

上記録菌の費生期甚だ還さを以τ燕萎耕に劃しては賓際上無害な

b 。

今萎類一種っ、に劃し之れを侵害する鋳病の種類を表示すれ

ば下の如し。
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1Puccinia graminz・s （黒鋳）

要 1P.glumarum （黄鏡）

'P. tritz・cina l赤鋳j: r・ xramini, （時）
P. glumarzmz （寅鋳）

P. simplex （赤鏡、小鋳、建形鋳

らいむぎ

JP. grσminis （黒鋳）

( P. glumatum （黄鋳）

P. di》ersa （赤鋳）

(P. graminis （黒鋳）
燕婆 i

(P. coron俳ra （冠放鏡）

上に記したる如く各種の婆を害する鋳病は三種苦しくは二種

あ b℃、札幌地方に℃は小妻、大委等は同一茎葉に赤誘と黄鋳を混

生する乙と珍らしからずO 今便宜のため以上六種の鏡菌の検索表

を掲「れば下の如し。

甲、鋳胞子（Uredospores）はよお検索表。

一、誘胞子集聞は黄色を呈し、規則正しく併列し℃葉面に線肢を

なす・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ P. glumarum. 

二、銃胞子集聞は不規則に散在し、黄色を呈せず

A、鋳胞子は長楕固形を呈し、長径は大抵短径の二倍内外め

9 .......................................争・・・・・ P.graminis. 

B、鋳胞子は固形若しくは短精固形を有す

（イ） 小委を侵すもの・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ • • P. triticina. 

（ロ） 大姿、裸婆を侵才もの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・P. simplex. 

( ...、） らやむぎを侵すもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.dispersa. 

（ニ） 燕婆を侵すもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.coronifera. 
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乙、終局胞子（Tele叫ospores）によお検索表。

一、終局胞子集聞は寄主の表皮のタトに露出し、其表面黒粉肢を呈

-r .....................................、、・・ • • ・, ・ ... -P. grami託：is.

二、終局胞子の集囲は表皮に覆はれ、従って其表面は粉肢を呈せ

ず

A、終局胞子の集圏は葉鞘に生じ線般に併列すP.glumarum. 

B、絡局胞子の集聞は葉面若し〈は葉鞘に生じ線般に併列

せず

（イ）終局胞子は多〈は一室よ b成る・・......-P. simplex. 

（ロ）終局胞子は二室よ b成る

0施子は其上端に角牒突起を有す・・・・ P.coronzfera. 

0 0胞子は突起を有せず

ム 小委を侵すもの・・・・・・・.......・ ・ P. triticina・

ムムらいむぎを侵すもの・..........p，。ら》ersa.

終 bに臨み、余は本稿を草するにあた b宮部博士よ b有盆な

る助言を得たるととと、博士の手元に集れる標品を貸興せられた

るZとに就τ謝意を表し、且つ本文に記したる胞子の形服、大さ等

は北海道農事試験場に於℃余の調査せる所に従へる乙とと、大方

の諸賢に封し標品の寄典を希望するの極め τ切なる乙とを鼓に附

記すO

主もなる参考書

1. P. Dietel, Uredine民 japonic詑.V. (Engler’s Botan. Jahrb. Ed. XXXIV. 1905.) 

2. J. Eriksson und E. Henning, Die Getreideroste. 1896. 

3. H.玄lebahn,Ein Beitrag zur Getreidefrage. (Zei白chr.f. Pfl副1zenkr.Bd. VIII. 1898.) 

4・一一一， Diewirtwechselnden Rostpilze. 1904. 
5. Em. Marshall, R田earchessur la rouille des Cereales. 1903・

6. P. et H. Sydow, Monographia Uredinearum. Vol. 1. 1904. 
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RESUME. 

Puccinia graminis Pers., P. glumarum (Schm.) Eriks, et Henn., P. triticina 

Eriks., P. dispersa Eriks., P. simplex (Korn.) Eriks. et Henn. and P. coroni-

/era Kleb. are all found in Japan. In other words, all the species of the 

cereal rusts reported from Europe occur on our grain crops. 

Generally speaking, of these six species, P. glumarunt is the most common 

in Japan, attacking wheat and barley to a large extent. P. triticina and P. 

simplex are of common occurrence in Hokkaidδ，seriously attacking their 
respective host. These two species are found also in Honshu (the Main Island). 

P. graminis appears on wheat much later than either P. glumarum or P. 

tritz"cz加zboth in Honshu and Hokkaidδ，and causes a very little or almost no 
damage to the crop. P. coronグerais also practically of no economic impor-

tance in Japan. So far P. dispersa is known only from Hokl王aidδ，whererye 

is cultivated at some places for experimental purposes. The aecidium stage 

of this species, however, is not yet found by us, and its teleutospores are very 

rarely formed in Hokkaidδ，as far as my observation is concerned. The fact 
may be that the fungus passes the winter in its uredo stage. 

Finally it must be added that at present nothing is known about the rela-

tion of our oat rust to Aecz'dium Rんαmnz・japoniciDie七.， which occurs on 

Rhm加zusノ・aponicain Japan. Aecidium-form of Puccinia himalensis (B乱rel.)

Diet. has also been reported by DIETEL on the same host from Japan. 

Sapporo, Nov. 25, 1905・
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入国三郎

村田庄次郎

A PRELIMINARY LIST OF THE BIRDS OF 

:HOKKAIDO. 
BY 

S. HATTA, 

Professor of Zoology in Sapporo Agricultural CoUege, 

AND 

SHOJIRO MURATA, 

Assistant Curator of the College Museum. 

The collection of the bird’s skins in our College Museum now amounts 

to more than 2500 in number. Among these are included the “Kaitakushi” 

collectiοn, and many from that of BLAKISTON in Hakodate ; the largest part, 

however, has been collected during the last 30 years by several naturalists 

connected with the Museum, but chiefly by our enthusiastic collector, Mr. S. 

MURATA. The birds, which are enumerated in the present list, are confined to 

those which inhabit and frequent the islands of Hokkaidδ，the Kurile Chain 
inclusive, while those from other localities will, it is hoped, be published on a 

future occasion in the form of an explanatory catalogue, in which the birds in 

the present list will, of course, be included, while their nests and egg-characters 

as well as their food and habits will be added. 

The systematic arrangement adapted in our list is based on the classifica-

tion in “The Birds of the Japanese Empire ”by Mr. H. SEEBOHM (London, 

1890). and also in the “List of the Birds of Japan ”by Prof. I. lJIMA (Tokyo, 

1891). 
S. HATTA. 

λlov. 20, z905・

[Trans. SapporοNat. Hist. Soc., Vol. I. 1905・］
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我札幌農皐校附属博物館に識する所の鳥類の標本は其敷、：今や

二千五百以上に遣し 120 此中には開拓使芝博物館の標本もあれブ

ラ寺スト四シ氏の採集に係る標本も合む、だか．其大多数は我博物

館に関係せる多数皐者が過る三十年聞に蒐集せるものであるo 就

中我熱心なる採集家、村田庄次郎君が採集したるものは賓に其大

部砕を占めるO 鼓に公にする．所の此目録には此多数の剥製の中、北

海道本島及び千島群島に住し若〈は来避する種類のみを載せる乙

ととした。本選以外に産地を有する標本は他目、説明附の烏譜とし

て世に公にせん乙とを期するのであるが、其中には本表中の鳥類を

加入するは勿論、卵、巣、及び常習の設明をも加へたい賦 bてあるO

本表の配列は専ら飯島博士の『日本の烏目録J及と入’シーポーみ氏

の「日本帝園の鳥類」の分類怯に接 bたるのであるO

明治三十八年十一月
入国三郎識すO
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Subclass P ASSEREFORMES. 

Order p工00-PASSERES-

Suborder PASSERES. 

Family FASSERIDJ.E. 

Subfamily TURD/NIE. 

1. Geocichla varia, (Pall.) 

White’s Ground-Thrush……－………………・ぬゑじない，とらつヤみ

2・＋一一一 sibirica,(Pall.) 

Siberian Ground-Thrush…………ぃ・一－……・まみじろ‘

3. IVIerula cardis, ( T.) 

Grey Jap制1eseGuz.el...・－……...・H ・－－………・・くろっ仁み．

4・一一一一 fuse抗a,(Pall.) 

Dusky Ouzel ……...・ a・・H ・H ・－…・・－・－・・・・H ・…－－－…つぐみ，ちゃうま．

5・ー一一－ naumanni, (T.) 

Red-tailed OuzeL・ぃ……...・H ・－－一…………・・はちぢやうつ「み．

6. 一一一－ pallida, (Gm.) 

Pale Ouzel…………・・…ーし・……一……...・H ・－・しろはら．

7・一一一 chrysolaus,( T.) 

Brown Japanese Ouzel …ー・………－………－あかはら，ちゃじない．

8. 一一一 obscura,(Gm.) 
Dusky Ouzel .....・H ・＇＂＇.＂＂＇・ H ・H ・H ・－・・…………まみちゃじない．

9. Eriもhacusakahige, ( T.) 

Japanese Robin ....・H ・H ・－－－…………....・H ・－・・乙まざ b.

IO・一一一一 calliope,(Pall.) 

Siberian Ruby『throatedRobin唱・・H ・H ・・・・・・・H ・－－のどま．

I I. 一一一一 cyaneus,(Pa江）

Siberian Blue Robin ．．．．．．…...…・・・ .............. z. る 9. 

12. IVIonticola cyanus .soliもaria,(Mull.) 

Eastern Blue Rock-Thrush ...・H ・・ A・U ・－－－－…・いをひよど ！＞ ' 
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1 3. Cinclus palla瓜， T.

Siberian Black」belliedDipper・h ・－…－－川……・かはがらす．

14. Accentor mo凶anellus,(Pall.) 

15・一一－ rubidus, (T. & S.) 
Japane&e Hedge-Sparrow ..一円………一...・H ・－かゃくな b，造、ほぎ立v,.

16. Pratincola maura, (Pall.) 

Siberian Stonechat ……...・H ・－－－－…....＇・・・ H ・ H・・のびたぎ，とあが~.

17. Ruticilla aurorea, (Gm.) 

Daurian Red start ......・H ・－－…・・……－一……じゃうぴたぎ．

18. Tarsiger cyanurus, (Pall.) 

Siberian Blue-tail. ........・H ・－……－…・・・…ー・－る b ぴ~ぎ・

19. Nil句，Vacyanomelama, ( T.) 

Japanese Blue Flycatcher.・・・…….·•··•· ...・....:t.- ほる！！~＇・！パ

20. Siphia luteola, (Pa江）

Mugimaki Flycatcher ...・H・－－－－…－－－－－－…...・...乙つばめ，むぎま~－

21. 玄anthopygianarcissina, ( T.) 

Na,rcissus Flycatcher ...・H・....・ M ・－－…‘....・........き.(.X ~ ぎ．

22，班.uscicapasibirica, Gm. 

Siberian Flycatcher ...・H ・.....・H ・－－…...・ H・－…・・~め r.x たぎ・

23・一一一一 latirostrisRaffles. 
Brown Flycatcher ..…......・H ・－－……H ・H ・＂・…・乙苫めぴたき．

Subfamily ORATEROPOD/N,£. 

24. Hypsipetes amaurotis, ( T.) 

Brown”eat:e(:i BwlbuL.…....・H ・－－…...・ H・........a l c ~. 
25・Zo凶eropsjaponica, T. & S. 

Japanese Whiteてeye;......・H ・....・H ・...・H ・...・M ・－めじみ

Subfamily SYLV/N,£ 

26. Phylloscopus coronatus, ( T. & S.) 

Temtl)in~k’s Cro~ned Willow-Warbler.………・せAだいUしくい・
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27. Phylloscopus xanも，hodryaふ Sw.

’Swinhoe’S Willow-Warbler.…・・・・・・・ H ・....・ H ・－－めぼそ．

28. 一一ーもenellipes,SτI). 

Pale-lgged Willow-Warbler.……....・H ・－…・・ゑぞむしくい・

29. Acrocephalus orien色alis,( T. ＆’ S.) 

Chinese Great Reed Warbler －……………・・浴ほよしさ b，よしはら

す立め．

30. 一一一一－ bistrigiceps, Sw. 

Shren clどsReed-Warbler ....・H ・....・H ・....・H ・－乙よしさ ！＞ . 

31. Locus加Ilafasciolata, ( Gray) 

Gray’s Grasshopper-Warbler .....…・・・・・・・・・・・・・ゑぞせんに う．

32. 一一一一 ochoもensis,( Mi'dd.) 

Middendorf’s Grosshopper-W arbler .......…・・しませんにう．

32. Cettia ,squa阻iceps,(Sw.) 

Swinhoe’s Bush『Warbler...…－－－－…－……ー・しを 3立い，やぶきめ．

33・ 一一一－ canもans,( T. & S.) 

Large Japanese Bush『Warbler...・H ・－－………．ラ｛＂ CAす．

34・一一一一 cantillans,( T. & S.) 

Small Japanese Bush司＼Varbler......・H ・...・H ・..z.ぢ（＂ CAす．

Subfamily PAR!Nlf. 

35. Regulus cristatus orientalis, Seeb. 

Easterp Goldcrest.一………………...………ーさくいたなさ．

36. Parus palustris japonicus, Seeb. 

Japanese Marsh-Tit. .......・…....・H ・－…...・...，.乙がら・

37・一一一一泊erpekinensis, Seeb. 

Eastern Cole-Tit.. .....・H ・－－－…………...・H ・－…叫がら．

38. 一一一前ricepsminor, ( T. & S.) 

Manchuri~\l Great-Tit.・…....・ a・－－－－－－－－－－－－－－－－－－し bうからJ

39・一一－ varius, T. & S. 
Japanese ':fit‘ら••••.＇ ...................................やまがら．

40. Acredula cauda却，，（L.)

Continental Long-tailed Tit ......・ H ・…リ＇＂・ P・しまゑなが．
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4 r. Troglodytes fumiga池田， T. 

Japanese Wren. －－－－……日日・・…・・一一…－－－みを 3立い・

42. Certhia familiaris, L. 

Common Creeper.一一……・－…H ・H ・－－・……ーさばしか

43・Sittacresia amurensis, (Sw.) 

Daurian Nuthatch ....・H ・.....・H ・－－…………・・さまは b，ごぢうから．

44・一一一一一－ uralensis, (Licht.) 

Siberian Nuthatch .....………－…－…－－－－……・しろはら主主は 9.

45・一一一ー一一一－ albi仕ons,( Tacz.) 

Kamtschat】rnnNuthatch ......・H ・－－－－－－……・・しろびたいきまはト

Subfamily CORVJN/E. 

46. Corvus cora玄， L.

Raven －…...・H ・.....・H ・－－…...・H ・...・・………・・わた bがらす．

47・一一一－ macrorhynchus japonensis, (Bp.) 

Japanese Oriental Raven －－一…・…・・…・・・・…はしぶとからす．

48. 一一一一－ corone, L. 

Carion-Crow…ぺ・・・・・・……一－……・一……ー・…・はしほ・そ泊ミらす．

49・一一－ dauriet叫んll.

Pallas' Jackdaw ...………ー……………...・H ・乙〈まるがらす．

50・ Nucifraga caryoca，旬ctes,(L.) 

Nutcracker……・・……………・・・・・…………・・ほしがらす，だけがらす．

51・Garrulusbrandti, Eversm. 

Brandt’s Jay ...…，H ・H ・・・・・・・H ・H ・H ・－－－…・……・みやまかけす．

Subfamily LANI/NIE. 

52. Lanius major, Pall. 

Pallas' Grey Shrike …ー………－…....・・・・..l}ほもず・

53・一一一一 superciliosus,Lath. 

Japanese Red-t斗iledShrike……………・・あかも、ず．

54・一一－ bucephalus, T. & S. 

Bull-headed Shrike －－－・・・・ぃ・・・・・・・…－－－－ ・・…...も ・r. 
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Subfamily STURN/NIE. 

55. Sturnus cineraceus, T. 

Grey Starling ...・H ・H ・H ・－－……………........u<cb-
56. Sturnia pirrhogenys, ( 7: & S.) 

Red-cheeked Starling ・H ・H ・H ・H ・－－…...・H ・－－…乙む〈，しまむくど b.

57. Ampelis garrulus, L. 

Bohemian Waxwing・H ・H ・H ・H ・...・H ・...・・・・・・・・3れんじゃし

58. 一一一 japonicus,Sieb. 
Japanese Waxwing ....・H ・....・H ・－－…H ・H ・－….CAれんじゃ〈．

Subfamily MOTACILLINIE. 

59. Moもacillalugens, Kitt!. 

Kamtschat】mnWagtail －－－－－…H ・H ・－…...・H ・－－うす立みせきれい，は〈

せきれい．

6o・ 一一一 japonica,Sw. 
Japanese Wagtail －……・・・・・・・・…...・H ・H ・H ・－…せ「ろせされ l.f",

61・一一一－ boarula melanope, (Paι） 
Eastern Grey Wagtail ........……………・3せきれい．

62・ Anthusmacul叫us,Hodgs. 

Eastern Tree-Pipit …....・H ・・・・・・・・・・・・H ・－…・・ぴんずい，き以ば・b.

63・一一一－ spinolet也 japonicus,(T. fr S.) 
Japanese Alpine Pipit ……......・H ・H ・H ・－－一先日ば b.

64・一一－ cervinus, (.f'all.) 

Red-throated Pipit －…－－…；， ...・ H ・・・・・・・・ H ・－…・むねあかたひば b・

Subfamily ALAUD1N£. 

65. Aland.a arvensis pekinensis, Sw. 

Large Japanese Sky-Lark. .....一…………－…ちしまひば b.

66.一一一一一 japonica,( T. & S.) 
Small Japanese Sky-Lark …ー……・・…・・….CAば b. 

subfamily FR/NG/LL/NIE. 

67. Cocco也raustesvulgaris, Pal~. 

Common Fawtink：＇・・・H ・........…－－－－－‘H ・H ・－－…・‘Lめ．
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68. 一一一－ persona古田， T. &S. 

Japanese Hawfink…－－－－一…・…一…－ー－－－－・・・・・いかる，まめまはし．

69・Loxiacurviros色ra,L. 

Common Crossbill..…. •·•··•·• ...・H ・－－－－－－－……いすか．

70. Pinicola enucleator, (L.) 

Pine-Grosbeak ……………・・・………………・ぎんぎんまし乙・

71. Carpodacus roseus, (Pall.) 

Rose-Fink ....・H ・....・H ・・H ・H ・－－…・・……...・H ・..浴ほましと・

72・一一一 S姐 guinolentus,( T. & S.) 

Japanese Rose-Fink…………………...・...…・・べにまし乙，詰るまし乙．

73・一一一－ ery出rinus,(Pall.) 

Scarlet Rose-Fink ..……H ・H ・....・H ・－－…………あかまし乙．

7 4・ Fringilla sp祖国， L.

Siskin ……...・H ・－－－－…...・H ・－－…一－－…....・H ・－－ま CAo. 

75・一一一一 linaria,L. 

Mealy Red pole ...............................…－－－ぺに以わ．

76. 一一一－ montifringilla, L. 

Brambling ・H ・H ・・・・・・・H ・－－……・・－ …ー……．，あとか

77・一一－ sinica, L. 

Chinese Greenfink. ..…・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・ ．．．．かは ら以わ．

78. 一一一－ k乱warahiba,T. 

Japanese Greenfink. ..……….............・H ・－－…あほかはら以わ．

79・ lVIontifringillabrunneinucha, (Brandt.) 

Japanese Snowfink・－…………・・－………・……はぎまし乙．

80. Pyrrh叫agriseiventris, La/res. 

Oriental Bullfink ..…………...・H ・H ・H ・－－－……・うそ，tとほ以うそ．

81. 一一一－ rosacea, ( Seeb.) 

Rosy Oriental Bullfink・・ー…・・・・・…－…－…・・・て !> うそ，あかうそ．

82. Passer monもanus,(L.) 
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84. Emberiza ciopsis, Bp. 

Bonaparte’s JapミneseBunting .………………段、じろ．

85・ 一一一一 yessoensis,Sw. 
Swinhoe’s Japanese Bunting ....・・…ー・……－－なベか lfb,c. じゅ~ 11. 

86. 一一一－ schreniclus palustris, (Savi.) 
Eastern Reed Bunting ...…’一….......….......:t;.ほじゅ hA_. 

87・ ←一一－ rustica Pall. 

Rustic Hunting ...……...・H ・－－……－－－…・・・・ι かしらだが．

88. 一一一一 fuscata,Pall. 
Grey-headed Bunting.一・・………・・・．．．．．．， 段 、あが．

89・一一一一一 person乱色a,T. 
Temminck’s Japanese Bunting ......一…・・・・・ 4 あをじ．

90. 一一一一 elegans,T. 
TemminclどsYellow-browcd Bunting ……ーみやまほ、じλ．

91. 一一一 rutila,Pall. 
Rubby Bunting.・・・・・ ・・

92, 一一一一－ aureola, Pαll. 
Y ellow-brcasted Bunting ...……i・....………・・しまあをじ．

93・一一一一－ variabilis, T. 
Grey Bunting ......・H ・・・・・・・・・......…・・・・………くろじ．

94・一一一－ nivalis, L. 
Snow Bunting ...…ー・．，．．． ．・…・・・…一…・・ー・・・ゆ 3ほ ＼ じろ．

95・ 一一一一 leucocephala,Gm. (?) 
White-headed Bunting ..…....・H ・－……………しろあたまほ Lじろ．

Subfamily HIRUNDIN/NIE. 

96. Hirundo rustica g叫旬ralis,(Scop.) 

Eastern Chimney-Swallow .....……・・…・・…・・・つばめ，つば〈ろ．

97・一一一 javanicanamyei, ( Stゲn.)

Loochoo Bungalow-Swallow.………－…－－….. 9ラ主うつぼめ・

98. Chelidon dasypus, Bp. 

Black-chinned Martin.：……...・H ・－－－－－…－……・いはまさっぱめ，いはつ

ばめ．
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99. Cotyle riparia, (L.) 

Sand-Martin……ー…－－－－…一・・－－－－－－－………・すなur !Jつばめ，しゃ
ぅEうつぼめ．

Suborder SCANSQRES. 

1 oo. Gecinus canus, (Gm.) 

Grey-headed Green Woodpecker.一………いやまげら．

101. Picus martius, L. 

Great Black ¥Voodpccker .......・H ・－－－－…..・…〈まげら．

102. 一一一－ leuconotus, Bechst. 

White-backed Woodpecker.………….....・H ・－えぞ浴ほあがげら

103・一一一 majorjaponicus, (Seeb.) 
Japanese Great Spotted-Woodpecker －－………あがげら

104・ 一一一一 mmor,L. 

Lesser Spotted-Woodpecker ......…－……....乙あがげら－

105・ Iyngipicuskizuki seebohmi, Harg. 

Hargitt’s Pygmy Woodpecker ...・H ・－・・………乙げら．

106. lynx torquilla, (L.) 

¥Vryneck…－ ・・・…………一…………........あ bすい， bほあ bすい．

Suborder UPUPJE, 

107. Upupa epops, L. 

Hoop田・…・……－－－－－－…・－－－…－－ー....・H ・－－－－－…やつがしら．

Order COL  UJY-CE.2.EJ_ 

Suborder CQLUMBメ巳

108. Tur色町 orientalis, (Lath.) 

Eastern Turtle-Dove .....・ H・－－－－－……..........・3じばと．

109・Treronsieboldi, ( T.) 

Japanese Green Pigeon ....…一...・H ・H ・H ・－－……あをばと．

Order COCCYG王l::S.

Suborder CUCULI, 

110. Cuculus canorus, L. 

Common Cuckoo ......・H ・H ・H ・.....・H ・－－………・・かっ乙う，ぁほむしくい．
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1 1 1. Cuculus intermedius, Vahl. 

Himalayan Cuckoo ........・H ・－－…＂＂・ H ・＂＂・ H ・－つ、ど b'tまんぽんと b.

112・一一一－ poliocephalus, Lath. 

Little Cuckoo .........・H ・H ・H ・－－…...・H ・・・・・・・H ・－－ほと、ぎす．

113・一一－ hyperythrus, Gld. 

Amoor Cuckoo ......・H ・－－……………………・・・じういち，ぢしんてう．

Subclass CORACIIFOMES. 

Order P工CA玉ヨ，工」歪［L

SUbot'der HALCYONES. 

114・ Halcyonc町om争，nda,(Lath.) 

Ruddy Kingfisher ......・H ・H ・H ・・・・・・・H ・－－……・・みやましゃうとXA，あか
しゃうとXA,. 

1 1 5. Alcedo ispida ben伊.lensis,(Gm.) 

Eastern Common Kingfisher .....……...・H ・－－・・かはせみ，しゃうぴん．

116. Ceryle guttata, ( Vigors.) 

Oriental Spotted Kingfisher ..…...・H ・－…・…・・－かはてふ，やませみ．

Suborder CORACIJE. 

117・Cypseluspacificus, (Lath.) 

White-rumped Swift. …...・H ・－－…・・・…………・ない bつぼめ，あまつば
め．

us. Ch銑uracaudacu志向 (Lath.) 
Needle-tailed Swift ...………...・H ・－－…－－…・・・は bをあまつばめ－

119・Capurimulgusjotaka, (T. & S.) 

Japanese Goatsucker ...………...・H ・H ・......・...ょたか，かす以ど b.

Subclass F AI』CONIFORMES.

Order BAPTOBES-

Suborder STRICES. 

120. Bubo blakistoni, Seeb. 

Blakiston's Eagle-owl.. ....・H ・－－…...・ H ・－－・…・・・しまふくろ．
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1 2 r. Surnia nycもea,(L.) 

Sriowy Owl.. ..........・H ・－…・………－－－－－……・しろふくろ．

122・ Nye協lefunerea, (Bp.) 

Tengmalm’s Owl...…・…・・ー・・…・・・……・・・…・・・号 ,i.めふ くろ．

123・Strixuralensis, Pall. 

Ural Owl ………－……………－一………...・H ・－－ふくろよ、．

124・一一一一 otus,L. 

Long『earedOwl.………・ー…・…・‘…・・・0・・・・とらふづく．

125・一一－ brachyo旬s,Forst. 
Short-eared Owl.. ....…・・・……・・……－－－－．．．乙み、づく．

126. Ninox scutul叫a,(Raffles.) 

Brown Owlet .......…・...・H ・－－………………－あをばづく．

127・Scopssemi旬rques,( T. & S.) 

Feathered-toed Scops Owl...…......・H ・........・－あほ乙のはづく．

128. 一一－ scops, ( L.) 
Scops Owl.. .......…・・…－－－一…・・・…・・・…・・・・…乙のはづく，かきづし

Suborder ACCIPITRES. 

129. Falco peregrinus, Tunst. 

Peregrine Falcon ....…・目・・・・…・・・・・・・・・・・・－…・・・・・ はやよ苫－

130. 一一一一－ subbu旬o,L. 

Hobby －……－…...・H ・－…－……・・・・…－－………ちどはやぶ苫－

131・一一一－ msalon, Tunst. 

Merlin.目…………・・・・・・H ・H ・H ・－－－－…・一…………乙ちゃうげんほ．デ

132. Pandion halim旬s,(L.) 

Osprey ......・ H ・－－…...・ H・－－…・・…・・……・・・・・・・...み苫乙＂.

133・ lVIilvusater melanotis, (T. & S.) 

Siberian Black Kite .....…....・ H・.....・ H・－－…・…とぴ，とむぴ・

134. Halimtus albicillus, (L.) 

White『tailedEagle ......・H ・－－－－…・・・…－…－－…・をじろわし．

135・一一－ pelagicus, (Pall.) 

Steller’s Sea』eagle......・H ・－－－・‘・・・・・・.. . ..•........ ）；，－ほわし・
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136. Aquila lagopus, ( Gm.) 

Rough-legged Buzzard-eagle ...…－－－－……－－－－－けあしのす 1J• 

137・Spizmtusnipalensis, (Hdgs.) 

Indian crested Eagle ....……………………．．くまたが．

138. Buteo vulgaris, Leaclz. 

Common Buzzard ...…・…・・・・・・・…・・・・…・……・のす か

139. Circ田 cy姐 eus,(L.) 

Hen-Harrier .....・H ・－－－－－－………・・……・・・・…－…・はいいろちうひる

140. 一一一－ mruginosus, L. 

Marsh-Harrier ..........・ H ・・・ー・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・も うひ・

141. Accipiter palrtmbarius, (L.) 

Goshawk ．．．．…－－ …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・活、ほ たが・

142.一－ nisus, (L.) 
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Common Sparrow『hawk...………...・ H・.....・ H・－はいたか，（♀）乙の9.（合）

143・一一一一 gularis,(T. & S.) 

Chinese Sparrow-hawk. ...…...・ H ・－－……・……・つみ，（♀）えつ3ぃ．（合）

Subclass ANSERIFORMES. 

Order FE工』ECANO-:E王EROD工ONES.

Suborder STEQANQPODES. 

144. Phalacrocorax capillatus, (T. & S.) 

Temminck’s Cormorant.…・一....・H ・－－－－－…－．しまっ．

145・一一一－ pela6icus, Pall. 

Resplenden Shag ...…・・……－－－…・…………・・・・ひめう，うがらす．

146. 一一一 bicristatus,Pall. 
Bare-faced Shag ...............……...・H ・－－・・．．．．．．ちしまうがらす．

Suborder HERODIONES. 

147. Ardea cinerea, L. 

Heron …...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・－－……………あを 3ぎ，みどさぎ．

148. 一一一－ alba modes旬，（よ E.Gray.) 

South-eastern Egret ...・H ・H ・.......…・………・・・・乙ももじろ．
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149. Ardea garze悦a,L. 

Little Egret ...………...・ H ・·····・ H・－－－……・……しら~・ぎ， z. 苫 ぎ，いっぱ

V～ 
150. Nycticorax nycticorax, (L.) 

Night『heron...・M ・－－…...・H ・・・・・・・H ・H ・H ・－－…－…・せ〈．ろどゐ 3ぎ．

15 r. Botaurus stellaris, (L.) 

Bittern ...・ e ・－…－－・・・・・…－……・……・.........…・・・~んかのごゐ．

152. 一一戸一 sinensis,(Gm.) 

Oriental Little Bittern .....…………・・…・・……よしごゐJ安んのう3ぎ．

153・一一－ eury也ma,(Sw.) 
Schrenck’S Little Bittern ......…・・…－…・・……浴低よしごゐ・

Suborder PLATALEJE. 

154・l Ibis nippon, T. 

Japanese Crested Ibis .........・H ・－－…………… aとき．

Order LA~ELL工王ヨ，OST王完，:::a::s.

Suborder ANSERES. 

155. Cygnus musicus, Bechst. 

Hopper Swan .........…...・H ・－－－－・・・－…・………・浴ほは〈 τぅ．

156. Anser cy伊1oides,Gm. 

Chinese Goose ……－…－…・・・・・……－－－……・3かつらがん．

157・ 一一一－ seg叫umserrirostris, Sw. 

Eastern Bean』Goose......・H ・H ・H ・－－……・….....(Aしくい，阻またろう．

158. 一一一－ albifrons, ( Scψ．） 

White-fronted Goose ....…H ・H ・...........・H ・－…か bがね，まがん

159・一一一－ minutus, Naum. 

Lesser White-fronted Goose ....・H ・…－－…・・・乙か bがね．

16o. 一一一－ hyperboreus, Pall. 

Snow-Goose …・・……....・ H ・ー・・・・・…－－…－－－－…・は く'/J; 11..・ 

161・一一一一 huもchinsi,Swains. & Rz"cli. 

Hutchins Bernacle Goose ............・H・－－－…・・し立うからがん．
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162. Anas clypea・色a,L. 

Shoveller……，・……...・H ・－－－－……………...・H ・－はしぴろがも，くちがも．

163・一一一－ boscha鳥 L.

Mallard ...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・－－……－－－－－－－…・まがも・

164・一一一一 zonorhyncha,Sw. 

Dusky Mallard ......・H ・....・H ・－－－…...・H ・....・...かるがも．

165・一一一一 crecca.,L. 

Common Teal.…H ・H ・－…....・H ・.....・H ・....•.・ U ・..z.がも．

166. 一一一一 falc叫a,Georgi. 

Falcated Teal.…...・H ・H ・H ・H ・－－………...・H ・－…よし泊5も．

167・一一一一 acuta,L. 

Pintail...・H ・H ・H ・....・H ・－－…...・H ・.....・H ・・・・・・・・・・・をなががも．

168. 一一一－ penelope, L. 

Widgeon…....・H ・.....・H ・.....・H ・－…H ・H ・...・H ・..r; c 9がも．
169・一一一－ galericula志向 L

Mandarin Duck .......................................をしどか

170. F叫igulaamericana, (Swaz'ns. & Ric必ards.)

American Black Scoter ...・H ・.....・H ・..............＜ろがも．

171・一一一 fuscas吋neg町i,(Rz'dgway.) 

Velvet Scoter ...…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..(Aろうどさん〈ろ．

172. 一一一副都i叫is,(L.) 

Long-tailed Duck. ........…...・ H ・.....・ H ・－－…・・・・乙ほ む泊2も．

173・一一一一 cl姐 gula,(L.) 

Golden-Eye .........・H ・...・H ・－－…・・・…….~.・H・－－－・ほほじろがも．

174・一一一－ hisむionica,( L.) 

Harlequin Duck ...・H ・H ・H ・・・・・・・H ・.....・H ・...~ ....しの bがも，をきのげん
てう．

175・一一一－ ba.eri, (Radde.) 

Siberian White-eyed Duck. ...............………あかはじろ，uすいがも．

176. 一一一一 ferina,( L.) 

Pochard ...………...・H ・－－－…...・H ・H ・H ・－－－－…・・隠しはじろ．

177・一一一－ eris色抗a,(Leach.) 

Tufted Duck ...・H ・H ・H ・.....・H ・－…...・H ・...・H ・－・・5んくろはじろ．
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178. Fuligula marila, (L.) 

Scaup .....・ a・－－…ー…………………・・・…...・H ・－－すずがも，なきはじろ．

179・ Somateriaspectabilis, (L.) 

King Eider ....…・・・・・・・・・・……－－－－－－…・・・・・・・・・・…・けわたがも．

180・班ergusmerganser, L. 

Goosandcr…・…・……ー…・一………一…………かはあいさ．

18 I. 一一一－ serrator, L. 

Red-breasted Merganser, ..… H ・H ・－一－－－－………ラみあいさ．

182・一一一一 albellus,L. 

Smew ......・H ・－－…・………・・………………・・－…－み乙あいさ．

Subclass GALLIFORMES. 

(.)rder TU王ヨエヱヨ「A王ヨロ豆s_

183. Diomedea albaもrus,Pall. 

Steller’s Albatross…...・ H ・－－…ー…・・…...・ H ・－－－－あほうど ！＞ . 

184・ 一一一－ derogata, Sw. 

Swinhoe’s Albatross ...…...・H ・H ・H ・－－－…・…・・・・くろあほうど ！＞ . 

185. Pu血nusleucomelas, ( T.) 

Siebold’s Shearwater……・…一…・………....・H ・るほみづなぎと ！＞ . 

186. 一一一－ griseus, (Gm.) 

Sooty Shearwater …...・H ・－…………………－…－はいいろみづなぎと b-

187・ Procellarialeachi, T. 

Leach’S Fork-tailed Petrel …………・・…・…・乙しじろうみつばめ．

188. 一一一一 furcaもa,Gm. 

Grey Fork-tailed Petrel ………...・H ・－－……一－・はいいろうみつばめ．

。玄由r GALLO-GRALL.2.EL 

Suborder CA VIJE. 

189. Alea，もroile,(L.) 

Guillemot …・・・・・・・・・・・・…...・H ・H ・H ・.....・H ・－－……うみがらす．

190. 一一－ carbo, (Pall.) 
Sooty Guillemot.…………...・ H ・－－……...・ H・－…．けいまふか
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191. Alea anもiqua,Gm. 

BerinピsGuillemot ...……………….. ＇.・・・・・・・・…うみすずめ・

192. ←一一一 wumisuzume,T. 
TcmminclどsGuillemot ....一－一－－－……・………・・・かんむ bうみすずめ．

193・ Fraterculaciη・ha ta, (Pall.) 

Tufted Pu伍11……………...・H ・－…………・……・ゑとて＂ bか．

194・ 一一－ monoceraもa,(Pall.) 

Horn-billed Pu伍11.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…－－－－－…・・・ラ とう，ぜんち τ ぅ．

195・一一一－ eris加もella,(Pa江）
Crested Pu伍11…...・H ・－…....・H ・－…・・…....・H ・－－ゑとろようみすずめ．

196. 一一一－ pygmrea, (Gm.) 
丸N"hiskeredPu伍11・H ・H ・－－…－－－……...・H ・－－…・・…しら以げうみすすめ・

197・一一一－ pusilla, (Pall.) 
Least Pu伍11....…....・...……....・H ・－－…....・H ・・・乙うみすずめ．

198. 前ercorariuspomarinus, ( T.) 

Pomarine Skua ..…...・ H ・－－…＂＂・ H ・……・…..・u ・－とうぞくかもめ．

199・Larusglaucus, Brun. 

Glaucous Gull ......・H ・－…....・H ・－いH ・H ・.....・H ・－・しろかもめ．

200. 一一一－ glaucescens, Naum. 
Glaucous winged Gull.. .....…・………・・・・・・・・・・・・わ し主主もめ・

201・ 一一一－ marinus schistisagus, (Stejn.) 
Eastern Great Black-backed Gull .........・・ :t;..ほせ仁ろかもめ．

202. ー←一 C為chinn姐 s,Pall. 

Pallas’s Herring-gull ...………...・H ・－－…－－…ーせ仁ろかもめ．

203・ ー一一一 crassirostis,Vieill. 
TemminclどsGull.・・・・…・・・・・……・・・…・・・・．．．．．．．．う みね乙．

304・ 一一一一一 canus,L. 
Common Gull ...…・・……・……...・H ・.....・H ・－－…かもめ．

205・ 一一一－ tridactylus, L. 
Kittiw叫｛e...・H ・－…....・H ・....・H ・－－…...・H ・－－……みつゆびかもめ．

206. 一一一 ridibundus,L. 
Black-headed Gull ...・...…・… H ・H ・－…－－－…・・ゆ bかもめ．
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207. Larus S乱undersi,(Sw.）.・・・H ・H ・.....・H ・－－－－－…－一づぐろかもめ・

Suborder LIMICQL)E, 

208, Charadrius fulvus, Gm. 

Asiatic Golden Plover. ..…...・H ・－－…...・H ・－－…・むなく’ろ，あい Vろ．

209・ 一一一－ helveticus, ( L.) 
Grey Plover ...…...・ H ・－－…......・H ・－…・………・‘7ざいぜ ,i..

210. 一一一－ minor, W aij. & 11《yer
Little Ringed Plover ......・H ・..・・・・・ e・・・・…・・乙ちど b，乙じゅん．

21 I・ 一一一－ placidus, Gray. 
Hodgson’s Ringed Plover ...・ H・－－－－－－－－－…・・・いかるちど~＇ ~ほじゅ

A.,<'CXkまもど 9.

212. 一一一－ monglicus, Pall. 
Mongolian Sand-Plover ...・H ・－－…………・…．。めだいち E9. 

213・Vanellus eris旬ゐus,Waif.δ・ Meyer. 

Common Lapwing ...・H ・.....・H ・.....・H ・－－………12げ b，な，くけ 9.

214・Hmmaゐopusosculans, Sw. 

Japanese Oystercatcher ...…～…… －……・・みや乙どか

215. Numenius arquatus lineatus, Cuv. 

Common Curlew ...・H ・.....・H ・H ・H ・－－…－…・・・・・・7ざいしゃくしぎ・

216. 一一一一 cyanopus,Vieill. 
Australian Curlew ...・H ・－－…ー………...・ H ・－－…ほうろくしぎ．

2 1 7. Phalaropus fulicarius, ( L.) 

Grey Phalarope ……...・ H・・・・・・・ H ・－…………・・・はいいろひれあししぎ．

218. 一一一一 hyperboreus,（ム）
Red-necked Phalarope ....…...・H ・－－－…H ・H ・－…あかゑ 9rAれあししぎ・

219・ Totanusfuscus, ( L.) 

Dusky Red-shank. ....…・…・・……－－－－……－－…・つるしぎ．

220. 一一一－ glo抗is,(L.) 
Grenshank ......・H ・.....・H ・－－－…...・H ・－……．，……あをあししぎ，をじろし

ぎ．

221. 一一一同ae:natilis,Becltst. 

Marsh-sandpiper ...・H ・・・・・・・H ・.....・H ・－－…・…・…・乙あをあししぎ．
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222. To協nusincanus, ( Gm.) 

Asiatic ¥Vandering Tattler ...・H ・H ・H ・・・・・・・・M ・－・3あししぎ，うすずみし
ぎ．

223・一一一－ glareola, (L.) 

¥Vood-Sandpiper ...・H ・－……－……・・・……－…－たかよしぎ．

224・一一一 ochropus,(L) 

Green Sandpiper.……H ・H ・....・H ・－－－…………・・＜ 苫しぎ， Zがねっさ．

225・ 一一－ terekius, (Latん）．

Terek Sandpiper. ..・H ・・・・・・・H ・－.......・H ・－－…－－一・‘そ bはししぎ．

226. 一一一－ hypoleucus, (L.) 

Common Sandpiper ......・H ・－－……...・H ・－－…～・・いそしぎ，むしばみ．

227・一一－ pugn叫（L.)

Ru仔……...・H ・－…－……...・H ・－－………...・H ・－－…ゑ bまさしぎ・

228. Limosa rufa uropygialis, (Gld.) 

Eastern Bar-tailed Godwit ......・H ・－－…………・浴ほそ bはししぎ．

229・一一一一 melanuramelanuroides, (Gld.) 

Eastern Black-tailed God wit...…・H ・H ・－－……...・H ・－をぐろしぎ・

230・ Strepsilasinterpres, (L.) 

Turnstone……‘・H ・H ・H ・H ・－－………－－－－……・・・・3ゃうじよしぎ．

2 3 1. Tringa crassirostris, T. & S. 

Japanese Knot …...・ H ・.....・ H ・－－……－…………・をばしぎ．

232・一一－ alpina paci:fi叫 （Cones.)

Pacific Dunlin ........…………・…………...・ H ・－－はましぎ，はしなが．

233・一一－ arenaria, L. 

Sanderling ...・H ・.....・H ・－－……...・H ・－－….....・H ・－－みゆとXしぎ・

234・←一一－ minu色a,Let・・sz.
Little Stint……...・H ・.....・H ・－－…...・H ・－－一…・…とうねえ．

235・一一一－ pygmrea, (L.) 

Spoon billed Sandpiper .........一・・・・・・…・・・・・…・へら しぎ・

236. 一一－ acuminata, (Horザ．）

Siberian Pectoral Sandpirer ..…....・H ・－－－……・・うづらしぎ， 3るしぎ．

237・ Scolopa玄 australis,Lath. 

Latham’s Snipe ....…－－－…・・・…－－………一・……・るほぢしぎ．
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238. Scolop昭 soi旬ria,(Ho々 s.)

Japanese Solitary Snipe －－…...・H ・－－－…一一－－…あをしぎ．

239・ 一一－ megala, (Sw.) 
Swinhoe’s Snipe ……...・H ・－－….....・H ・...・H ・－・・・ちうぢしぎ・

240. ー一一－ gallinago, L. 
Common Snipe ………...・H ・.....・H ・.....・H ・－－…・ぢしぎ，たしぎ・

241. 一一一一 rusticola,L. 

Wood-cock ………………..........・H ・....・H ・やましぎ，ぼとしぎ・

Suborder CRALLJE. 

242. Grus japonensis, (Milι） 
Sacred Crane……－－……・・…・・…－－－－……‘・・……たんてう．

243・一一一一 leucauchen,T. 

White-naped Crane.…....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・－・まなづる．

244・一一一一 virgo,L. 

Demoiselle Crane ...・H ・.....・H ・－－…….......・H ・－－あねはづる．

Suborder FULICARIJE. 

245. Otis dybowskii, Tacz. 

Eastern Great Bustard ...・H ・.....・H ・－…・…・…のが A_.

246. Cre玄 fuscaerythrothorax, (T. & S.) 

Siberian Ruddy Crake …...・ H ・－－…...・ H ・－－……日＜ c:Aな，なっく日攻．

247・Rallusaquaticus indicus, (Blytlz.) 

Eastern Water-rail. ....................…...・H・－－…〈以およ、ゆく日本．

248. Fulica atra, L. 

Common Coot ......・H ・－－…...・H ・－－…・・・・・・・・・H ・...l,,ほばA_.

249. Gallinula chloropus, (L.) 

Water-hen ...一...・H ・－一……...・H ・・・・・・・・H ・....・ a・－ばん．

Suborder PYCOPODES. 

250. Colymbus adamsi, Gray. 

White-billed Diver.・・H ・H ・－－…...・H ・......・H ・－…・はしじろあぴ・
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2 5 r. Colymbus arcticus, L. 

Black-throated Diver .........…・・・・…・・・・・…・・・－・・3与ほはむ．

252・ 一一一－ septentrionalis, L. 
Red-throated Diver ……一………・………一…－－あぴ・

253. Podiceps rubricollis major, 1: & S. 

Eastern Red-necked Grebe ..・………………・・・あかゑ hかいつむ ！， . 

254・ 一一一－ nigricollis, Brelzm. 
Blacl←necked Grebe ....・…・・…・・・・・…－－－－－－－－一・・・はじろかいつむ 9.

255. 一一一一 cornutus,( Gm.) 
Sclavonian Grebe ......・ H ・－－－……・…・・…・…・…みみかいつむ 9・

256. 一一－ minor, (Gm.) 

Little Grebe －…・・…………ー・…...・H ・......・H ・－－・かいつむ 9,{J'('!,.

Suborder CALLI NA::. 

257. Tetrao mutus, Montin. 

Common Ptarmigan ...…一……………・…・……・・らいてう．

258. ー一一一－ bonasia, L. 

Hazel-grouse ……………....・H ・－－……・・・・・・・…・・ゑぞやま Eb，ゑぞらい
てう．

259. Coもurnixcommunis, Boun. 

Common Quail…............・H ・－…...・H ・...・H ・－うづら・

260・一一一一一一 japonica,Seeb. 

Ea日ternCommon Quail.. ....・ H ・...・ H ・－…・…・…あかのどうづら．





チマシ即会蝦夷の砦

河野常 士
日

（第二園版〕

CHASHI OR FORTRESSES OF THE AINU. 

BY 

T. K6KO. 

(With Plate II.) 

北海道に於ける人類皐上の遺跡中、額著なるものを、竪穴及び

チャジとなすO 而して竪穴に就ては、従来研究したる入、記述した

る書類少なからぎれとも、チャジ lζ 就℃は松浦竹四郎氏の束蝦夷日

誌、其他同氏の日誌類、永田正方氏の北海道蝦夷語地名解、其タト数

種の書籍中 R僅に散見するに過きず。而も其記述甚だ簡略にし℃、

チャジなる者の形脱性質を知るに足らずO 彼の坪＃博士の如 5も、

亦チャジに就ては多く設く所なしO 差しチャシは奮来、多くアイヌ

の地名によ bて．知られたるものにし℃、賓際之を調査したる人稀

なるのみ在らず、虞〈豆 b℃調査したる人なければ、未ti完杢に研

究せられずと云ふも可な bo 是れ予が設に予の研究せる大略を述

べんと欲する所以左 b。

チャシの定義

チャシは、蝦夷語即ちアイヌ語にし℃、一地域に人の容易に入

る能はまるやう．四方を間以たるを云よ、0 ~彊シ．バチヱラー氏のア

[Tram. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.l 
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イヌ英和辞典には．圏、塀．城と誇せれ故にアイヌは？豪、量、崖等

を以て園ゐ12る砦の如主ものをもチャジと云へば、叉土量、木柵等

を以て闇ゐたる牧場の如主ものをもチャジと稿するな bo 而して

北海道の人類皐的遺跡として、此慮！t謂ム所のチャジは、古昔の砦

（叉城、塞．館、盤、墨等と課すHとして、今日普通チャショ、ァ（砦祉法滞す

るものな bo 叉其大小其他服売によ bて、ポロチャジ（大砦）．ポンチャ

シ（小砦）、キムンチャジ（山砦）、クェンチャ凶悪砦）、ライチャジ（鹿砦）．ヲプ

イチャジ（焼砦）等の名を以て呼ばるるものあ bc 但しカムイチャジ（神

砦）と稀するものの如きは、概ね一種の迷信よれ命名せるものなれ

ば、其人の遺跡なる詮あるもののタトは、此慮 lζ 謂ム所のチャジの内

には、加へぎるものとすO

チャシの湯布

チャシは、北海道本地｛千島を除主党る北海道jを中心として、南

は奥羽地方の北部、北は千島列島の大部分に存在すO

陸奥閣のチャシに就℃は、明治二十年東京人類皐曾報告第十二

就に、佐藤蔀氏の北津軽郡高野村に於ける秋館（イヌタア／の記事あ b。
叉明治二十三年同皐曾雑誌第五十一競 lこ、佐藤重紀氏の上北郡竪

穴の記事中、同郡蛇揮、及び中志の盤の事を載せたれ今之を摘録

すれば下の如 L0 

北津腿郡高野村秋舘〔佐藤蔀氏〉。弘前の東北凡そ五！里、小高き E iこわ

り。 内外隔廓あり、各々虚掘ら国ら L、タト i:t縦横各々二町絵、内臨！:t一町

鈴なり。土器凡そ百片、雷斧二個 le拾へり。

上北郡峻津村 i二在るもの（佐藤重紀氏〉。高さ五六聞の丘岬 i二わり。

丘上東西三十問、南北二十関許、不現前なる瓜三角形ゃなし、一方！:t娼や以

て限り、三方 l:t渓漆 i二臨み、其中腰 i二営りて一帯の階段幅五六尺のものか

折回し、爾端共 i二堀に合す、宛然小慢なり。壁内竪穴の敏二十二個ありて、

大なる穴中央に位す、叉附近にも竪穴あり、砦内設掘の目艮なかりしが、粗末

なる貝塚土器の破片二三個や拾ひ f早大りD

上北郡中志蝦夷官官（佐藤重紀氏7。丘陵の鼻端高さ二十丈許、丘上掘ら

｝方に堀り－ I&や到すること蛇？撃に同し、唯中腰に段や設げざる差ある

のみ白壁内東西二十五問、南北十四閥、穴の殻五、貝塚土器の小破片あり。
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此地方僅俗蝦夷館、叉 11館土止と精する庭、諸虞にあり。 皆丘上 i二沿ふ

て一区か構へ、堀込廻らし段私設し其内容 11、峻淳、中志、の遺跡の如＜ I二て、

唯異なる 11竪穴の有無のみ。

蓋し雨氏は、北海道に於けるチャジなるものを知らず、車lζ 其

地方に於ける遺跡を、報したるに過ぎすと離も、其記事によ b℃観

れば、其遺跡、は、北海道のチャジと杢〈同ーにして、陸奥地方には其

遺跡少なからざるを知るべ LO 澗後闘にも之に似寄bたる遺跡あ

bとの談話を、問主たる乙とあるも詳か在らず、奥澗地方は向一段

の調査を要すべ 3ものとすO

北海道本地には、チャシの数甚だ多 LO 今其地名に存する所の

もの．並に地名に存せぎるも、明 iこチャジと認むベ主ものを下 lこ皐

げん。但し引用書籍は之を記するも‘同ーのチャジにして数種の書

籍に載するものは、煩を厭よ、℃其著述年月の古きもののみを記す

るに止む。叉書籍に見えずして談話に聞きたるものは談話者の氏

名を記し、書籍にも見ゑず談話にも聞きたる乙となくして、予の見

出したるものは予の名を記すO

渡島国

函館医函館山の蝦夷官官〔蓄固〉。北海道蝦夷語地名解（以後皐 iこ蝦夷語

地名解主記す〉に 11チヤジヨ少と記すO 英形今 i威して存在ぜず。

檎山郡江差町蝦夷館（再航蝦夷日記〕。同日記に日し此蕗土居礎今 i二

騒然 Tこり。 以前 11夷人の首長住ぜし由申俸へり。 古器並 i二矢根石、雷斧

石、書事態砧等ル掘得ること多しと。 蝦夷語地名解 l二11チャ γ ョツと詑すョ

町の北部にあり。

f是 昔r,c.• 国

奥尻郡赤石村チャシ（再航蝦夷日誌〉。蝦夷語地名解 iこi工、往時アイヌ

の砦なりしが、資徳三年武田信康此慮に渡海し、暫時居住ぜりと云ふ ιし

ゃ認す。

滋槻郡利別村利別川左岸（東根夷日誌〉。同日誌、 l二日〈、チャ V fJ y ナ

ィ、此露城跡わり。是 11太古静か築きし由 l二て、跡 L リ土器の彼れ、勾玉、鴻

増の餓石等出るなりと、其遺物£り嘉手すれば人の造りしものならんD

嶋牧郡江 1尼遁村チャ V（蝦夷語地名解〉。

岩内郡堀株村チャ V ヨ汐c西蝦夷日誌〕。
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積丹郡余別村チャ事〆ヨ少（同上7。

余市郡余市町余市川左岸〈河野常吉〉。今墾して畑となるも濠及び中

段等の形か存す。津範一統志 lこ、興市秋乙名チ 7 ラク八右衛門、家四十野、

居城ありと云ふもの、是れ鰍。

石 締 園

樺戸郡新十津川村トヲグ川筋チヤジヨ少〈蝦夷語地名解〉。

繭龍郡深川村納内石狩川右岸〈小林道平氏〉口砦の内列、 l二竪穴あり石

器、貝塚土器片等多し。

上川郡紳居村石狩 JII：左側チャ V ヨタ（蝦夷語地名解）。紳辰吉津盤峡

の入口の慮 l二あり。

上川郡 !If栖村石狩川右側チャ γ ョ少（同上7。此砦 It前認の砦と石狩

JII 4-隔て相 ifすO

上 JII：郡忠別川右岸チャ V ヨ少（東西蝦夷山川地理取調関〉。

膳振回

虻田郡鶴文奉村海岸（東蝦夷日誌〕。同日誌 l二日〈、チャ V ナイ〔砦川の

義〉、上 l二普の酋長の城主云ふものあり。近頃迄岩 i二て盛上げれる井戸

もありしが、今埋れてな Lo 三百 It絶壁 l二なりて、一方山根 l二槙吾、蹟る要

害の地なりと。北海道鹿賓測固に It、此虞の地名やチャス左記す。

虻田郡弊議村チャ事〆（同上〉。

虻田郡弊港村虻悶村境チャ V ナイ川の傍（向上）o 拡悶首土人目〈、佐

古アイヌの減跡なゆと。

有珠郡有珠村ポ y チャ V ヨ少〈虻田蒼土人明石和歌助〉。

宥珠郡有珠村ポロチャ V コ少〈同上〉。有珠奮土人某日〈、甑先の造り

しものなりと。

有珠郡伊達村西紋竃タテ r.11(河野常吉〕。今量土地となるも、規模の大な

る砦跡依然 Tこり。

室蘭郡室蘭町北岸 v，トグ岬の西方 i二ある小岬〈同上〕。鎗輔の奮土

人オピ V テ lJ Iレ日〈、室蘭 i二ある三個のチャ vl:t、アイヌの租先の造りれ

るものなゆと。

室蘭郡室蘭町北岸市街の東方チセ Z〆ヨ少〈蝦夷誇地名解〕。同書 l二日

〈、土人云ふ、普ホヲク魚の骨私用ひて槍となし、此砦 iこ擦りて防戦しれり

と。

室蘭郡室蘭町北摩守且 V’チャシ（同上〉コ

白老郡白老村チャ V ヨ少（同上〕。

勇挽郡厚民村ライチャ γ〈東蝦夷日誌）。

勇挽郡鵡川筋似襲撃と果標の間カ A イチ tl"/ （同上〉。雷斧、石骸等私自
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す由なれば、人遣のチヤジならん。

千歳郡長都村カマカ（野村恭三郎氏〉コ砦内開墾して畑となるも、周周

の濠 l:t依然 7こり、千歳の沓土人（婦人〉云ふ、ヨロポヲグルの遺跡なりと。

千歳郡蘭越村 A サのチャ '::I ::t 少〈夕張日誌〉。同書 l二日〈、V コ少（千歳

の奮稿〉の徳大将の館なりと。

千歳郡烏栂舞村宅ペ少川筋チヤジヨ少〈蝦夷語地名解〕o 唱ペ少川と

千歳川の簡の小丘にして、人作にわらずと言日す、砦E止なるや否－？ !J:.知らず。

日 高 園

沙流郡佐瑠太村海岸ウェ v チヤジ〈東夷痛々夜話）o

沙流郡平賀村チヤジヨ少〈東蝦夷日誌）o オキグ；1, ! （古英雄の名〕の城

跡なりと云ふ、石餓等か出すD

沙流郡貫集 JJU村ヌカヒヲ川南岸 iJ .Aν チャジ（東西蝦夷山川地理取

調園〉。守ム V チャジ cl:t後の砦の義なり。
沙流郡貫集別村ヌカヒラ JJI南岸チャ；，， ::t ~c 同上〕。

沙涜郡門別村門別川筋チヤジ（東蝦夷日誌J。

新冠郡高江村新冠川口西岸明l官館（同上〉。明l官館と It、i原義経やすキ

グルミの事跡 l二附舎じて、和人の呼ぺるものなり。北海道脂質，測回 lこIt

チャ V ヨラ＇ c記す。
静内郡下下方村染返川東岸チャ γ ョ少（同上〉。同書に此虞ジャ P V ャ

( :v（寛文九年叛菌Lぜし酋長〕の居波なりしかと認す。

静内郡梢別村梢別市街の裏山（河野常吉〉。

静内郡柄別川の東方（同上〉。此砦 It前記の砦の北方 lこ在り、アザミ川

か隔てて相費す。

三石郡賎布村蹄布市街の裏山（同上7。

三石郡肢布村 V 田少プ（東蝦夷日誌〉。同書 l三日〈、三日月形の土手三

つあり、其タト l二期跡わり。 内 i二穴居跡十八九並ぶ、雷斧、環槌、鉄石、陶器の欠

げ多 L。英語－ ffifI二畑跡なりと。

三石郡幌宅村チャ V ヨ少〈同上〉。問書 l二日し陶器片、鉱石多し、穴居跡

ありと〈穴居合跡 l:t袋内か、砦タトか詳かならず〉。

三石郡兎舞川口の丘陵（寛政三年蝦夷道中詑〉。蝦夷人の舘や構へし

跡ありと記す。未曾有之認に l:t城跡とあり。

浦河郡弁寒華村手ャ V ヨ少（東夷織骨夜話〉。

浦河郡西舎村幌別川筋キ .A ＞＇チヤジ（東蝦夷日誌：） a ~ .A Y チャ，，－ It 

山減の義 fより。

浦河郡西舎村幌別川筋守 7 ,f チャ，：， C同上〕。寛文節Ll二焼釘ちになり

し跡なり主寵す、如何 l二守o 1J 7 イ It嬢る豊島なり。 之と同し地名 l:t

臆振園千歳川筋にもあワ。
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十 勝 園

営縁者！I大樹村歴舟川上流チヤジヨツ〔東蝦夷日誌〉。同書 i二云ふ、方一

町 i二二町許の土手、昔此遁の曾長が住ぜし慮と云惇ふと。

営綴郡営縁村チ ＊ プジ沼の西（同上〕。同書 i二日〈、大なる土手の如き

物わり、昔列官様〈すキグルミ〉の加が化して此の虫日〈成りしと、其上 lこ縄や

傘立しと云ふ、小山の如き物二つあり、案するに是往古の土墨跡か。其溢

穴居跡ありて土器、叉雷斧、鉱石等浴時々編曲ぜりとD

中川郡波来村〔河野常吉〕。大津 L り帯底 lこ赴〈途上、左方の丘陵 l二之

ら望む、砦内竪穴あり。 往昔・アイヌの酋長の居城 iこして、諸方の敵と兵私

権へ？： ηと言惇ふ。

中川郡安骨村（十勝目誌〕。石器等出っと云ふ、村名 l:t砦肱ある i二L り

て命す。

中川郡利別川筋ポ y チャジヨ少（東西蝦夷山川地理取調園〕。

中川郡幕別村猿別市街の西の高丘（河野常吉〕。市街地 L り之や望め

ば、丘 I頁更に痛の如く突起するか見る。今紳祉 ti-置く、砦形依然として存

すc

河束郡音更村オトアヶ川右岸千ヤジヨ到来西蝦夷山川地理取調園）。

河西郡芽室村芽室太チヤジヨ少（東蝦夷日誌〉。石器ル出すO

上川郡屈足村十勝川治岸チヤジヨ，， Cオー勝目誌）。同書 i二万百鈴聞と

認す。

釧路園

足寄郡 i差別村闘牧場内（襲撃士関叉一氏〕。

白糠郡尺別村直別）II：支流アイタイペ（中村守重氏〉。二傭の砦 E止めり

と、叉其議竪穴多しと云ふ。

白糠郡尺別村東部チャ V ヨタ（蝦夷語地名解〕。

白糠郡白糠市街東部の裏〔河野常吉〉。白糠鷹遁の裏手 iこ蛍る丘岬 i二

在りて、空濠あり、竪穴あり。

釧路郡長罰i路町宮曾／W裏チヤジヨ少（東蝦夷日誌〉。営地乙名の先祖、オ

ニトムシの住ぜし慮なりと言俸ふ。今其形か存ぜず、一方切崩ぜり。

銀11i洛郡長~ii 路町宅 :V l）ヤのチャ V ヨ少〔束蝦夷夜話〉。久摺日誌 l二／:tポ

ロチャ γ ヨ少と詑す。 蛍地乙名の先祖、す＝トムミ／の城跡なゆと云」、。東

蝦夷夜話 l二l:t、麓 iこ二重の濠や緩らぜる ιしゃ記ぜども、今見えず（此チヤ

ジ /:t固に示ぜり参照すぺし〉。

釧路郡毎If路町 7' ll' トザ沼の西岸チャヨ〆ヨ少（東蝦夷日誌〉。同書に L

れ Ifすユト A y 2)子、トミカラアイノ、此域ル築主居住ぜしが、根室、厚岸、十

勝三方 L り攻来り落城に及ぷ主。
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j}IJ路郡釧路町カ少ラヨイ（錫11路郡役所某氏）o

釧路郡昆布森村可チョロベ少の西チャ毛／ヨ~（東蝦夷日誌〕。

川上都銀｜路 JI!；東岸 7 ＂＇ヨケ守＝チャ＂＇ ':::I 'Y（久摺日誌〉。同書に云ふ、

此慮ーの城跡あり、穴居跡多し主。

川上部虹別村岡別川筋ポミ／千ヤジヨ少（東西蝦夷山川地理取調園〕。

厚岸都民龍村厚岸湖北西岸チャ V コ少（東蝦夷日誌〉。

厚岸郡厚岸町 ,t y ナイ Ill（河野常吉〉。開墾して畑となるも、旬 l孟濠形

か存す。

厚岸郡未庭村守ピロ海岸の丘岬〈同上）.：，粉々離れて十銭の竪穴あり。

厚岸郡後静付アチャヒ 7 のチヤジヨツ（納紗布日誌〉。柏、守離れて一

群の竪穴あり。

厚岸郡・後静村守ヲイヨタ Y〔河野常吉〕。道路の傍の丘上 l二わり、砦の

内タi、i二竪穴あり。

キ昆 室 園

花咲郡 f中根渇村ジクウジ（納紗布日誌〉。同書 i二日〈土星跡ありて陶

器、叉矢根石~出すと。

花咲郡婦羅理村チャジヨ世〔同上〉。此砦 L り少し登りて、岬顕 iこチヤ

ヨ少（別地の義〕わり、是れ亦砦祉や存すO

花咲郡主主務泊村ナ y 本宅トのチャ t〆古川同上〉。

花咲郡活瑠 !Iii村ウ :r.＞＂チャ.－＇（同上〉。同書 i二日〈、悪しき城と云へり、

』正方の大将貢げて逃去りし i り披しと。

f芭咲郡王主瑠弱村ト守サヲポロの問チャジヨ少〔向上〉口

花咲郡穏務 f~ 村チ＝オプの問チャ γ ョ少（同上）o J庇虞種骨の土器出

つ主。

根室郡根室村の東部；チヤジヨ )It（束問蝦夷山川地理取調闘〕。

野付郡別海村西別川筋チヤジヨ少（関上〉。

野付郡茶志骨村チヤジヨ少。 砦 E止める lこιり村名や附す。

目梨郡忠類村忠類川筋チャヨ〆古川蝦夷語地名解〕。

北見園

斜里郡遠音別村千ャ V ヨ少L蝦夷語地名解〉。

網走郡美隣村ピポロ川東岸守 :r.：，／チャ V〔東問販夷山 JII地理取調関〕。

網走郡語源村チャ V ヨ少（同上）.：，

網走郡鶴木食村チャ V ヨ少（向上〉。久摺日誌 l二日〈、三町詐の土手、恰

も減廊の如し。是や悶ふ l二ト守宅，.：，／カムイ〈唐人跡）の城跡なりと云ふ。

叉業主量 l二一丈五六尺位つつの穴多し、ヨロヨグ V グルの家跡なりと。

常呂郡鐙沸村サロ T 川の西岸チャ V ヨ少〈蝦夷語地名解〉。
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紋別郡湧別村 i勇別川筋ェ fJ (T チャ V ヨ少（悶 .J::）。傾わる砦の義なり。

紋別郡猪滑村渚滑川左岸チャ V ヨ少（東西 l蝦夷山川地理取調園〉。

紋別都議電争］屯ぺ少川口の西方チウ：＜.忌〆チャ予（同上〉口

宗谷郡稚内村チャヨ〆ヨツ〔蝦夷語地名解〉。

天盟国

留蔚郡留溺村留蹴 l辰野の傍ポ Y チヤジヨ少〔西蝦夷日誌〉。

中川郡下名寄村天盤川右岸チヤジヨ少〔束商蝦夷山川地理取調園〉。

同闘並 l二北海道器質 ill！］国共 i二チヤジヨ V ナイと記す。

以上北海道本地に在るチャジの数、線、計九十、其内予の見ミずる

もの過宇を占むるを以℃、或は賓際チャシならぎるものを合むやも

知るべからず。叉此他にチャシなるべしと思はるる個慮な Sにあ

らまれども、誤謬を侍へ ,iz.とを恐れて暫〈之を略すO 向ほ精細

に調査せば、チャジの教は必ず大に増加するならんと信ず。

千島列島中、南部の島には、チャジに関する教箇の地名ある之と

は、奮記によ b℃之を知 bたるが．向ほ予は明治三十三年、武蔵艦

に便乗しτ．千島服売調査のため巡回したる節．揮捉島に於℃新に

三個のチャシを接見し、又同時間伴したる色丹アイヌ（北千島よ b轄

住せる者）合長マーコフ等に質問して、北部ジャジコタン島に至る聞

の島嶋中にも、チャシの存在するを知れ bo 千島圏中チャジと思は

るる蕗下の如 L0 

色丹郡色丹島〔色丹土入信長ヤーョ 7)。アナ可、トカリ唱イ、T スパの

三ケ l二在り、何れも空濠や存すと云ふ。

図後都圏後嶋東沸村チヤジヨ少（東夷痛々夜話〉。

園後郡園後嶋留夜別村 r,:<. ；：／チャ V ュー（三航蝦夷日記）o 同書 i二日

〈、城跡慈しさと云ふことかと。

図後郡園後嶋米戸賀村カムイチセ（同上〕。同書 l二日〈、神の城跡と云

ふなり、少しの土居残りて今 l二在り。何人の築きしものなる 0 主、カムイ

チセ 11紳の家の義なるも人遣なるべしと察ぜちる、此タト同村 l二11ム V チ

ャv と云ふ地名わり。

園後郡閤後鴫大瀧村チャ V ヨ少〈蝦夷志拾遺〉。三航蝦夷日記i二ιれ

If、此タト同村に Itチャ γ 申 V と云ふ地名あり。

擦捉郡揮捉嶋内保村内保川右岸（河野常吉〉。丘陵 lこ在りて空濠か存
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す、内保の部溶 L り之ら望むぺし。

紗那郡爆捉嶋草冠湾岸年筋騨濯の傍（向上〉。小砂丘の周園に空濠の

跡か存す。 附近 l二竪穴あり。

紗那郡紗郡村紗那市街紗那支 E患の裏（同上）口低き丘上 iこわり。 諭骨

其形か損しれるも、倫！ま明 i二砦移や見る。

新知郡守 vv’嶋〈色丹土人酋長十－ -:J 7）。以下問ク虞皆空濠の跡

や存すと云ふ。

新知郡ヲショ F 嶋チャ V ヨタ（同上〉。此慮チヤジコ Vや以て地名とす。

占守郡 V ャヤヨタ v 嶋（向上）。

占守君E-,t v ネコタ ν嶋（同上〉。

幌延、占守の二島には）数慮上陸せるも、予はチャジの遺跡、を見

ぎ ！， ~。マーコフ等 R. 質問するも、古職場の跡はあれども、チャジ

はオンネョタシ島を限 bとL. 其以北の諸島には絶えて之なしと

云へ b。但し幌延島の南部、ぺヅトポ沼とジーペ y トポ泊との聞に‘

チノV ラトイなるものあ ！， 0 チノV ラは運ぶ義、トイは土の義にて、卑

濃の地に士を運び、長約三町、幅約二町、高約一丈稗.iζ築 3たるもの

在 b。比較的大工事tとして、要害のため築きたるかと思はるれど

も、此露には暫〈チャジの内に算入せずO

樺太島には、其南西岸．ノトロ岬と白主去の問、グイと云へる

地の山の裾 It、トイチャジ（叉はチャシ）と栴するものあ ！， 0 土砦と云

よ、義にして、方形をなしO 其幅五六十問、三面に堤を築主、堤下 R

空濠を穿つ。砦内を掘ると Bは種今の土器出づると云J...。而して

砦の来歴に就℃は、蝦夷草紙後篇には、蝦夷の申偉へは往古日本の

軍勢龍城したる跡な bと云ふと記し、北夷談には、老夷＆t尋ねるも

何者の遺 bたるやを知る者なし、一老夷は昔胡人の作る所主言停
ふと云ふよしを記し、北蝦夷園設には、何者の遺る所にや知るべか

らずと記し、再航蝦夷日誌には、小人島の城跡な bと云へ bと記せ

!J o 然れ fも此砦は、北海道に普通存在する所のチャジと精令異る

勤な 3にあらずo’仮令同種類のものとするも、岡島には此他民絶

えてチャジあるととを聞かぎれば、此慮には樺太島を、チャシ分布匝
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域以外 l乙置主、更に他日の調査を待っとととすべし。

ーチャシの位置及臥大き

チャ Vは如何なる地に設くるや、之を細説すれば多様に渉ると

離も、之を概括すれば＼普通海又は湖沼、又は河川 lこ近主丘岬、若〈

は丘陵の頂にして、其附近lζ於℃魚介其他食料を採るに都合よく、

又淡水あ bて飲料を混むを得ベ〈、叉形勝要害にし τ、且つ土地乾
燥、衛生に適する蕗とすO

此慮 lζ 丘岬と云よ、は、其形必ずしも一定せるにあらず、多くは

丘陵の横に細長く斗出したる慮なれども、又些！」λの斗出に止まる

慮あれ平坦なる高牽地の一端なるあれ稀れに山腹の傾斜緩かに

して少しく斗出したる慮あ b。又此慮に丘頂と云よは、多くは凸

超せる丘陵の頂なれども、亦或は横 lζ 連延せる丘頂中更に癌の如

く凸起せる蕗あれ或（j,平野中縫に高主小地積の墓地あれ或は海

岸のー小砂丘 lζ 過さぎるものあ !J0 而し℃固に示・したる、萄ii路園

留I)路町 ;:f:ジ 9ヤのチャジの如きは、丘陵の一端氏於℃一段高言慮に

あ bτ、丘岬と丘頂とを併せたる地勢を有するものとすO

備考。樺太島ゲイにあるトイチャ v(:t、丘陵 i二採ら？して、丘陵の麓なる

平地に設げ 7：り、是れ質 i二異物tl1こり。 然れども北海道のチャ V 中、予

の見ざるものの内 l二l:t、或（:t之 l二似て丘岬若くは丘陵 i二採らずして、

平1.!t地 i二平地と悶し高さ、叉 l:t"I'-地 ιり檎々低〈、設げれるものある
予も知るへからず。筒 Ii調査や裏す。

チャジ所在地の高3は、其正陵の麓なる卒低地よれ又海岸に

在るものは海面よ b、直立二三十尺万至七八十尺を普遁とす、稀に

甚だ、低きものあ b。謄振園千歳郡長都村カマカに在るものの如き

は、平地に濠を緯らし、砦内の高 3僅に四五尺に過 3ず。又間 φ百

二尺以上の高地 ~t 在るものあ b o 日高園三石郡娘布村娯布市街の裏

．山、十勝園中川郡猿別市街の西山、割11路閤厚岸郡オソ十イ山に在る

者の如きは、直立概算二百尺内外あるべしと思はる。要するに飴

｝低忌＇ものは要害ならず、高告 に過るもの 11,..日常の食糧、飲水を

採るにも概ね不便なれば、多くは斯の如き慮l乙設Jけぎ bしならん。



I三0:¥'0: CIIASHI OR FORTRESSES OF THE AINU. 83 

チャジの大 3は甚だ一定せすO 其周園二三十間よ b約百聞に

至るも、概して小形のもの多し、又稀れに大なるものあれ其例を

暴くれは、臆振園伊達村タア山の正岬に在るものは、其形略ほ三角

形を在し、東西約三十問、南北約三十五問、向ほ其一方を仕切 bた

る二重濠の幅合せ八九間あ b。其他前に記せる、陸奥園北津軽郡

高野村、北見園網走村翻木禽村re在るものの如きは、予は之を見詰

るも、書籍に記する Nrによれは、頗る大なるものな b。

チャシの形賦忍び構造

チャシの平面に於ける形放は、概ね不規則なる楕図形、其他不

規則芯る図形なれ Eも、叉弧線、直線よ b成れる、不規則の三角形、

又は方形に属するもの等あ b。蓋し築造者の見込と、天然の地勢 . 

とに依 h、種 φの形肢をなすは嘗然の事ならんの其構造も亦各砦

多少異なる所あ b。今便宜のため丘岬に在るもりと、♂丘頂に在る

ものとの、二種に分ちて説明せん。

チャジの丘岬にあるものは、其丘陵に績ける方に、必ず弧線若

くは直線の空濠を、掘 b廻して之を仕切れ其掘 bたる土は、チャジ

の方に盛 b上げて土手を作れ或は外部に盛 b上げたるものあれ

或は土手を遣らずして、其士を他の修築等 iと用ひしかと、思はるる

ものあ b。濠の深 3は現放に於て、大抵三尺乃至十二尺、幅は上部

氏於℃六尺乃至十八尺位とす、之よ b大なるものは稀な b。濠は

普通一重なれども、又二重tr設けたるものなさ にあらずO 叉丘岬

の細長く斗出したる者に在 b℃は、前後二ヶ所lζ 空濠を掘 ！＞ たる

ものあるは聞や見る所な h0 チャジの丘岬 tこ績かぎる方11.，戸断崖の

場合には其憧lこなし置き、其他は自然、の傾斜に任するものと、段階

を設けたるものとのこ様あ b。段階の作 b方は、丘頂に近3慮、又

は宇腹違に、帯を廻らしたるが如く、段階を綾らし、其雨端·~·~.濠
の南端に連接せしむ。稀に一方にのみ段階を設けたるものあれF構

，遣の精粗一様ならずO
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正頂にあるチャジは、丘の周囲に空濠を続らし、濠よ b掘 b取

bたる士は、之をタト側に盛 b上げ、或は外側lζ出 3ずして、砦内の

修築等に用以たるかと、思はるるものあ bo 稀に小丘の周固に幅

狭喜平地を繰らし、更に其外部に濠を韓らし、砦形恰も綾ある帽子

に似たるものあ b。叉丘頂更に癌の如く突起せるチャシに在色て、

幾部卦天然の正の傾耕を以τ要害となし得るもりは、其部卦iま其

僅になし置き、他の丘頂の平坦部 lと績〈方にのみ濠を擁 hたるも

のあ bゐ又チャジにして杢〈濠を設けず、唯丘側を切 b下げて要害

とましたるものあ上稀れには其人工の極めて粗漏にしτ、一見し

たる所にては、殆んど人工を加へぎるかの如〈疑はるるものあ b0 

チャミ／の内部は、或は天然の地勢に任せ、或は少しく手入れを

在し、或は丁寧に手入れをませれ従て緩かなる傾斜をなすもの君

ト平坦在るものあ b。一部分平坦にして一部分緩斜せるものあ

わ又砦外まて’も手入れして立振に遺 bたるものあれ而して鼓に

最も注意すぺ 3は、砦内に間々竪穴を存するものある乙と是な b。

此事賓は頗る研究すべき慣僅あるを以℃向ほ後に設〈所あるべL0 

チャシ内の建物

チャシ内の遺物に就τは、松浦竹四郎氏の日誌中に、雷斧、石
鱗．土器片等を出したる敷蕗の事を記し、又佐藤蔀氏、佐藤重把氏

の記事中にも、陸奥園の砦世主 b石器、土器片を出せる事を記 L、

其他チャジ内よ b是等の遺物を得たる乙とは、間令聞く所在 9o 宵

ほ予が親しく調査したる数伊lを越ぺんに、後志闇余市町のチャジに

於℃は、雷斧．石銀、石匙、骨槍、銭鈎、煉玉、貝塚土器片、魚骨、獣

骨、貝殻、木炭等を拾ぴ、殊にチャ V のー側面にある貝塚記於て多

く之を待nfJ o 又釘11路園釧路町 -!I:v yヤのチャシに於τは、石銑．

貝塚土器片、銭釘（舶釘）を採集し、同町奮曾所裏のチャジの切崩した

る庭 lと於ては、石槍、骨槍、繊の附きたる骨器、貝塚士器片、魚骨、獣

骨、貝殻等を得た bo 又釧路園厚岸郡未虞村のチャジに於ては鏑刀、
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銭鈎（舶釘を曲けしもの）貝殻、魚骨、獣骨、鹿角、木表等を採集した

るも、石器及び貝塚土器の類を見ずO 其附近にある軍基穴のーを堀

hたるも、亦銭片、焼石を得たるに過きぎ 9~、叉同郡厚岸町オソ

ナイ山のチャジ lζ於℃は、少許の牡鵬殻の外、ーも得る所在か 9~。

チャジの内、或は石器、貝塚土器を出すものあれ或は石器、貝

塚土器と共に銭器を出すものあれ或は織器を出し℃石器、貝塚土

器を出さぎるものあれ其一様なら苫 7.；事費は、頗る研究すべき債

値あるものとす。想、ふにチャジの主人公た bし人種は、最初石器及

び貝塚土器を使用し、犠器其他便利の器物を得るに従日之を交へ

用ぴ、絡に餓器等 tとて事足るに至 b石器及び貝塚土器の使用を麗

せしものなら~歎o 而して其般釘の比較的多〈出づるを見れば．嘗

時彼等が如何に銭を貴重し．叉如何に苦心して銭を得たるかを推

察するを得べし3 此件 lζ就ては向ほ十分遺跡、遺物を調査するの

必要あるを信すO

チャジの内部、並に其傍に存在する遺物の種類、器物の材料の

品質、及び遺物の多、少は、其主人公たる人種の生活朕態を知るの．

好材料たるのみならず、又チャジ使用の時代、並に住居期間の長短

等を判定する好材料たれ

チャシと竪穴との輔係

チャジは、悉く竪穴と闘係あるものにあらずと雄も、其或るも

のは、確に竪穴と密接の関係を有せ bo 即ち陸奥園上北郡蛇葎．及

と入’中志、石狩園雨龍郡深川村納内、日高圏三石郡城布村ジョヅプ、十

勝圏中川郡旅来村、 ~II 路園厚岸郡後静村クライヨタンのチャジの如

きは、砦内に竪穴あ b。其他チャジの附近に竪穴あ h℃、雨者の聞

に密接の闘係ある乙とを．想像せしむるもの少しとせず。且つ予

の数所に於τ賓際取調べたる所代よれば、チャジ内の遺物も、其附

；互に在る墜穴の遺物も，.同ーにして別に差異あ hと認めざれば、或

る時代、或る地の住民は、竪穴をも作 L チャジをも遣 IJ1c. IJと、断
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定するを得へ Lo

チャシは荷入の遺跡か

チャジは何人が何のために遣 hたるやを‘アイヌに問ムに、或

は知らずと答ムるあれ或はコロポヅク JVの遺跡な bと答ムるあれ

或は紳の遺跡な bと云ふものあ hと雄も、亦アイヌの遺跡な bと

断言する者少なからまるを見れば、之を遣 hたる主人会其者を推

定するに難からず。叉陸奥聞及以渡島園にあるチャジは、蝦夷館又

は狭館等の名稽を有し、而して秋（イヌ）の字は彼の地方に℃アイヌ

に使用したる宇にして、明代其アイヌの遺跡たるを示せ b。向ほ

奮記類 lこ就τ調査するに、寛丈九年（西暦 1669年）ジプチャ 9（今の日高

園静内郡〕の曾長シャダシャ-i；〆の骨Lを記せる数種の書中 lとは、彼等

が砦を設け℃之に接 !Jnる乙とを記し、又津軽一統志の内シャダ
シャ守シ需Lの時の記事中に、瀬棚、余市、及び石狩の奥 l乙アイヌの大

勝の居城ある乙と等を記せれ降て天明元年（西暦 1781年）松前腐長

氏著述の松前志蝦夷風俗の部 It下の如く云へ b。

夷方 lこて不義ゃなし、戎 11.罪あるものには、資物か出きするか法とす、

£4' ~グナイと云ふ。 法に背きて財 4,出さぎれ，工、闘争に及ぶ、其時 11.毒

箭か放ち、鎗か横 Tこへ戟るなすなリ。 故 i二大邑の曾豪 1：るもの 11.、必ず一

廓の高山ル、チャ V と名つげて、此 iこ擦るなり。

天明四年（西暦 1784年）立松東．作氏著述の束遊犯に日く、

名 11.忘れれれども、東蝦夷 iこ大なるチヤジら持てる者わり、四方険阻

lこして、藤司な l二すがりて出入す（中略〉、チヤジ主 11.椴夷の居所減益の如き

ものか云ふ。

渡島筆記（著述年代不詳）に日く、

チャ γ と云ふ 11.、域のことにて、要害 1：よりて作り、橋必かきあげ、中 ι

り毒矢か射出す。

其他チャシがアイヌの砦なる乙とは、二三の書籍iζ 散見すれど

も、最も債値あるは、安政五年（西暦 1858年）松浦竹四郎氏の束蝦夷日

誌の一節にして、到，1路園釧路町附近にあるチャジの来躍に付 3下の

如〈記せ b0 
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久摺曾所の後 l二チャ o/ :J ~あり、此械に｛t、す＝トム V と云へるも φ

住ぜし由、今素爆の陶器、叉鍛石、雷斧石等ル堀出すことありとく中略〉、，－.Iレト

pν、叉愛 lこ城跡あり、業放や乙名なるメ yjJ/7 ＇！／ に審すに、我等が先租fよる

且し l二て、左の如 E答ふ。

初代、すエトム γ、此者天£り下り、土人の媒か萎として、上なる城 l三位

ぜしと。 す ＝－ Y It雲、ト A Y It ト守 vl二て下ると云ふ義にてあり。其婁

の名｛t知らざる ιじd 其子、トミカヲアイ／、此者 ρ ルトルの城島築き居

住包しが、根、室、厚岸、十勝，三方 Lり攻、来り務城iこ及び、後サ 11'y ナ 11：：城か

築き居りし時、まれ攻来りじが、前の谷地か堀となして防ぎ勝利私得、減晶

子lこ譲り、：：，.y "t 少の方に行寺住ぜしと、名義金身と云ふ義なりとc トミ

チャアイノ、此者弟あり、vヲ甲守トルの上 r：.械か築きー舎利、被室の兵主戟

ひ勝し主、名義金や割し如〈角立わると云ふ義なりとo B サ＝セ〈トミカ

ラアイノの伴入此者サル V ナイの波 iこて諸方の敵か防ぎし－， ~、名義雲の

合ふと云ふ義なりo ,... ク ν ＝セ（同弟なり〉、此者今のヌサ亨 V の械に居

りしと。

此の如〈蓮綿貫主代、今の脇乙名メ ν カグ V 家の先市且の居所なりし色

話しげれば、愛 iこ認し置〈こと然り。

以上の内、松前志に高山と云よ、が如き、東遊言巴 R藤綱にすが b

て出入すと云よ、が如きは、如何かと思はるれEもι是れ著者が賓際
競たるにあらずして、聞きし僅を書 3たるによるものまれば、敢で

替むるに足らずO 兎に角此等の書中氏記する所を概括すれば、チャ

シはアイヌの城砦にして、其擦守の翁めに遺bたるものたるは、復

た喜も疑以を容れまる在 bO 然れども嘗時戦争あればとて、濁立

せる各部落、必しも皆チャジを構へ12!Jと云ふにあらず、甲部落に

はチャジあ bしも、乙部落にはチャシなさ之ともあ bしならえ。謄

振囲拡田のアイヌ明石和歌駒が、予＆t語 bたる口碑の中氏日〈、古a

昔蛇閏アイヌと余市アイ~と職守したる事あ b しが、其時余市民

はチャジあ bしも、蛇旧民はチャ V 在か !J畠云々と、亦以τ一設とす
ー〈しO

チャシ使用の年代

アイヌが数多の部落に牙れ、各や縄立して諸露に散在し、平素

は互に交際せるも、時としては平和破れ、互に劇し〈職害したる乙
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とあるは、彼等の口碑等によ bτ 略ぼ之を知るを得ぺし、叉松前藩

の記録によれば、藩姐武田信贋以来、アイ xと和人主の職守．及び

アイヌ間相互の戦守は、十除回あ bた b。而しτ遺跡．遺物調査の

結果によれば、チャジには或は曾長、若〈は脅長のタト身舟ある一部

の者まで‘長〈住居したるものもあ bしならん、或は等賞Lの際のみ

一時立龍 bたるものもあ bしなら Av チャジ創始の年代は、今之を

詳にする能はずと雄も、使用の終期は略ほ’之を知るを得ペし。即

ち今よ b百二十飴年前、天明の頃迄は間今チャ；（ &t嬢 b居nる者あ
bしは、松前志、東遊言巴l己記する所Rτ 明かな b。蓋しアイヌの守

賞i，は、寛政元年（西暦 1789年）園後アイヌの賞Lを、終 bとするが故民、

寛政年聞を以てチャジ使用の終 bとますは、蓋し適嘗なる推定なる

べS歎。

コロポヅグル説の誤謬

ア4ヌの口碑によれば、往古此地 lとヨロポヲグノV と稿する媛小

人種あ bo 竪穴は勿論、遺跡よ b出つる石器、貝塚土器の類は、皆

此人種の使用したるものにて、 ア4ヌの使用したるものに非ずと

諦し、甚だしさはチャジをもコロポ，ク JVの遺跡な bと云ムものあ

b。但北千島アイヌ（今の色丹土人）には此口碑まし。而して坪井博

士の如きは、此口碑を殆E金然信用し、多年之を唱道し．其設大 tζ世

R.庚 't!> t?. !> 0 然れどもアイヌ臥前比、此地 lζ他の人種が居住せ

しや否やは、別問題とし τ之を措き－竪穴、石器、貝塚土器を指しτ

皆他の人種の遺物なれア iJlの使用したるものに非ずと云ふは、

憶に誤謬たるを見れず。其麓は種々あれ fも、設には之を略し、車

にチャジ研究の結果よ b之を言はん。

チャジがアイヌの使用したるものまる乙とは、前＆t記るす所に

よ b銃 lζ 明瞭にし τ坪井博士と躍も、恐〈は之＆t反劃する乙と能

はまるべし。然らばチャジ内の遺物nる石器、及(.K貝塚土器の類は．
之をアイヌの使用したるものな bと云ふも、亦恐らくは反駁する
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の鮮なかるべ LO 又チャジと密接の関係を有する或る竪穴も、之を

アイヌの使用したるものな bと云ふも、亦恐ら〈は之を否定する

乙と能は宮るベしO 想ふに坪井博士は．アイ$の日碑に重さを置

き．遺跡遺物の調査を疎かにしたるが錆め、誤謬（t路 bたるにあら

ぎる欺。夫れ未開人の口碑には誤謬あ bて信し難き乙と少在から

ずO 媛小人種に閥する口碑の如きは、他の未開人聞にも間々｛専ム

ふる所にして、之を口碑と云はんよ bも、寧ろ未開人の小説と云ふ

を趨営とすべし。殊にアイヌは、自己の知らぎる遺跡、遺物を見れ

ば、濫 blζ之をコロポヲク Jレに蹄するの悪癖あ b。聞く人注意せま

る可らずO

CHASHI OR FORTRESSES OF THE AINU. 

(R亘SUM亘．）

BY T. KδNO. 

(With Plate IJ.) 

1. Definiもionof Chashi. Cltasht" is an Ainu word applied to a fortress 

enclosed either by an open ditch or earth embankment, or protected by steep 

slopes. It is at present generally known by the name of C hasltikot which 

means the site of a fortress, or the place where a fortress was. 

2. Dis色iributionof Chashi. Chashi are distributed throughout the main 

island of Hokkaidδor Y ezo, where more than ninety remains in di任erent

1ocalities have already been recorded. They are also found in the northern 

provinces of Honshu and in the Kurile Islands. 

3. Position and Size of Ch舗hi. A Chashi is generally built on the top 

of a hill, or on the projecting point of a terrace near the sea, lake or river. 

Generally they are located in such places where they can easily procure food and 

water, and can corilrnand a‘wide view of the surrounding country. Their height 

is from 20 to 80 feet, but seldom reaches to more than 200 feet. Their circum-

ference is from 120 to 6oo feet. C lzaslzi of smaller size are more abundant 

than the larger ones. 
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4・ Shapeand Construction of Chashi. The shape of C/zashi is mostly 

irregulady oval or circular in outline，。rrarely irregularly square or triangular. 
A Cんas/tisituated on the projecting portion of a terrace is generaily separated 

from the rest of the elevated land by an open ditch, the remaining side being 

left in its natural日lope,or c山ircli昭 stepsformed on the declivity. That which 

is built or~ the top of a hill, has generally an open ditch dug round its base, 

or has its slope made very steep. 

5. Remains in the Inside of Chashi. Remains dug out from within the 

enclosure of C !tashi・varya grea士dealin different localities. In some places, 

fragments of .pottery and stone implements, such as stone-axes and arrow-heads 

are found ; in others besides these remains, iron implements are also found ; 

while in others only iron implements are dug out. All these remains are quite 

similar in character to those found in pits near by. 

6. Relation between Chashi and Pits. Pits may be found either within or 

outside the enclosure of Chashi, or sometimes they may be entirely absent from 

the vicinity of a C!tashi. From these facts, we may safely infer that some 

people in some period built both Chasin" and pits together at the same place. 

7. By whom were Chashi built 1 According to old Japanese literature 

relating to the subject, Chashi were built by the Ainu. Moreover, in the 

traditions of this people, it is transmitted that their ancestors built these 

Chas/ti in time of war. 

8. Date of the Making of Chashi. Although we can not tell when 

Chas hi日rstbegan to be built, yet we know the latest period of their use to 

be about one hundred years ago, i. e. at the end of the eighteenth century. 

9. Erroneous Views concerning the Koropokgurn. According to the tra-

ditions of the Ainu, there lived in Yezo a dwarf race called the Kot’opokguru y・

and pits, stone-implements, shell mounds, and pottery are all the relics of this 

people. But there are many strong proofs against the veracity of this tradition. 

Even from the studies of Chas/tt' alone, it is evident that the Ainu used at first 

stone implements and pottery, and abandoned their use at the introduction of 

iron implements; and that the Ainu lived in pits at some period. 
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Chashi or Fortress at Moshiriya, Kushiro. 

銀11路闘釧路町字モミ／リヤのチヤジ





日本産曜蛾科の新種

素木得

（第参園！仮〉

NEUE FORFICULIDEN JAPANS. 

VON T. SHIRAKI. 

(Tn dem Entomolahobtorium der Land、virthschaftlichcnHochschule zu Sapporo.) 
( :VJ it Tafel III.) 

In der Monographic der Forficuliルn Japans (Journ・ SapporoAgr’i Coll. 

vol. II. pt. 2. 1905) habe ich mit Herrn Professor Dr. S. MATSUMURA zu 

sammen 3 neue und 5 bekannte Arten veroffentlicht. 

Da ich seitdem 5 ncue Arten gefunden habe, mδchte ich hier diese Diagnosen 

bckannt machen. 

Diesc wcrtvollen Materialcn wurden von Herren Dr. S. MATSUMURA, T. 

NAGASAWA, H. OKAMOTO und w. lSIIIDA gesammelt, dafiir mochtc ich hiermit 
meinen herzlichen Dank aussprechen. Ferner muss ich hier meinen verbindli-

chstcn Dank vcroffentlichcn, class ich unter Herrn Prof. S. MATSUMURA’s 

Leitung diese Arbeit fertig gemacht habe. 

I. Gatt. Labidurodes BoRM. 

1879. Labidurodes (Typ. : L. robustus), DUBRONY (BORMANS) in : Ann. 

Mus. Genova, v. 14 p・355・（舌）

1900. Labんあrodes, A. De BORMANS u. 日． KRAUSS, Tierr., Forf. und 

Hemimer., p. 39・

2 Ncue Arten: 

I. Labidurodes nなritusn. sp. (Fig・. 1 ). 

Karper kraftig, glanzcnd schwarz. Kopf schwach lζonvex, !anger als breit. 

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., vol. I. 1905.] 
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Fiihler 20-gliedrig : Glied 1. lang und dick ; 2. sehr klein, kugelig; 3. fast so 

ang wie das 1., aber dunner als das I. ; 4. und 5. sehr klein, kugelig; die 

iibrigen Glieder wie bei Labidu打1,schmutzig schwarz. Pronotum fast recht-

winklig, kaum so breit wie der Kopf. lkr Htnterrand des Pronotums ein wenig 

abgerundet. Fli.igeldecken vorhanden, etwa doppelt so Iang wie das Pronotum. 

Fliigelschilppen hervorragend. Scutellum bedeckt. Beine mittellang, ziemlich 

kraftig, seitlich zusammengedriickt, schwarz ; Schenkel ein wenig verdickt ; 

Tarsen wie bei Labz・＇durarが仰’zム kastanienbraun. Hinterleib bei den beiden 
Geschlechtern mit Seitenfalten, Glied 3・und4. von der Basis bis zum Vorder-

rande des letzten Tergiten deutlich verbreitert ; Unterseite kastanienbraun. 

Letztes Hinterleibssegment : beim Mannchen breit, fast quadratisch ; beim 

W eibchen nach hinten etwas verschmalert. Zange schmal, symmetrisch ; beim 

Mannchen stehen sie an der Basis auseinander und viel kiirzer als die Korperlange, 

sehr schv,ach eingebogen, an den Innenseiten mit cinem feinen Zahn und mehrere 

kleine Zahnchen versehen ; beim W eibchen an der Basis zusammen liegen, 

unbezahnt und viel k泊rzer als die Korperlange. Pygidium deutlich, beim 

Marmch~n dreieckig，’ beim Weibchen fast quadratisch, an den Seiten je mit 

einer V orragung. 

Korperlange : 

Pronotumslange : 

Pronotumsbreite : 

:Fltigeldeckenlange : 

Fliigeldeckerr.breite : 

Hinterleibslange : 

Hiiiterleibsbreite : 

Fiihlerlange : 

Zangenlange : 

~ 14 mm.; 

~I・7mm.;

合 1.6mm.; 

合 3・zmm.;

会 I・3mm.;

合 7・5mm.;

合 3 ロlffi.'

合 8 nun.; 

合 12mm.; 

♀ 13・5mm. 

♀ I・7mm.

♀ 1.6 mm. 

♀ 3 ロ1m.

♀ 1.3 mm. 

♀ 7 mm. 

♀ 3・3mm. 

早 8 町1m.

♀ 3.8 mm. 

Nur zwei Exemplare （舎 u.♀） aus Jδzankei, gesammelt von Herrn H. 

OKAMOTO (JuH, auf einer Baumrinde). 

Trivialname : JC111'0-hasamz'112ushi. 

2. Labz'durodes .formosanus n. sp. (Fig. 2). 

Korper zart, schmutziggelb etwas rotlich einspielend. Kopf schwach 

konvex, mit dem roten Scheitel und dem hellen Mundteil. Fiihler schmutzig-

gelb, 20-gliedrig ( ?) : Glied 1. lang; z. sehr klein, kugelig; 3. ein wenig 

kiirzer als das I. ; 4・sehrklern, kugelig ; 5・lang; die fibrigen wie bei Labidura 

fがm’ia,aber etwas schmaler. Pronotum fast quadratisch, breiter als der Kopf. 
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Pronotum an den Seiten und am Hinterrande matt, blassgelb, in der Mitte mit 

einer braunen Langslinie, die sich iiber die Nah主derFliigeklecken und Schilppen 

erstreckt; Flilgeldecken und Schilppen strohgelb, an den Seitcn schwarzlich. 

Scutellum bedeckt. Beine strohgelb, mittellang ; Sche叫王εJ,Fiisse und Hinterleib 

wie beim L. nigritus,, das letzte glanzend und rotlichbraun. Zangen beim 

Mannchen an der Basis auseinander stehen, gelblichhraun, allmahlich nach aussen 

gebogen und an dcr Spitzc zusammenstossend. Pygidium bcim Mannchen wie 

beim L. ni'gritus" 

Korperlange：合 8.5mm. 

Pronotumslange：合 I・5mm. 

Pronotumsbreitc：合 1.2mm. 

Fliigeldeckenlange：合 2・5mm. 

Fliigeldeckcnbreitc：合 o.8mm. 

Hinterleibslange：合 3・5mm. 

Hinterleibsbreite：合 2.1mm. 

Fliigellange : ・合 11mm. 

Zangenlange：合 3.6mm.

Nur ein Examplar （合） aus Formosa (August), gesammelt von Herrn T. 

NAGASAWA. 

Trivialname : Sufi二hasamimuslu'・－

II. Gatt. Anisolabis FrnB. 

3 Neue Arten : 

I・Anisolabis pallipes n. sp. (Fig・3).

早..Korper oben kastanienbraun, glanzend. Mundteil gelbbraun. Fiihler 

15-gliedrig, wie beim A. marginalis, dunkier; Glied I. und 2. gelbbraun, 

Glied 12. und 13. gelb. Pronotum kastanienbraun, der schmale Seitenrand 

gelbbraun. Die riickgebildete (seitlich stehen.de) Elytre schmal, elliptisch, den 

Seitenrand des Mesonotum bedcckend. Metanotum wie beim A. maritima 

gebildet. Beine lichtgelb, zuweilen mit dunkler Tibialbasis. Seitenfalten am 

2., 3. und 4・ Abdominaltergitenvorhanden, aber kaum sichtbar, letztes Tergit 

trapezformig, hinten stark verschmalert, in der Mitte mit einer Langsfurche. 

Zang;narme an der Basis zusammenliegend, oben dreikantig, unten platt und 

an der Innenseite mit mehreren kleinen Zahnchen. Pygidium unsichtbar. 

Kor per恰nge：♀ 7・I mm. 

Pronotumslange : 

Pronotumsbreite : 

♀ 1.2 mm. 

♀ 1.15 mm. 
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Mcsonotumslange : 

Metanotumslange : 

Fltigeldecl王enlange: 

Hinterleibslangc : 

Hinterleibsbreite : 

Fiihlerlange : 

Zangenlangc : 

♀ 0.65 mm. 

♀ 0.25 mm. 

♀ 0・7mm. 

♀ 2・75mm. 

♀ 2.3 mm. 

♀ 3・5 mm. 

♀ r.6 mm. 

N ur ein Exemplar （♀） aus Takasago in der Sammlu昭 von Herrn Dr. S・ 

MATSUMURA. 

Trivialname : Kiashi-hasamimushi. 

2. A nisolabisβ1llc1.r n. sp. (Fig. 4). 

Form wic beim A. mar ginali・s, aber klciner. Ki:irper oben pcchbraun, 

glanzend. Mundteil gelbbraun. Fi.ihler 16 glicdrig, wie beim A. marginalz・s,

dunkler; Glicd r. und 11. (ein Tei!) gelbbraun, Glied 12. und 13・（oderein 

Teil) gelb. Brustschild und Beine schmutziggelb; die Basalhalftc der Schenkel 

so wie auch die Schienen etwas dunkler. Die 6. und 7. Hinterleibssegmentcn 

am Hinterrande nicht heller wic beim A. marg均alis,letztes Segment bisweilen 

dunkler. Bauch heller, gelb behaart. Zangen bei den beiden Geschlechtern 

wic bcim A. marginalis, abcr deutlich dunner. 

Korperlangc：舌 9・5mm.; 

Pronotumslange：合 I・3mm.; 

Pronotumsbreitc：合 r.rmm.; 

Mesonotumslange : 

Metanotumslange : 

Hinterleibsl込nge:

Hinterleibsbrcitc : 

Fi.ihlerlange : 

Zangenlange : 

合 0・7mm.;

合 0.5mm.; 

合 5・5mm.; 

合 2.2-1・9mm.;

合 5・5mm.; 

1
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♀ 0・9mm.

♀ 0.65一0・5mm. 

♀ 6.0-7・5mm. 

♀ 2・52.0 mm. 

♀ 5・5mm. 

合 Linksarmr.6 mm., Rechtsarm I・4m瓜；

♀ 2.2 2 mm. 

7 Exemplare (3合 u,4♀） aus fosel Ogasawara, gcsammelt von Herrn Dr. S. 

MATSUMURA und ein Examplar aus Hamana, gesammelt von Herrn W. ISHIDA. 

Trivialname : Ko・lzzges hiro-hasami-mus hi. 

3・Anisolabis piceus n. sp. 

Der Form und der Far bung nach wie beim A. j詠!lax, Ftihler und Beine 

aber einfarbig, der crstere 22-gliedrig・Zangenbei den beiden Geschlechtcrn mit-



SHIRAKI : :'.'¥EUE FORFICULTDEN JAPANS. 95 

einanclcr ahnlich, uncl ・wie beim♀ von A. marginalis gebildet uncl gefarbtsincl. 

Korperlange：合 9・5111111.；早 12・59・5111111.

Pronotu111slange : 

Pronotu111sbreite : 

Mesonotu111slange : 

Metanotumslange : 

Hinterleibslange : 

Hinterleibsbreitc : 

合 I・3mm.; 

合 2.1mm.; 

合 I.I111111.; 

合 0.6mm.;

合 57.8 111m.; 

合 3・1-2・7mm.;

♀ I・5-I・3mm. 

♀ 2・3mm. 

♀ I.I mm. 

♀ 0.7111111. 

早6.5mm. 

♀ 3・5-3.8mm. 

Fiihlerlange：合 IO:Imm.；♀ IO.I mm. 

Zangenlange：合 3・5-4・0mm.；♀ 3・5-2・7mm.

6 Exe111plare (2合 u.4♀） in cler Sammlung von Herrn Dr. S. MATSU-

MURA aus Insel Ogasawara (August). 

Trivialnamc : Yanii"ro-lzasamim1ばんi.

I 5. Nov., 1905・

ERKLARUNG DER ABBILDUNGEN. 

Tafel III. 

Fig. I. Labidurodes nなげt11sn. sp. 

a. Mannchen; b. Tarsen; c. Za昭edes ♀ 

Fig. 2. Labidurodes .fo1’mosanus n. sp. 合

Fig. 3. A nisolabz・spallz》esn. sp；♀ 

Fig. 4. A nisolabz・s.fallax n. sp. 

a. Weibchen; b. Zange des 合

摘要

量~ i乙、余は理串博士松村松年先生と共 l己、本邦 l乙‘於ける耀捜

を札幌農皐校紀要に Monographiecler Forficuliclen Japans として、八種

を言己載せbo 其の中五種は新極左 ！＞ ~。今年先e生及び永津定一君、

石田和三郎君並に皐友岡本半次郎君の四氏の採集物中に五種の新

種ある事を接見せ b、依て鼓に NeueForficuliclen Japansとし℃接表す。

其の名古附せる事ェ下lの如 Lo
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I. Labidurodes nigritus 11. sp. Fig. 1. 

2. L.片11'’mosanus11. sp. Fig. 2. 

3・ A nisolabis f al lax 11. sp. 

4. A. piceus 11. sp. 

5. A. pallzpes 11. sp. きあしは 3みむし Fig. 3・

此等各新種に就き簡車なる設明をま~んに

Lαbidttγodes nigrz"tus 11. sp. 〈ろは 3みむし

杢健黒色にして党漂あれ鯛角二十節、銚子は雄虫のものは細

長にして内側の中央に一本の小歯を有し、雌識のものは知かくしτ

微小．歯を有せずO 腫長四分六厘万至四舟三厘O

L. fonnosanus 11. sp. すぢはさみむし

前種と同属 lとして、躍は汚黄色を呈し、鯛角二十節（？）、前胸脊

の中央よ b鞘麹の中央を通過して綾麹端に至る一本の稿太き褐色

の縦線を有すO 鉄子は黄褐色を呈すO 髄長二舟七厘O

A nisolobis f al lax 11. sp・ 乙υげしろは 3みむし

杢樫以げしろは 3みむしに似れども、其異なる賭は腫の小なる

と．鯛角十八節よ b成 b、第一及第十一節の一部は寅褐tとして第十

ニ及第十三節（或は其の一部舟）は黄色を呈する事とな b0 睡長三分

万至四分。

A. piseus 11. sp. ゃにいろはさみむし

形態及び龍色前種に等しく、大 3も精同大志 b0 きれど胸角及

ぴ脚は杢瞳同色な !J0 

A. pallipes n. sp. きあしは 3みむし

金韓黒褐色にして党漂強〈、燭角は拾五節よ b成 b、第一及び

第二節、は黄褐第十二及ぜ第十三節は貰色を呈すO 鞘麹は幅狭〈し

て、 中胸背の南側に存在し℃短かし 後麹を候く事前二種』t等し。

脚は淡黄色を呈すO 腫長二分五厘。

札幌農皐校昆議皐賓験室，t於て。
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本邦産蓄被科植物の菌核病

宇津拘

SCLEROTI NIA-DIS EASES 

OF ROSACEOUS PLANTS IN JAPAN. 

BY 

}UN HANZA WA. 

Assistant Professor of Botany in the Sapporo Agricultural College. 

，、

蓄積科組物の果賓の皮膚に友色の小癌を生じて、果賓を褐色に

腐敗せしむる病害は、欧米井ひに本邦の果樹園に、普〈見る所のも

のにして、英米に℃は Brown rot or Black rot of fruits, 濁逸にては

Schwarz危ule,Moniliafaule oder Polstelschimmel，悌蘭西 lこ℃は Rotbrun 

des fruits立 noyaux，本邦にてはもに bや病、黒腐病又は友星病とい

よ、c

乙の病害は夙 ft皐術界 l乙知られた bしを以℃、其碗究も多く、

従てまた記事に富めbo 其始めて菌皐的研究に着手せし者は、 PER-

SOON (1796）にして、褐襲せる果賓に、一種の死物寄生菌なる、 Torula

／均ctなenaの寄生する之とを報告せ b。後五年 lとして全氏は之の病

原菌を Monilia属re.移 L、M.fructigenaとなせれ而して V.T.HUMEN 

弁以に HALLIERがとの病害の経済的債値を唱道してよれ E.SMITH, 

CAVARA, BRIOSI, HUMPHREY, GALLOWAY, SCHROETER, WEHMER, 

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.] 
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WORONIN, FRANK, KRUGER, ADERHOLD等の研究する所とな b

て、一般果樹の恐るべき病害として知らるるに到 b向。

又本邦に於ても果樹裁培業の霊安達と共に、もに bや病の蔓延を

来たし．農皐士千石興太郎氏は明治二十七年（1894）に北海道果樹協

曾雑誌に李、芋果のもに hや病を記載し、白井理皐士、出回井に山田

ニ農皐士氏等の植物病理皐書には友星病、又は黒腐病とし℃多少の

記載あれ予も亦明治三十四年（1900）に北海道農舎報にもに hや病

に閲する一般の記載を芯せ b0 

上越せる如くもに bや病は、夙に多くの菌皐者によ bτ、研究

せらる、にも拘はらず、菌の生活史を明かに知る乙とを得ぎ bしを

以て、其の真正まる舟類皐上の位置は、不明に属せ bo 然るに 1902

年に NORTONn は子嚢盤を接見したるによれ今迄紛令た bし所

設も明かとなれ SCHROETERが橡言の如く Selerotinia属中に入る

べきものとなれ百年来襲用せし .kl.fructなena なる菌名は、只に該

病害のー舟生胞子時代の名に過ぎぎるに到れ b0 

其綾 ADERHOLD井onこRUHLAND2）二氏は、詳細なる暁究を

なし‘今迄果樹のもに bヤ病として記載せられしものに、三種の異

なれる病原菌、即ち Sckrotiniaf rztctigenα，Scl. lax,i，井ぴに Sc!.cz"nerea 

の存在せる乙とを確めた b0 

元来果樹のもに bや病（蕃萩科植物の菌核病）たる．急激に果樹

を枯死せしむる等の乙となしと雄も、花、葉、枝井onこ果音等果樹の
諸部 lこ寄生霊堂病して少なからぎる損害を輿ムるものなるか上に、年

と共に盆今其の被害を増加する傾向あれば、予は詑に其の一般を紹

1) Norton: Sclerotinia fructigena.-Trans. of Acad. of Science of St. Louis. Vol. XII. 1902. p. 91-

97. Pl. 4・

2) Aderhold und Ruhland : Zur Kenntniss der Obstbaum-Sklerotinien.-Arb巴itenaus der Biolog. 

Abtheil. f. Land.-und :Forst-Wirthschaft 乱usKaiserlichcn Gesundheitsamtc. Bel. IV. 1905. S. 428-442. 

Taf. 1. 
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介して、世人の注意~ 催かし、以て該病背t防駆除の一助となさんと

す。

予は此緋究をなすに嘗 b恩師宮部博士は懇切なる指導を垂れ

られ、且つ先輩諸氏殊に平壌直治、山田玄太郎、西田藤次氏等は有盆

在る補助を輿へられたるととを誌に深〈謝すO

被害植物

蓄積科植物中菌核病 lこかミるものは Pomoz'demとPrzmoidea:との

こ亜科にしτ梨、卒果、槌梓等は前者に属し（）模、杏．李、桃井ぴ lこ梅

等は後者に属す。

病 徴

本病害は花、葉、枝2え呆賓の諸部 l乙寄生器病するものなれば、従

て其の病徴 lこも亦多少の差異あれ今各部に就℃之れを説明すれば

花の病徴一一一花＜ 苫れ病と稲し棲井ぴ、に苧樹の花期に際し

て費病し恰も霜害に週以たるが如く、花叢全部の枯死を来たし調

垂するものな ho 而しτその麓色は花の柱頭よ bするもあれば‘、

叉葉の中肋部にー小遜色部を生じ漸次憤大して葉柄 lこ入れ花叢

の基部 iζ 達しO 之れよ b逆上して、花梗に侵入し、遂に杢花叢を枯

死せしむo 而し℃被害部の全面にば双白井と入’に淡桂黄色の小癌

を生じ、多俸の細粉lを飛散せしめ、且つ果樹園内に悪臭を放散すO

果責の病徴一一一果賓の樹柏、 lこ附着せると、地上に落下せし綾

とを問はず、其一部に褐色の小瑳駄を生じ、漸次鐙色部~憤大し

て杢果面 iこ及び＼麓色部RIユ環状又は不規則に多数の；択色又は淡

黄色の小癌を族生し、之れに鯛手すれは粉痕の附着するを認む。

悪臭を附随し、被害の果肉内には黒色の菌核の形成すO

葉の病徴一一概及び苧樹の葉氏見る所 lこし℃、初めに褐色lの

小瑳の生じ、後其の輪廓を増大して葉心井び lこ葉柄に蔓｝延し、其

部 lζ 灰白色の小癌を生ずO

4 訟の病徴一一 FRANK 井ぴに KRUGER 雨氏が棲樹のもに fj~
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病 lζ 就℃なせる研究によれば、被害果賞及び花、葉を附着する枝

は、該病菌締の侵入する所となれ枝の被害部と健全部との堺界

はは、 rゴム j質物を卦泌するによれ之れを認識すべしといへ b0 

病原菌

菌綿（Mycelium）一一菌綜は被害部の組織内に見出 3れ、無

色厚膜にして其細胞内には多核．多丞胞を有し、原形質は細粒に

富み、多くの脂肪球を合有すO 幅は 7-12μ Iとして、稀に 3μ なるも

のあ b。多岐に牙かれ、外皮細胞に並行し、叉は種令の方向に迂

問し、或は重復し、或は互に癒着し℃ H字形をなし‘表皮の直下氏

集ま bて、小塊となれ盆 φ分岐し途ーに表皮を破 hτ 外方 lζ 出て、

果面に小癒を生じ、乙乙に胞子を形成す。

弥生胞手（Conidia）ー舟生胞子に大小の二種あ bて、大を

大形舟生胞子（Macroconidia）とい以、小を小形舟生胞子（Micro-

conidia）といよ、。共に車胞よ bなる。普通被害部に見出当るるも

のは、大形分生胞子にして、菌訴の先端に念球技に附着し、相互相

接する所に Papillae! あ 9"C、之の部よ b分離すO 胞子の形成法は

先端後生（Acrogene) ！こして最上部のもの最新なれ之れ芽生法

(Budding）によ bて形成せらるるがためな bo胞子は膜薄し内容

一様にして無色、多核．多~胞を有し、卵形或は楕固形にして、犬二5

種類によって同じからずo 小形舟生胞子は叉被害部井ぴに培養

中に見出 3れ大詰 2.-4.5μ （普‘通 3・μ）にしτ球形をなし、無色透明

な bo 先年弘前井び lζ 室龍支醸管内よ b来たれる苧果の花＜ 苫

れ病の被害部、井ぴに大形舟生胞子の培養中に小形分生胞子を見

出せれ該小形分生胞子は其後の撃を育不明なるものにして、既に

DE BARY は之れを疑はし 3精子（DoubtfulSperm a tia）と命名し、常

ほ附記して恐らくは子嚢菌科の生殖作用を有するものならんと

いへ hc 先年末だ子嚢盤の接見せられぎ bし時には此の小形分

生胞子の存在する事によ bτSclerotinia属に属すべきもの．となせ
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れ即ち WORONIN(1888）は SclerotiniaVacciniの研究の際 Monilia

に類したる大形分生胞子井びに小形分生胞子を接見し、該Monilia

は Sclerotiniaの不完杢時代のものにし℃小形舟生胞子は雨属の連

結者なるべしといひ。又 WINTERは MoniliaをSclerotiniaの Chlamy-

dos poreの時代と小形舟形胞子の時代のみを存し其の他は悉く泊、

減せるものな bといへ h。

菌棲（Sclerotium）一一被害部の組織内又は培養基上の菌綜

は早晩密に集合して、タト唐 lと黒色の色素を形成しτ菌核となるO

越年性を有し．形成後二年を経℃子嚢盤を費生すo Monilia .fruc唱

tz"g-ena菌の菌核を形成する乙とは嚢に知られたる事賞にして、

WEHMER は大形舟生胞子を培養せる際に液中に菌r椋の粗に組

合し --Cr.-2. mm大の菌核を形成せるを認め、叉 TUBEUFは苧果の

乃木伊肢呆賓の表皮下又は表皮上に菌核の存在を認め， WORO-

NIN も亦牢果内に二様の異なれる菌核を接見した b。然れ C:も

何れも其後の稜育を認むる乙と能はぎ IJ~。予も亦明治三十二

年（I 899）に札幌医内なる水原果樹園に℃採集せる梨果の表皮下

に、果心を園鰭して数多の黒色塊を接見せしを以て．之れを鏡下

lこ検せしに確かに一種の菌核な !Jきo 依 τzれを嘗時研究中な

bしSclcrot:niaLibertia仰の菌核と比較せし に菌緋の細少にして其

の組合法の組なるのタト喜も差あるを見事・ hき。之れを地中 l乙埋

め其後の経過を見しに終に子嚢盤の費生を認め得ぎ IJき。今日

に至って之れを思へば、其組合方の粗なるは菌核の未究成熟せ

きやるの故にして．子嚢盤を費生せしめぎ bしも亦Uべな bしな

IJ o ADERHOLD 井ぴに RUHLAND 雨氏によれば総℃の被害果

官は其年内に未熟の菌核を生じ、翌年に到つ℃徴密となれ第三

年比及び子嚢盤を費生すといよ、。此事賓は普通の菌核と其趣き

を異にするものにしτ、永吉間子嚢盤の知られぎ bしも亦此に基

くものな b0 
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子嚢盤（Ar:othecia）一一子・嚢盤は鐘股；；は漏斗肢にしてち土

色をなし、一柄の長ヨ約 .5-5.cm直径 I・5-3.mm盤の直径 3・－5.mm中

央に凹みあれ子嚢及び総股瞳を有すO

子嚢（Ascus）一一囲柱股又は視棒肢にし℃頂端厚〈無色透

明にして頂端に沃度に染色せぎる孔あ b。子嚢の太 3は陸類に

よって同じからずC 中に八個の胞子を識すC

子嚢胞子（Ascospore）一一卵形又は楕固形にして雨端尖れ

るあ b純固なるあれ透明にして大 3種々あ hー列又は二?iiJlこ排

列すO

繍献瞳（Paraphyses）一一一多胞の細綿にして幅 2・M Jとして長

さは略ぽ子嚢と同 l:c

生活史号

菌核病は其端緒を果樹の開花期に費し、被害部氏蓮鎖技大形分

生胞子を形成し、叉は小形分生胞子を形成すO 大形舟生胞子は秋期

果賞を襲ふて其の表面に灰白井onと淡樺黄色の小癌を生じ、盛氏胞
子を形成し℃病害を惇搬流行せしめ、果肉内の菌綜は密に集合しτ

菌核とな L 二年の後子嚢盤を費生して、子嚢胞子を放散し、病害を

新らたに起3しむo 万木伊肢に乾縮せる被害の果音は其優越年し

壬翌年適宜の潟視を得れば再 (.X小癌上 It.大形舟生胞子を形成すC

叉樹枝の組織内 lと潜在せる爵核も多年生活力を失はずして年々胞

子を形一成すO

胞子の侵λ方法

菌核病菌胞子の侵入方法に閲しては SMITH, GAしLOWAYタ

ADERHOLD氏等の詳細なる研究あ b℃充卦判明となれれ ADER-

HOLDは其の侵入個所を衰弱せる場所又は柱頭な hといびcFRANK 

とKRUGER雨氏は葉よ b侵入して後花叢を犯かすといふoWEHMER 

は侵入作用は果賓の熟、不熱、又は潟策の多少によ bて差あ hて、堅

皮のものはのは傷口よ h入れ軟皮のものは損気の存在によって直
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ちに皮膚を貫通し核果は気孔よ b入るといへ b。予が弘前地方に

て聞きたる所叉本年紋笹地方よ b主主 b来たれる苧果の花＜ 苫れ病

に就℃は肢は其の病徴の部にて記載せるが如〈、菌の侵入は柱頭又

は葉よ hし、果賓にては傷口又は虫の入 hし跡及び病果に附着する

健杢無傷部 ibすC

誘 因

果樹菌核病の誘因とな b得ぺ主事賓は次の場合主 hEすO

1.) 多爆欝蒸井 (Xに大風等の屡今在る場合c

z.) 土壌の低擦なる場合。

3・） 窒素質肥料を多施せる場合。

4・） 光線の透通井ぴに通風あしき場合。

龍防騒除法

低携の地は高燥の地に比して被害多〈、空気の流通よく日光の

透通善良なる果樹園には被害少なく o 硫酸銅井と入’に硫酸銭等には

該病菌胞子は死滅する等の事賓よ b環防駆除の法を案出すれば

譲防法

1.) 果樹圏内には適嘗の排水を行ムぺ L0 

2.) 趨嘗なる男枝法を年令行ムベ L0 

3・） 樹の周園に生石放を散布すべL0 

4・） 被害果樹井ぴに健杢なる果樹は共に秋期落葉前井ぴ’に翌春

開花前 lζ ポル fク合商）を濯注すぺ L0 

騒除法

5・） 被害の花叢、葉、枝井ぴ R果賓は悉く集めて焼き棄つべ L0 

病原菌の種類

ADERHOLD 井ぴに RUHLAND雨氏に従ひ蓄積科植物の菌核

病菌を記すれば下の如しO

I. 果面民生ずる小癌は淡黄色大形にして子嚢胞子は雨端尖

れるもの（苧果井以に梨果』t寄生す）。 Sci. fiγuctigena. 
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果面 lζ 生ずる小癌は友色小形 tとして子嚢胞子は雨端鈍国

在るものO II. 

IL 子嚢の長径 .120μ 以上、子嚢胞子の長径 IOμ 以上なるもの

（杏に寄生す）o Sc!. laxa. 

子嚢の長径 120μ 以下、子嚢胞子の長径 IOμ 以下なるもの

（棲．桃、等lこ寄生す）。 Scl. cineγεα． 

Sclerotinia fructigena (Pers.) Schroeter. (1893) 

lvlonilia (Sub. Sect. Torula）ノヤuctigena,Pers. ( I 801) 

SporotricんumfructなemmzLink. (1833) 

Oidi jシll

Torztl，α fructz~「ena Pers. ( 1796) 

Stromatinia fructigena Riもz.Bos. (1903) 

菌核は呆賓の内部 R果心を園緯して形成せらるるものなれ芝

も時に外部 lこも生する乙とあれ厚.芸 Imm、外部は黒〈内部は白し、

二年の後子嚢盤を形成す、盤の柄は卒滑にして長遣さーはcm幅 Imm、

盤は鐘吠漏斗形にしτ中央に僅かの窪みあ L 平滑にして直径 3・－
5.mm、友黒色O 子嚢は視棒肢固柱形にし℃頂端は鈍園、基部は僅か

に細〈なれれ先端の孔は沃度にて青染せず、長当 120-180人幅 9-12μ。

子嚢胞子は斜にー列又は二列に排列し．卵肢紡錘形をなし、雨端尖

れれ透明にし℃長当 I1-12.5μ，幅 5.6-6.8μ。綜扶躍は多胞よ bな b

長さ 175-18011、幅 2・5/lo

大形分生胞子 （l/1oniliafructigena Pers.）一一ーノj、癌は祷放をなし環賦

又は不規則に形成す、初めは白色紙毛の如く後大形分生胞子を生じ

淡楼黄色となる、大形分生胞子は連鎖、肢に長〈牙岐し、卵固又は楕

周航卵固肢をなす、長さ 18-23μ 幅 9-13μ0

小形分生胞子は携子瞳の先端 lこ連鎖肢に生じ、球形 lこし℃透明

直径 2-4・5μ〔普通知）。
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草樹及び梨の呆賓を腐敗せしりるとと普通なれども叉卒樹に

寄っτは花を有する枝を襲ひτ．其の葉及び花を腐敗せしむ、先年弘
前地方井0・l乙室蘭支癖管内 J:白の花＜ 苫れ病害標本には小形舟生

胞子をのみ存在し℃大形舟生施子を有せざbL之れ予が該標本氏

接せるは何れも八月干句にし℃羅病の時期よ b多〈の日教を経過

せし綾なれば‘低 lt大形舟生胞子の飛散し去 bたる後な bしならん、

然れども其組織内には確かにもに bや菌の菌締を合有せれ然る

に本年六月膿振園紋If村よ b来たれる花＜ ~れ病の標本には多数
一噌，－ー『ーーー－－－ーーー・ 惨 ξ仁

の大形芳生胞子を附着せれ又山田玄京郎氏の通信によれば盛岡地

方の卒樹に於℃も此菌の錦めに襲はれ其の被害部氏大形舟生胞子

を見出せ bと。

本病菌は欧米民在つ℃は梨．苧果の栽培地に普通に見出さるる

ものなれば、本邦に於℃も、之れが栽培地たる本邦北部の地方即ち

東北、井ぴに北海道には多少存在するーものなるべし予が今日まで該

蕗を賓見せるの地は盛岡、弘前．札幌．余市．紋竃等な bとすO

Sclerotinia laxa (Ehrenb.) Ader・h.et Ruhl. 

Monz万d!axa, Sacc. et Vogl. (1886) 

Oospora !axa, Wallr. (1833) 

Acrosporium !axum Pers. (1822) 

Oidium !a:rnm Ehrenb._ (1818) 

菌核は表皮下に生じ、外部黒色内部白色．厚さ Imm二年の綾

子嚢盤を形成す、盤の柄は長苫 1-2 cm幅 Imm、平滑な bo 盤は鐘

紋漏斗肢にして扇卒、暗褐色にして縁港僅かに淡色、宜径 3-6mm。

子嚢は困柱般にして頂端鈍周．先端には沃度に青染せぎる孔を有

す、長さ 121 ・5-149・9/1、幅 8.5-11.8p。子嚢胞子は入個 ~r. して常にー列記

排列す‘爾端鈍固にし℃長漬 I I・5-13・5μ，幅5i2-6.9p0締賦腫は子嚢と

同長 ItL℃幅 2・5/lo・
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大形舟生胞子 （Monz百alaxa Ehrenb.）一一菌綜は細〈して鱗毛の如

く、白色なれ小癌は環，吠に生じ、大形舟生胞子は連鎖就にな b℃虞

〈分岐し、卵国肢 νモシ形にして、透明又は灰色、長 j 12・4:-'23.8μ 幅

9・3:---15・5(1。
小形舟生胞子は捨子惜の頂端に連鎖、肢に生じ球統一透明、直径

2 4・5,11（普通 3列。

杏の果賓を腐敗せしむ。

Sclerotinia cinerea (Bon.) Schroeter. (1893) 

Sclerotinia j仰げなma,N ort. ( 1902) 

Jvlonz万G cinerea, Bon. (1851) 

Jv!om・b・aKusanoi, P. Henn., Engl. Botan. Jahrb. Bd. 32・

(1903) S. 45 

菌核は表皮下lこ生じ時代表皮上にも生ず、外部は黒〈、内部は

白し、厚志 Imm0子嚢盤は多数に形成せられ、盤の柄は長苫 3-5 cm、

幅 I・53 cm、基部は黒色にして、頂部は淡色な bo 盤は始め鐘肢をな

せども綾属平となる、直径 2-15mm（普通 5-8mm）暗色な b0 子嚢は

囲柱放にして、項端僅かに厚〈、先端には沃度に青染せぎる孔を有

す、長き 89・3-107.6,11、幅 5・9-6.旬、子嚢胞子は入佃にして、斜にー列｛ζ

排列し雨端鈍l圏、長 j 6.2---9・3μ，幅 3・1-4均lo

大形分生胞子 （Jvloniliacincf'ea Bon.）一一小癌は灰色にしτ菌綜も
亦反色、大形分生胞子は楕固肢レモン形 lとしτ長ヨ 9・3-14・5！ヘ幅6.2-

12.4μ （普通 9・3/1），淡灰色な b0 

小形卦生胞子は捨子簡の頂端 lζ 連鎖肢に生し、球服透明にし℃

直径 2-4・5,u.（普通 3,11:o

模、桃、せいやうすもも、栴等の果貫井ぴ lζ概葉に寄生し之れを

腐敗せしむ、札幌附；圧 に見出 3るるものは果賓の病害にして、葉の

病害は東京附近に見る、予は明治三寸三年西田農皐士が東京に於
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て採集せる、山棲の葉の Monilia病なるものを、氏の厚意によ bて鏡

検するを得、恐らくは棲賓を犯すものと同一物ならんと思考せb。然

るに P.HENNINGSは同年同所.＇こ於 τ、草野理皐士が採集せる山棲
の葉の Mo凶lia病菌 lζ 到し、之れを新種として、之れに Jl{onル・aKusmzoi 

在る名稿を附せれ乙れよく M cinereaと類似すると雄ども、只其大形

分生胞子の大きに於て稿小なるは、後者よ b医別すべ Sの勅な bと

せれ而して氏が記載せる M Kusanoiの大形舟生胞子の大 3は、 812 

×7-wp. にして、此れを Saccardo,Sylloge Fungorum IV. P. 34に記する

lit. cinereaの 15-17×IOー12p. に比すれば著しく小なるが如しと離も、

之れを ADERHOLD井ぴに RUHLAND雨氏が記載せるものに比すれ

ば、殆んど大差な 3が如し、即ち雨氏は普通の大忌，ζ於 τ9・3-14・5×

6.2ー12・4/1 となせ bと雄も、雨氏が観察せしある場合に於ては、 9・3P

以下の小なるものあれ次に之れを記載すれば、

I. 襖花 9・3-4・5×6.2-12.4,u

2. 新撰なる概賓 6.2 22・4×3・4-15・W

3. 乾燥せる棲賓 9・2ー18-4×8.15-11.5μ

4・苧花（第一よ b接種） 9・3-15・5×6.2ーll・9P.

5・苧果（第一よ b接種） 12・4-14・5×6.2-9・3/1

6. 棲賓（第三よ h接種） 2・9-18.6x2.515・5P

7・棲賓（第一：よ b接種） 4.6-16.1×3・1-15・5/1

8. 麺親（第ーの純粋培養） 14・5-18.8×12・5/1

9・麺麹f第六の純粋培養） 5・1-18.6×3・1-15・5P

元来胞子の大 3は寄生する部牙の組織の如何、井ぴ lζ養分の量

等によっ τ異なる事は既に WORONINがなせる試験によっ τも明

かなる事にして、氏は M.cinerea の培養試験に於 τ24・2×13・2pの大

形なる胞子を官見せれ予も亦 M.f ructigenaの場合に於τ其の果賓

に寄生するものと其の葉に寄生するものとの聞に於τ著し 3大き

の差異を見たれ即ち果官に於けるものは 18-21均lの長径を有する
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lこ葉に於けるものは 8-r2.6pに過ぎぎ b主、之れ膏に一回の賓験 l乙

止まるを以τ鼓 tζ 断言する乙と能はずと雄も、概し℃葉氏形成せら

る＼ものは其果賓のものに比し小形なるを常とせるもの，lとあらぎ

るなきゃ。

RESU:¥IE. ． 
The sclerotiuia disease is one of the weil known and widely distributed 

diseases in orchards. In Europe and America, it attacks several kinds of fruit-

trees, such as apple, pear, peach, plum, apricot and cherry. Sele，’otinia 
.fructigcna (Pers.) Sehr批， on apple and pear trees, Sci. laxa (Ehrenb,) Aderh. 

et R油1.on plum and apricot trees, and Sci. cincrea (Bon,) Sehr批. on cherry 

trees are all found in Hokkaidδand in some other places in Japan. Fruits 

are the portionεenerally attacked by these fungi. The cases, where the 

flowering branches are affected, are only known to us in apple and cherry 

trees. The former is more prevalent in northern Japan, often doing great 

damage. According to my own observations, the young leaves on a flowering 

branch seem to be the portion commonly attacked at first. The discolored 

portion generallyア appears along the midrib. The mycelium of the fungus 

extending along the vascular bundle reaches the branch, where at length 

growing into the cavities of vessels, it hinders the ascent of sap, causing the 

withering of flowers and leaves. On the discolored spots on the leaves and 

branches, microconidia or macroconidia may be produced according to circum-

stances. I found microconidia in several previous occasions, but macroconidia 

for the first time this year. 

In 1900, I found large irregular shaped black sclerotia in a fallen decaying 

pear. Their texture u’as looser than that of Sclerotinz・0 Liberti切za. Although 

I kept them buried in the ground during a winter, no apothecia developed on 

them. The matter was made clear by the late discovery by NORTON, and by 

the confirmatory results obtained by ADERHOLD and RUHLAND of the facts, 

that the sclerotia reach their maturity after two years’hibernation, and that 

the apothecia arc only formed on them in the third year’s spring. 

In 1903, P. HENNIKGS published the description of a new species of 

ll1'onilia on the leaves of the Japanese cherry, Prunus Puudocerasus, collected 

in Tokyo. under the name of 111onilz・0 Kusanoi. He notes, that the species is 
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nearly related to JWonilia cz"nerea, from which it differs in the smaller size ot 

its conidia. But when we compare the measurements of the spores given by 

P. HENNl::'.IIGS to those of Sclerotinia cinerea given by ADERHOLD and 

RUHLAND, we find almost no di佐r母ncebetween them, and we are inclined to 

believe, that Monilia Kusaitoz is nothing more than a synonym of the wide 

spread Sclerotinia cinerea, which is common on the cultivated cherry in 

Hokkaidδ． 

Nov. 1905・

一ーーー一一う－・ー唱ト←





北海道に於ける脈麹日

岡本宇次郎

NEUROPTEROUS INSECTS OF HOKKAIDO. 

BY 

HANJIRO OKAMOTO. 

一ー~，ト... ・・－『ーー一一

予は目下本邦産服麹自の研究中なるが、其北海道の部はー先づ

其取調べを終へたるを以τ、今之れを公にせA，とすO 但し予が不敏

なると差是考書の不足とによ b、充分の結果を得る能はぎるは甚だ遺

械の至 bな bとすO 而し℃此の研究をなすに嘗 b、参考とし℃用ゐ

し書目の主なるものを記すれば次の如しO

1. Bul'meister, H. : Handbuch der Entomologie (r839). 

2. Rambur, M. P.: Histoire naturelle des Insectes (1842）・

3. M’Lachlan, R. : A Sketch of our present Knowledge of the Neu-
ropterous Fauna of Japan (1875). 

4・松村松年： 千晶園解審ー（1904).

此研究をなすに嘗 b、思師峰村博士に負ム所甚た多し、依て控

に深謝すO

I. Sialidre 蛇賄蛤科 2 species 

IL Chrysopidre 草晴蛤科 5 

III. Hemorobiidre 姫晴蛤科

IV. Os my  lidぉ 虞麹晴蛤科 3 

V. Coniopterygid記 粉蛸蛤科

VI. Myrmeleonidre 蚊鯖蛤科 4 

[TraDs. Sapporo Nat. Hist, Soc., vol. L 1905.] 
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以上の諸科のタトに本邦には

Rhaphididre 騎舵最科

Mantispidre 

Ascalophidre 

擬蛤蜘科

長角晴蛤科

の三科あれども未tl本道に費生せるを見まる在 b0 

一-4-←

I. Sialidre 蛇鯖蛤科

1. Neuromus grandi・sTHUNB, へrxとんぼ

採集地ー一札幌附近。

躍は暗黄。頭大にし℃届卒な b、一見蛇の頭肢をなす、故に此名

あれ複眼は小にし℃突出す、車眼は大にし℃三個、鞠角は黒色基

節は黄色な b。前胸は細長〈雨側に一個の黒縦燦あれ麹は淡暗

色、趨脈は暗褐 lとして黄脈を混ぜ bo 前麹は綾麹よ b精大な ho 腹

部は黄褐、脚は黄色、開節は暗黄色なれ幼轟は水中にあれ世俗に

孫太郎虫と稲すO 艦長一寸五牙内タト、麹の開張三寸六牙内外O

2. Sialz・sjシequensMATS. (n. sp.) せんよ b

採集地一一札幌、石山、登別、厚,81Jo

躍は黒色。頭は小、複眼は小なれども飴 b突出せず。車眼を欠

け b0・鯛角は杢睡黒宅を以て覆るo 前胸は矩形、中、後胸は短〈背

上膨起すO 麹は竿透明にして前線、後縁、外縁は暗色を帯べ bo麹脈

は暗褐、腹部と脚部は黒色なれ幼畠は水中に住せれ関長三分三

厘内外、麹の開張一寸内外o

IL Chrysopid記 草晴蛤科

3. Chrysopa perla L. < jかげろう

採集地一一札幌、石山、藻岩。

躍は線色。顕及鯛角は黄色、後者の聞にX字形の黒紋あ bo 顔

比四個の黒紋あ b。後頭にも四個の黒紋あ bo 前胸は細長、六個の
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黒紋あ b。中胸にも六個の黒紋あbo 麹は透明、異珠様の先揮を有

せ bo縦脈は緑色、横脈の大部は褐色なれ脚部と腹部とは緑色、鮒

節は寅褐な b。睦長三分内外、麹の開張一寸内外。

4. Chヴsopabipunctata BURM. ょたほしく 3かげろう

採集地一一札幌附近。

韓は線色O 鯛角黄色にし℃其聞にX字形の黒紋を有せずO 顔 iこ

四個の黒紋あれ而℃上の二黒紋は鯛角基節の直下に位せ b。下唇

裳黄色。前胸細長く、前、中、後胸脊の中央を通じ℃ーの大なる黄線

色の縦線あ b。週は透明、麹脈は緑色にして、前縁脈よ b出る横服

は黒色な b。腹部と脚部は線色、開節は黄褐なれ館長四身内外、

麹の開張一寸四分内タl、。

5. Chヮsopaseptempunctata WESM. ななほしく 3かげろう （新稲）

採集地一一札幌附近。

躍は雑色。頬、頭頂及前頭に黒紋あ b。鯛角 iま基節と第一節と

を除きて褐色な b。下唇髪は黒褐色O 脚は線色、附節は淡褐色な b0 

麹服は線色、前線脈の横脈は黒色を呈せ b。瞳長三芳五厘内外、趨

の開張九分五厘内外。

6. Chrysopa mt・croceplwlaBRAUER? 乙がしらくさかげろう（新稲）

採集地一一札幌附近、定出渓。

髄は緑色O頭部は黄色、頭頂に黒紋を有せず、頬部にのみ黒紋あ

9 。鯛角は寅褐色にし℃基節は黄色な b。下唇髪は黄褐色、附節は

淡褐な b。麹の縦脈は線色、横脹は悉〈黒色を呈せbo 瞳長三分内

外、麹の開張九分内外。

7. Chrysopa intima M'L. μ とほしくさかげろう（新都）

採集地一一札幌附近。

睡は緑色。頭部は黄色、鯵角は黄褐色にしτ其聞に明了なる一
個の紋を装へ b。顔に六個の黒紋あ b。後頭にこ個の黒紋あ b。前

胸短し麹は透明にして緑色の脈を有せ ho 腹部及脚部は線色、鮒
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節は寅褐攻 ！＞ 0 睡長三舟五厘内外、麹の開張一寸T内外。

III. Hemorobiidre 姫晴蛤科

8. Megalomus punctatus MATS. (n. sp.) 〈びか〈しかげろう

採集地一一札幌附近、苫小牧。

瞳は黒褐色O鯛角糸肢にして連鎖、肢を呈し、黒色な b。頭部は

前胸下に匿れて能く見へず。前麹は褐色、麹脈は多しと雄も横服少

在〈、前線室を除くの外黒紋と白紋を散在せ hO 後麹は前麹よ b小

〈、暗黄色 iとして紋を欠げ bo 脚は黄褐色な bo 韓長二分五厘内

外、麹の開張九号内外0 （此科lζ 属するもの数種あれ Eも他日を期

し℃接表せん。）

IV. Osmylidre 虞麹晴蛤科

9. Osmylus jlaz止ornisM’し 以ろばかげλう

採集地一一札幌附近。

躍は淡黄に Lて黄紋を装J、。頭頂の中央は黒色、黄色なる三個

の車眼を有せ bo 鯛角は連鎖肢にして黄色且つ剛毛を装よ、。前胸

長 Lo 麹は透明にして虞〈。遡脈は黄色と黒色の涯を成せ ！＞ 0 前

麹の前線室は基部に於℃虞し縁紋黄色其雨側に黒紋あ b。叉後縁

の中央よ b稀基部に近〈一個の黒紋あ ho向内側に小黒紋あb。後

麹は前麹よ b小在 bo 腹部暗褐、脚は淡黄、館長四身内外、麹の開

張一寸二分内外。

IO. Osmylus tessellatus M’L. まだら以ろばかげろう（新稗）

採集地一一定山渓。

瞳は黒色 tとして灰色の毛~：＇.＇生ず。頭部は膨起し車眼小にし℃

黄色なれ鯛角連鎖肢其基部 lに於て黄色の環あ b。顔は黄色、鰯

角の聞に枝を有せる黒紋あ h。前胸脊の前の中央に黄色の小里liあ

b。脚は淡黄、開節の末端は黒色を帯ベ bo 前麹は贋〈且麹脈多〈

其大部は黒色な b、一部は白色な bO 副前線臓と径服とは黄色にし
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て黒色の小枝を出せ b。麹の中央に網版脈あ bo 前縁、タト縁及後縁

には縦脈枝多〈且つ虞〈撲 b℃灰色を呈し、麹は恰も縫合したるが

如主観を呈せ b。縁紋は黒色、後麹は前麹よ b小な b。其後縁は淡

褐色な b。躍長四分五厘内キト、麹の開張一寸六卦内外。

11. Osmylus hyali仰 tusM’L. くろひげひろばかげろう（新稀）

採集地一一札幌附近。

頭は多〈黄色、（時に褐色のものあ 9）コ鯛角は連鎖般にし℃黒

色O 前胸背も黒色。腹部は褐色にしτ黄褐色の毛を生ぜ b。脚は

黄白色。前麹は虞〈外線角に於て鋭角をなすO 麹は透明にし τ虹

色を放て b。麹服黒〈副前線脈と径脈は黄色な b。前麹の中央及

麹端に褐色の紋あ 9o 前縁脈り横服は枝を有せbo 縁紋褐色、後麹

は褐紋を有せず、只褐色の縁紋あるのみ。館長五卦五屋内外、遡の

開張一寸八分内外。

V. Coniopteryg凶器 粉晴蛤科

12. Coniopterynz abdominalis MATS, (n. sp.) Zなかげろう

採集地一一札幌附近、銭函。

嫡角は連鎖服、黄色にして鯉よ b長し、黄毛を有せ bo前胸極主う

て短〈、二双の麹は殆んど同大。麹は暗色を帯伏、麹脈は暗褐色攻

b、而て横脈非常に少く縁紋を欠けb。轄に白粉を袋ム。脚は黄色、

腿節の末端は褐色、開節は黄褐在 bo札幌附近に多し。睡長一舟ニ

厘内外、麹の開張三分二庫内外O

VI. Myrmeleonidre 蚊晴蛤科

13. Acantltaclisis moiwanus MATS. (n. sp.) ゑぞあほうすばかげろう

採集地一一藻岩、定山渓。

躍は暗灰色。燭角は黒褐にし℃根棒肢を呈し赤褐の輪環あ b0 

顔は黄色O 前胸背には三個の虞き横溝あ b。南側には寅紋あ bo麹

は透明、刻版は黄色と黒色との斑をな L、黒紋を散在すO 前趨の縁
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紋は白色、其内側に黒紋あ b。前線には五角形の細胞あ bて’こ列比

排列す。基部と尖端には此を侠け b。後麹は前掲と同大、白色の縁

紋あ bて黒紋な LO 胸下に白毛を密生すO腹部班紋なく。脚は白色

と黒色の長毛を密生し黄色な b。腿節及び腔節の末端井に附節は

黒色O 爪は褐色。本道珍らし 3種類lとして本年始め℃此を採集せb0 

瞳長一寸ー卦内外、麹の開張二寸八分内外O

14. 及fyrmeleonfonnicarius L. 之うすばかげろう

採集地一一札幌附近、浦河。

臆は灰褐。頭及鯛角は黒色、口部黄色、下唇髪は黒色な b。鯛角

基節の大部及基部は黄色、複眼の周園も亦黄色、前胸背の前雨側は

黄色。麹は透明、麹服は黄色と黒色の瑳をなす。前縁の横服は黒色、

麹底にあるものは黄色、縁紋黄色、後麹は前麹よ b蓬に細小。第五

腹節よ b尾端に至る迄各節の後続は黄色な b。脚は黒色にして轄

節及腿節の基部は黄色な bo瞳長一寸内外、麹の開張ニ寸三分内外。

15. 1/fyrmeleon nigrivenosus MATS. (n. sp.) くろみやくうすばかげλラ

採集地一一札幌附近。

鰭は黒褐。嫡角及顔は黒色、口部は黄色な b。鰯角り基部と複眼

の周閣は黄色を呈せ bo 前週は透明にし℃黒色の！蹴あ hO 複前縁

脈と腔服とは黄色な 9o 縁紋は卵形にし℃寅褐色な bo 後麹は前

趨よ b和、小、寅褐の縁紋は前麹に比して蓬，に小形。胸下は黄色。脚

は黒色にし℃轄節腿節の大部及腔節の基部は黄色な bo 瞳長一寸

四分内外、麹の開張二寸九安全内外。

16. Glenurus pupillaris GERST. ほしうすばがげろう

採集地一一岩内。

健は暗褐。頭頂は黒色、顔は黄色、鯛角は褐色にして黄色の環あ

!J 。其末端は黒褐にしτ膨大すO 麹は透明、白色り縁紋あ b。麹脹

は重に黄色、後縁の中央に黒色の短かさ斜傍あ ho向後縁のタl、縁に

近き庭に大なる白色紋あ b。綾麹は前麹よ b細小にし℃後縁の末
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端』と近〈黒色の大紋あ 9o向タト縁暗色を呈す。腹節の後縁は黄色O

脚は黄白、腔節端及び関節端は黒色な bo 艦長一寸ー舟内外、趨の

開張二寸五分内外O

The species of Neuropterous insects found in Hokl王aidδarecomparatively 

few in number. In the following list, five species seem to be new, and 

the descriptions of them will shortly be published by Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

I. Sialid記 a

1. Neuromus grandis THUNB. 

2. Sialis jトequensMATS. (n. sp.) 

II. Chrysopidεe. 

3. Chrysopα安tγlaL. 

4. C. bipunctata BURM. 

ち‘ C. se合teη•zpu托ctata WESM. 

6. C. microcephala BRAUER? 

7. C. intima M’L. 

III. Hemorobiid記 E

8. fl1egalomtts punctatus MATS. (n. sp.) 

IV. Osmylidre. 

9. Osmylus詩的icorηis、a’L‘
IO. 0. tessellatus M'L. 

I I. 0. lzyalinatus M’L. 

V. Coniopterygidre. 

12. Conz・opteryxabdominalis MATS. (n. sp. 

VI. Myrmeleonidre. 

13. Acanthaclisis moiw仰 usMATS. (n. sp.) 

14・J砂rmeleonformicarius L. 

15. M. nなrivenosusMATS. (n. sp.) 

16. Glenurus pupillan・s GERST. 

ー一一一一一ーヲー－－ー唖~一一一一一ー





各種昆布の「ベ V トーザ V」及 r..itチール、ベ＇：，／ l-ーザ YJ

の含量に就て

鈴木寧

-ON THE AMOUNT OF PENTOSAN.AND METHYL-

PENTOSAN IN LAMINARIACEJE. 

BY 

Y. SUZUKI, 

(From the Chemical Labora伽 yof the Sapporo Agricultural College.) 

1・ー

第ー、緒輔、

rペシトーザン」及「メチー JV、ぺシトーザシ』は互に相伴 ）－ て植物

界 lt 庚〈存在するもの在るべきは＇！）＊~トヲー及トーレシス雨氏

(WIDTSOE u. TOLLENS-Berlin, Ber. D. chem. Ges. 33・（1卵o)p. 143）の

梼究並び院大畠及トーレシ：弐南氏（OSHIMAu. TOLLENS-Berlin, Ber. 

D. chem. Ges. 34・（1901)pp. 1425-1426.）の按出に掛る rメチー JV.フ /V7 

’四 JV1ft劃する「スペクト Y』反臓の膳用によれ愈々明在るに至れ
b、而して従来の「ぺ Y トーザン』の定量怯に依 bては「ペシトーザシJ

を杢〈『メヂ戸 J-V、ぺ νトーザシ』よ !J~ 離する能は遣るの換貼あ b 。

故に其定量在るものは不確賓なるを兎れまると共氏、叉『メチ－ JV，ぺ

シトーずシ』を定量し得ベき方誌なか bし、然る氏本年比至 bエレヲ

ト及トーレシス爾氏（ELLETTu. TOLLENS-Berlin, Ber. D. chem. Ges. 

38. (1905) PP・492-499・1は rペシトーザン』と「メチー JV、ペントーザシlと
[T百i,ns.Sapporo Nat, Hist, Soc., vol. I. 1905.] 
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を杢〈分離し各ベト別に定量し得ぺき方法を去にせれ然 bと雄も日

向ほ浅く末7さ之を路用し、各種の植物に就て試験するに至らず、従

τ植物中 lこ於ける「メチーノV、ぺントーザシJの合量に関する吾人の

智識は極めて狭猛攻 hとすO

見布科植物中に「メチー JV、ペシトーザシJの存在すべきは明にし

て大島氏（北海道水産調査報告第三競二O二一二0三頁）は昆布の加

水舟解物同中氏「フーョーゼ」（Fucose）の存在すぺ 3事を云へ b究て乏ユ

ー予ル及トーレシス雨氏（MUTHERu. TOLLENS-Berlin, Ber. D. chem. 

Ges. 37 (1904) p・306）も亦昆布の一種 （Laminariadigitata）の加水分解

， 物 lζ就℃研究し、其内に「フーヨーゼ」及葡萄糖の存在を確めた b、余

（札幌農皐校卒業論文一明治三十八年六月）は本年大島敬授指導の下

にとろ、乙んよの成分氏関する研究を行日其加水分解物中 Rrフー

コ－ -1:tJ及葡萄糖の存在を詮明するを得た b0 

今誌にエレット及トーレシス雨氏（引照前出）の法に従以て各種

昆布の「ペントーザシ」及「メチー JV、ペシト四ザン」を定量せる成績を

報告せんとすO

第＝、 供試品、

供試品は先年大島教授が北海道産各種昆布の成分を試験せる

際 lと用ゐしものにして北海道曝水産課に於℃採集せるものな b。
第三、 試験方法、

粉砕せる試料二兎を取 b「フラスコj』こ入れ之に比重一・0六まる

盤酸－ 00立方糎を加へて蒸溜し各十牙聞に蒸溜液三 O立方糎を

得ると共に更に三O立方糎の盟酸を注入し絶えず蒸溜し其蒸溜液

に就て「フ Jν フローノ•VJ及「メチー JV 、 7JV7u-;v」の存在を認めぎるに

至 bて止む。

「アノV アローノVJの存在は酷酸アユ 9ンを以て之を検し「メテ由JV、

フノV フロー JV.Iの存在は大島及トーレシス雨氏（引照前出）の『スペクト

/VJ反臆（蒸溜液の五立方糎を取 b之に小許の「フロ、グノV チシJの盟酸
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溶液と等量の強瞳酸を加へて五分間静置し生ずるとと右の「7 /V 7 

官－ /V、フ官、グ JVチツれの沈澱を穂別し其穂波の吸牧Fスペクト JV」を

検し特有なる黒帯の存否如何を拾す）に因る而して余の試験に於て

は「フ，.，，フロー JVJは十四百万至十四回目蒸溜液（一回は三O立方糎宛）

まで「メチー JV，フy アローノν」は十六回目万至二十四回固まて’存在す

るを認めた b。

斯くして得たる蒸溜液はエルレマ守エル氏「フラスコ」lζ集め「フ

ロ、グ Jν チシ」の盤酸溶液を加入し能〈振蕩し之に盟酸4比重山I品6）を

加へて其惣容量五百立方糎とし翌日まで静置し更に少量の「ア官、

グY チシ」溶液を加入し沈澱の生ずるや否やを検し杢〈沈澱を生ぜ

ぎるに於て諌め乾燥秤量せ！るダーチ氏士官塙を用ゐて鴻過しー00 

万至一五O 立方糎の水を以て洗糠し百度（撞氏＇~t 於て三時間乾燥し

綾秤量す其重量は即ち「アノVアローノ，vJ及「メチー；v：、フノνフロー /V」の「アロ

、グノνチヲド」な b。後其「フロ、グJVチタド」を入れたる晴摘を小怠

る「ピーヵー」~t 入れ之氏九五%の酒精一五立方糎を加入し六0度の

水潜上に於℃約一O舟間温めて綾酒精液を瀦去し夏に之に酒精一

五立方糎を加へ温めて穂去し穂波の杢〈帯色せぎるに至る迄敷田

之を反覆し俊一00度比於℃二時間乾燥秤量す而して酒精に溶解

せるものは「メチ－ JI/• 7 JVフロー JV、フロ、グノV チツド」にして不溶

解怠るものは「ブ /Vフロー JV、y 官、グ JVチツド」な b。

「フロ、グノV チツド」の量よ b「ペシトーザン」若しくは「メチー JV、

ペシトーザシ1&t改算する法式は左の如し。

f 7 JVフロー JVフ官、グ /Vチヅド」よ brペシトーザシ1R改算する方式
＊ 

(Ph÷1.82ー0.0104）× I.88 = Pentosan. 普（Phの量0・こ克以内ノ場合）

(Phは得たるr7y フロー JV、フロ、グノνチヲド』の量）

rメチー JV、7 JVフロー /V.フ官、グノνチツ l.. 1は先づrラムノ－ -1t・1. 』t換

算し更に之氏・入を乗じて「メチー JV、ペシトーザシ」となす。
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(Ph×1.65-Ph.2 1.84+0・010)=Rhamnose

Rhamnose×.8 = Methylpentosan 

(Phは得たるメチー JV、7 /Y 7 ロ－ JV_, 7 ロ、 t7• JVチツドの量）c

第四、 試験成蹟、

前記方法に依 b得nる試験成蹟左の如し、但し集乾物百昼中。
(in 100戸市 ofair-dry substance) 

種 類 Water. Pentosan. Methyl-
pentosan. 

まZんぷ La：悦 i鈍ariajaponz"ca. 10・97 5・73 1.68 

みついし乙Aぶ L. angustata. 9・18 6.22 1.53 

!J I.., ~乙んぶ L. ockotensis. 7・79 6.71 I・46

者が乙んぷ L. longz"sst"ma. 9・43 5・37 I.66 

ほをめ乙んぶ L. religz"osα． 13・26 6.10 1.79 

お乙あし乙んぶ Artkγotkαimnusるi.fidus. 8.32 5・so 1.92 

とろ、乙んぶ、 KJell:悦仰混iellagyrata. 10.00 5・S7 1.97 

－ー
無水物百；＆中民政算せば左の如し。

(in 100 parts of water-free substance) 

種 類 Pentosan. Methylpentosan. 

ま乙んぶ Lαmi：冗αγiαfaponica. 6.42 1.88 

みついし乙んぶ L. angustata. 6.85 1.68 

bしbとんぷ L. ochotensis. 7.27 I・58

まが乙んぶ L. longz'ssi悦α． 5・97 1.83 

ほをめ乙んぷ L. religiosa. 7.03 2.06 

ねとあしとんぷ Arthrothαm鈍：usbi.fidus. 6.oo 2.09 

とろ、乙んぷ KJellmannz"ella gyγata 6.19 2.19 

以上の表に就て見るに供試各種昆布は何れもrペシトーザン」及
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『メチ－ JV.ペシトーザシ』のニ者を共有し其合量は種類民主 b大差在

きが如し而して『ペシドーザシ』は「メチ－ JVペントーザンJの約三倍万

至四倍にしτ之をエレヲト及トーレジス爾氏（引照前出）の研究によ
る気乾フ m クス（Fucus）中の合量『ぺ ν トーザシ』六・三三%『メチーY、

ぺシト四ザシ」三．四六%に比すれば『ペシトーザシ』の量は略同ーなる

も「メチー JV、ペシトーザシ』の量は著しく少さを見る。

格 blt、本暁究中常に親し〈指導せられたる大島敬授に謝意を

表す。
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宇津拘

THE ALPINE FLORA OF MT. MAKKARI-NUPURI. 

BY 

JUN HA"NZA WA. 

Assistant Prof，白sorof Botany in Sapporo Agricultural College. 

」．

Makkari-nupuri is one of the highest mountains among the Islands of Hok-

kaidδ：it is situated between the Provinces of Iburi and Shiribeshi, and lies 

in latitude 42。59’N.,the longitude being 149° 48’E. Standing alone with a 
truncated conical form on the Kutchan Plain, this dormant volcano presents 

an exquisite scene approaching closely that of Mount Fuji; and on this 

account it is also known popularly by the name of the “Yezo Fuji.円 The

memory of the last eruption lies buried in the depth of the past, and its true 

age can not be determined. 

It attains the height of 1857 metres and has three extinct crators on its 

top. The larg・est one is situated on the southern portion of the top, and • it 

is so extensive that it takes about 5 hours to 、,yall王 aroundthe top of the 
crator wall. The crator is almost entirely covered with vegetation and at its 

bottom the melted snow forms a large pond having a diameter of 429 feet in 

ea,rly summer, but its water gradually decreases by evaporation. Among the 

plants covering the crator wall almost to the edge of the pond, are found 

Caγdαmi舵 γcscdifolia, Cαγc x jlavocus pis、Alli税制 line aγe, Lihum avenace説：1n,

Oγchis aristata, Pol)'gonu11z Weyrichii, P. polymoγphum var.αlpinum, 

Aquilegi，αjlabell.αta, Thαlictγ祝悦 αquilegザolium,Aγαbis amplexic側 lis,Pαrnαs-

si，αFαlustris, Gera加umer切符thum,Empetγum叫：grum,Hypericum hα悦tschαti-

cum, Viola Selkirkii, V. erαssa, Pieris nαnα，P lzyllodoce tαxifolia, Diαpensiα 

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc”vol. I. 1905.] 
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lα会抑制cα，VeγonicαSchmidtiana, DiervillαMiddendorf)界側α，Patt’iniasibirica, 
Solid.αg-o Viγga－αuγeα、Arte;；托iisi，αnorvegica, Sαlix Rei冗ii,Stellαr£αruscifoli，α 
and :;aus sure a acumz・nata. But the greater part of the crator wall is thickly 

covered with creeping stems of Pinus pumila, and under its entangling 

branches Linna:a borealis is found in abundance. Two other crators are 

situated to the north of one just mentioned, each having a pond at the bottom. 

In one of them we found '.Juncus curvatus. Around this pond are found 

Potentilla Mz'yαbei, P. gelid.α， Polygonu悦 polymoγphu1托 var.αlpinum,

Pentstemon jrutescens and Campanula lasiocarpa which were in full bloom 

when we visited there. Little lower down there is a small lake called the 

“Unsen『Ko，＇’ which retains drinkable water for a longer time. Fields and 
slopes around this pond are covered with thick alpine vegetation, rich in 

species, presenting a beautiful scenery. Here we found Phyllodoce taxグolz弘

Aγtemisi,α nor況がca, Rhododend.γon chγ'J'Sαnthum, Lilium avenaceum, Rubus 

japonz'ca, Gerαnium eγiantlium, Hypeγz'c祝m kamtscfzaticum, Dieγ匂ill，αMidden-

doγ；詐α包α，SedumRhodiolαvar. Tiαshz'γoz', Pαγnαssia pαlustris, Solidago Vz'γ•ga-
aurea, etc. 

The first botanical collection was made by Mr. T. ISHIKAWA, a geologist 

to Hokkaidδ－chδin September 1893・ It was late in season for alpine plants, 
and most of the specimens collected were from the eastern slope of the 

mountain. In 1895 Mr. K. TOTSU, then a student in Sapporo Agricultural 

College, accompanied a scientific party for meteological observation忌 and

stayed nearly a month from July to August on the top of the mountain mak-

ing observations and collecting plants on the summit. A list comprising 46 

alpine plants thus collected by Mr. TOTSU was published in the “Report of 
the Meteological Observations on Makkari-nupuri." 

In 1905 the Yezo Fuji Ascending Club was organized by the people of 

Kutchan aud a pass was opened up to the summit making the asc.ent tolerably 

easy. 

On August 6th, 1905, Prof. MIY ABE and myself together with many students 

ascended the mountain and passed a night on the top making as complete a 

collection as possible by exploring different parts of the crators. 

Our collection as well as those of Messrs. ISHIKAWA and TOTSU are all 

preserved in the Herbarium of Sapporo Agricultural College. The following 

is a list of the alpine plants of Makkari-nupuri based on these collections, 

which we believe fairly represent the character of its vegetation. 
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？ヅカ 9ヌプ 9は北海道謄振囲蛇田郡に在b、北緯四十二度五

十分、東経百四十度四十八分R位し、其形宮癒lζ 似たるを以て蝦夷

富士と稀せらるO 高 3六千百有飴尺 tとして、北海道山獄中最高のー

なれ其噴火の年代遠くして詳かに之れを知る事かだし今は杢〈

死火山にして、植物は其噴火口内にも生ず。頂上よ b拾七町即ち約

四千四百尺の所にで、ダケカンバ絶え.＿.、 1:: "?. •;J 帯となれ五千四百

尺の所よ h美なる高山植物の生茂を見る。頂上には三個の噴火口

と一個の小湖とあ b℃最大君る噴火口は、最南高所にあれ口壁を

一周するには約五時聞を要すと v、よ、、深 3百飴尺、積雲は融けて湖

水となれ夏期比至れは杢く消失す、予等が登山せし時は水の大部

は蒸脅し去 b℃僅かに直径五六聞の瀦水を獲し、其西北側には一面

に開花中のミヤマクロスグを見たb。此附近及ex口壁の所々岩石の露

出して潟気を帯べる所には、ィ，、ナヅナの遅ればせに晩けるあ b。

浸水部以上にはチジマラヅキヤヲ、イ J、J、タザホ‘ヒメミヤマスミ

ν、タカネスミ V 、ジコタシノ、コィ、カラマツサウ、オダ伊守キ、ウメノポ

チサク、ウコンクヅギ、アキノキリンサウ、サマユヨモ苧、イ J、ギキ

ヤヲ、コメバヅガザクラ、エゾヴガザクラ、イ J、＇？メ．ミヤ？ヒメト

ラノヲ、ヲラクロタデ、イ ρ プク官、ミヤマヤ＋ギ、ガンカウラ y、J、

クサンチド人ク JVマユリ等を生じ、此よ b口壁の頂上lζ 至るまで

（西方の一部を除き） ....、ヒマツ織るが如くに生じ、其旬旬せる枝の陰

には、委や 3し亘 9シネサクの数多咲 3出てたる、思はず採集に時

を過 3しむ。他の二個の噴火口は最大なるものの北に位し、其内最

小のものの底部には小量の水あ bτ、此に s ゾホ Y ヰを密生す故に

之れなゐ（＂ j の池と命名す、此の池の附近にメアカンキシバイ、ミ

ヤマキン・＂・イ、イ J、プクロ、イ J、キキヤ夕、チジマキユ／ νイクワ、竺：＿＿・

ツバオンタデ等を生ずO 最北のものの池中比一個の大岩あ上上に

イ J、ゥメを族生すo 之の北側に位して美なる小湖あ b名つけて雲

泉湖といよ、、長時水を湛芝、登山者初めて渇を癒すろの所tcb o主主
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附近にはクコンクツギ、キバナミ／ヤクナグ、サマニヨモギ、アキノ

キ 9ンサク、等の黄花を附〈るあれ或はヱゾヅガザクラ、チミ／守

三之三：、の紅紫花を緩るあれ或はクメバチサクの白花を有する等．

美なる高山植物の密に生茂しτ．疲勢せる登山者をして畳えず快

哉を絶叫せしむ、御花畠の名あれ乙のあた btζ、イ J、ぺンケイ、

シラネアフヒ、カラマツサ夕、ィ，、ォドギ 9、＇？ lν ，»•ジモツヶ、ゴエ

三~等を生ずO 雲泉湖よ b 噴火口氏登る途中氏ヱーランタイ、

二士三三、オヤ？？ングウ、三之三三等の生茂するを見た b。
札幌農皐校脂葉室に貯蔵しある蝦夷富士植物の採集者は、石川

貞治氏と戸津高知氏にしτ、石川氏は明治二十六年九月下旬登山し

て十八種の高山植物を採集し、戸津氏は其後二年を経℃高山気象観

測者 lこ従μ行き、滞在約一ヶ月（七月よ b八月）、植物を採集する乙と

四十六種、其の種名は載せ℃マツカ 9ヌプ 9気象観測記にあ b0 

本夏倶知安村民、蝦夷富士登山曾在るものを組織し、山道を開

言て登山に便にす、依って八月六日宮部博士井びに札幌農皐校皐生

生徒十数名と共に登山し、山頂に一泊しτ植物の採集をなせbo此行

によ hて得たる山頂植物は七十四種にし τ新党にマヅカ 9ヌプヲ

高山植物誌に加J、へきものはヨプスマサク、タカネアザミ（新都）、マ

JV ＿，，•ヒ V アザミ、カヲゾ P ナ、 9 シネサ '7 、オホバノヨツバムグラ．

オヤマ ＇） ：／ グウ、イ A ヒグ、イプキゼリ、オホカサモチ、タカネス

ミ ν、ヒメミヤマスミレ、ミヤマカタ，，，，•ミ、メアカンキンバイ、クメ

..,., ..チサ夕、シラネアフヒ、オタグマキ、ジヨタン A コペ、マヒヅ JVサヲ、

チジ？ラツキヤヲ、クノV マユヲ、エゾホソヰ、ミヤマスズメノヒエ、

J、リスグ、タカネヌカポ、コメス、キ、キンスゲ、等な hとすO 此の

内タカネアザミ iま本邦に於τ初め℃稜見せられたるものにし℃大

噴火口束方の口壁に生長せ b0 

今予等が採集せる標本．井ぴに石川、戸津、池田の三氏が蒐集せ

られたる標本によ hて、該山山頂植物を列記すれば、次の如 L0 
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v ツカ 9 ヌプ 9山項植物目録

A LIST OF PLANTS GROWING ON  THE SUMMIT 

OF MAKKARI-NUPURI. 

Compositre. 菊科0

'.I. Solidago Virga~aurea L. ァー号 F、ミt ' ￥ サヲー

' ISIDKAWA {If., Sept. 23・18g3); TOTSU （自.， July 30.・ 1895); MIYABE 

& HANZAWA（丘， Aug.6 •. 1905). 

2. A,:te:楓・isiaMrvegica Fr. サ守ユヨ毛虫F、

'ISH. (If.); TOTSU （孔）； M. & H. （自ふ

3. Cacalz'a hastata L. 軍軍プスマサ夕、

M. & II. （自ふ

4.-SauS;surea acuminata Tur昭．タカネアザミ、

M. & H. (fl.). 

此種l主本邦』と於τ始め℃費見せられたるものtζτ、頂上太

噴火口の口壁 tζ生せ b、丈砂は 5一15cm iζ し℃輩葉共tζ蜘昧様

の白毛を以℃掩i主る、葉iま楕回吠又iま卵放披針形 tζ して、下葉

は長柄を有し、上葉は無柄な b。花序は来織般にして、 4-:;-8個

の頭花の集合よ bなれ穂高片は外部のものは卵放披針形tとし

て先端尖れ内部のものは披針形又は長披針形 tとして先端尖れ

b。
5. Circium kamtschaticum Ledeb. var. Grayanmn班a玄im. 守 /V；，ずbνアザミ、

M. & H. （日ふ

6. Pz・erisltieracioides L. var・j'aponicaRegel. カクゾ 9十、

M. & H. (fl.). 

Ca:mpan u lace re. 結梗科0

7. Campanula lasiocarjJa Cham. イ J、ギキヤ夕、

To TSU伊.， July 25. 1895); M. & H. (fl.). 
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Valerianace記． 敗響科。

8. Patrinz'a sibirica Jtiss. チジマキシ νイクヲ、タカネヲミナヘジ、

TOTSU (fl., July 30・1895);.M. KAWASAKI （日.， July 20. 1905}; M. & 

H. （日ふ

此種は f ヅカ 9ヌプ，気象観測記に Patriniarupestrisとし

τ記載3れしが、右は石川貞次氏が明治二十四年八月千島園揮

捉に℃採集せるチジマキ yv イクヲと同一種にして、其標本の

不完杢な bし錦め P.rupestrisと仮定せしによるものにして、今

回多数の完杢なる標本を得之れを調べし記、牧野氏が植物皐雑

誌第十九零第二百二十四競に記載3れし如＜ P. sibirica なる

乙とを知れ b。
Caprif ol tacere. 忍冬科O ' 

9. Linna:a borealis Gronov; , ：：／ネサ P.メオトノfナ、エデア 9r" 7γ、

M. & H. (fl.）・

rn. Dz'ervilla Middendorffiana Carr. 歩コシクツギ、

TOTSU (fl., July 30・1895); M. & H. （弘＆ frふ

Rubiacere. 茜草科。

t 1. Galiunz kamtschaticum S主ell. オホバノヨヅノずムグラ、

M .. & H. （合ふ

Scroph ulariacere. 玄多科。

12. Pentst，正明onfrutescens Lamb. イ J、プクロ、 タJVマイサ 7.

ToTSU （乱， July.30. 1895) ; M. & H. （日ふ

13. Veronz'ca Sckmidtiana Reg. ミ~噌 b J責可Fラノヲ、

ToTSU （自.， July 30. 1895); M. & H. (fl.) 

Gentianacea呈． 龍臆科。

14. Gentiana trijlora Pall. オヤ＂？ ＇ンダ久

M. & H. (b吋）、
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15. Gentiana Amanlla L. var. ul.なinosaGriseb, ヲノ＂＂ , ￥ ダ '9.

K. IKEDA （孔， Aug.I 3. 1905). 

Diapensacere. 岩梅科。

16. Diapensia lapponica L. var. asiatz・caHerd. イ J、7メ、

lSH. (If.); TOTSU (fl., July 15・1895); M. & ff. (fl. ＆仕ふ

Vacciniace記， 越橘科。

17. Vaccinium Vitis-Ida:a L. ::? If ＂色毛、

lSH, （仕．）； TOTSU (fl., July 30 .. 1895); ・M. & H. (fl. ＆仕ふー

18. Vaccini仰 ovalifolz・umSmi此クロクスコ＼

TOTSU (fl., July 15・1895).

Eric ace記． 石南科o

19. Lednm palustre L. var. dilatatum Wahl. イソヅ、 ti、エグジヤクテグ．

lSH. （日.） ; TOTSU (bud, July 15. 1895); M. & H. (frふ

20. Rlzododendron chηsantんumPall. キバナノジヤクナグ．

lSH. (fl.) ; TOTSU （乱， July15・1895); M. & H. (fl.;. 

21. p毛yllodocetazifolz・aSalisb. エゾヅガザクラ、

lSH. （臼.） ; TOTSU (fl., July 15・1895); M. KAWASAKI (fl., July 20. 

1905) ; M. & H. （乱）．

図書基新聞第三就に於τ牧野氏は日本産ヅヌFザタフ属の品
種中 P砂llodocetaxijolia Salisb.にエゾタガザクラの新名を附し内

地産のヲガザクラを PhJイlodocenipponica Mak.となし之れを匡別

せb0 

22. Cassiope lycopodioi冶sDon. イ J、ヒグ、

M. & H. （仕ふ

多3. Pieris nana Mak. コメバツガザタラ、

lSH. (fl.); TOTSU （丘， July15・1895); M. & H. （仕ふ

Cornacere. 山菜英科。

~- Cornws canadensis L，ゴセンタチバナ、 a

Isn, (If.); TOTSU （乱， July30・1895); M. & H. （弘）
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,・ Umh>elllf-erre. 撒形科。

25. Carum holopetalum M:招im. イプキゼ 9、
M. & H. （日ふ

26. Pleuros倉町悦樹党側striacul'.托喧訟誕rm. づk＊ヲ唱す完今、

M.役割.(flふ

Oeno討司eiracere.

27. CircαEααl雪印αL. ミママタュタデ、

K蛇魁A｛日.， Aug. 16. 1905). 

柳葉薬科。

Viol aceぉ． 蔓菜科c

28. Viola Selkz・rki・iGold. ヒメミヤマスミ v,

M. & H. (If.). 

29. Viola m僻拍車紘． タカネスミ ν、

M. &. H. (frふF

Guttiferre. 金繰桃科O

30. 尺ypericum・lutmtschaticum Ledeb. イ J、芳’ドギ..， . 

lSH. （日．＆仕.）; TOTSU. (as fl. erectzt肌－bud,July 30・1895); M. & 

_ Ff. （日ふ

E mpetracere. 岩高蘭科o

31., 瓦初f≫?trt附 Z低一ぎ間切 L. ヲ，； ；：／うb -pラ ν、

Isa. (d五）; TOTSU (lf., July 30・1895); M. & H. （日．）・

O;x:al idace詑 a 酢築草科。

32. Oza/is Acetosella L. ミヤマカタ，，，..ミ、

M. & H. （日ふ

Geraniacere. 風露草科。

33. Geranium erianthum DC. チジマフクロ、

TOTSU （札， July12. 1895); M. & H. （日．）．

'.Rosace缶・ 蓄積科0

34. Spirma betuliJ匂liaPall. マノV ,,,. v'毛 'JI ケ、

TOTSU (fl., July 30. 1895); M. & H. （日ふ
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35. Pt・russambucifolia Cham. et Sehl. タカネ十、カ噌ド、ミセ唱す γヌ『 "V' 1'＂、

TOTSU （日.， July I5・1895）ゐ

36. Rubus faponicus Fock. -::I"晶 y イチゴ、

TOTSU （自.， July 25. 1895); M. & H. （臼．）

37. Potentillaふrelz'鴻zc. A.班ey. ミヤマキンバ 4、

ToTSU （正， J叶y25・1895); M. & H. (fl.). 

38. Potentz・llaMiyabei Mak. メアカンキシバイ、 ' ' ..、 Jζ

M. & H. （白．）．

Saxifragace田． 虎耳草科。

39. Parnassia palustrz・sL. クメ＿，，.チサ夕、

M. ＆日．（日ふ

Crassutacere. 景天科。

40. Sedum Rhodiola DC. var. Tashz'・roiFr. et Sav. イ J、ペシグイ‘ イ J、

キ 9ンサ夕、

TOTSU (fl., July 15・1895); M. & H.伊．＆合ふ

Cruciferre. 十字花科。

41. Cardamine resediJらZiaL. ミヤマタネツケ＿，，.十． -i ＿，、す.~－十、

TOTSU （孔＆ fr., July 30. 1895); M. & H. （白．＆仕ふ

42. Arabi・samplezicaulis Ed吾ew. イ J、J、タザホ、

!SH. (If.); TOTSU (fl., July 15・1895); M. & H. （企ふ

Ranunculace記＝ 毛箆科。

43. Glaucidz'・umpalmatum S. et Z. ジラネアアヒ、

M. & H. （仕ふ

44. A quilegia jlabellata S. et Z. ヲダマキ、

M. & H. （日ふ

45. Anemone debilis Fisch. ヒメイチグ、

TOTSU (fl. & fr., July I 5・1895); M. & H. （仕ふ
ノ干



134 今津ー可少カ＇~ ；；（プ甲山頂植物

46. Clematz’s alpina Mill. ミヤ＂？ .＞、シシヤクグノV、

TOTSU (fl., Aug. 2. 1895); M. & H. （合ふ－

47. Thalictnt悦 aq叫legifoliu：悦 L. カラマヲサヮ、

TOTSU (fl., July 25・1895); M. & H. (fl.): 

Caryophyllacere. 石竹科。

48. Stellaria ruscijolia Willd，ジヨタン J、ョペ、

M. & H. （白ふ

Polygon ace記 a 萎科。

49. Polygonum polymorph1tm Ledeb, var. alpinum Ledeb. ホソバオシタデ、

TOTSU （丘， July30. 1895); M. & H. （自．）．

50. Polygonum Weyrichii Fr. Schm. ヲラジ官タデ、

lSH. (If.); TOTSU （日.， July 30. 1895); M. & H. （自ふ

Sal icacere. 楊柳科。

51. Salix Rez・niiFr. et Sav. ミヤマヤナギ、

TOTSU （日.， July 15-20. 1895); M. & R （仕ふ

Orchidacere. 蘭科。

52. Orchz"s aristata Fisch. －＞、クサシチドヲ、

～TOTSU （免， July30. 1895); lVi. & H. （日小

" Liliacere. 百合科0

53・ i向janthemumbij沙問 DC.var. ka1ntschatz・cumTranもv.et Mey. 7 ヒ

グ JVサ夕、

M. & H. （日ふ

ち4. A Ilium lineare L. チジマラヲキヤ夕、
＼＼  

M. & H. （日．）．

55. Li万umavenaceum Fisch. ク JVマユ 9、

M. & H. （日小

Juncacere. 燈心草科O

56. :Juncus curvatus Buch. エゾホソヰ、

M. & H. （仕．）

巴1、

. ', 
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57. Luzula campestrゐnc;var. multijlora Celak. ミヤマスズメノヒェ、
M. & H. （仕．）．

Cyperacere. 

58. Carez Onoei Fr, et Sav. .,, Yスグ、

M. & H. （仕ふ

野草科。

59. Carez jlavocuspz's Fr. et_ Sav. ミヤ？クロスグ：..、

TOTSU （日リ July30・1895); M.&H.（日ふ

6o. C arez scabrinervia Fr組 ch.

ISH. (If.) ; M. & H. （日ふ

61. Carex PY何 naicaWahl. キシスグ、

, : M. &H. （日ふ

Grarninre. 禾本科0

62. Agrostis canina L. タカネヌカポ、

M. & H. （日ふ

63. Deschampsia jlexuosa Trin. コメススキ、

M. & H. （自ふ

Pinacere. 経柏科。

64. Pinus pumila Regel. A ヒマツ、

ISH. （孔） ; TOTSU (If., July 30, 1895); M. & H. (fr.). 

Lycopodiace記 a 石松科0

65・Lycopodiumalpinum L. ミヤマヒカグノガグラ、

ISH. (If.); TOTSU (If., July 15. 1895); M. & H. (sp.). 

66. Lycopodium Selago L. コスギラシ、

ISH. (Iι） ; TOTSU (If., Juiy I 5・1895); M. & H. (sp.). 

•. .1 Mμscj. 蘇苔類。，

~~・J ,5_~－及。~11,仰ρ1:g:ens~hni~ Russ. ホソバミヅゴケー

＼ぺ TOTS口(July. 30・」8Q5); ,M十＆， H.

も，8., f '!lytr,｝伽

Isa・7.M. ＆日貝
, ＇‘ 
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匂.folytrickum gracz~e B郎． スギゴケノー種、

TOTSU (July 30. 1895); M. & H. 

70. 日yp制r,mcrista-castrttense L, クジヤタゴケ、

TOTSU (July 30. 1895); M .. ・& H.r 

71. /lylocomium tri，タuetrum(L.) Br. オホフサゴケ..

lSH. ; TOTSU Guly 30・.1895); M. & ・H. 

72. Climaciu,n rutんeniacum(We：泊m.)Lindb. ホクライサ夕、

lSH.; M. & H. 

Lichens. 地衣類。

I.・,., 

73. Cetraria z・slandica(L.) Ach. エーラ V タイ、イスラシ’r:::t'ケ、ヤ

マヲノマ夕、

TOTSU (July 30. 1895); M. & H. 

74. Cladonia rangiferin.-z Web. －＞、テゴケ．

TOTSU (July 30. 1895); M. & H. 

75. Cladonia gracilz"s (L.) Nyl. 

TOTSU (July 30. 1895) ; M. & H. 

76. Cladonia j初1・ca1-Ho伽．

TOTSU. (July 30・1895); M. & H. 

77. Stz・etapulmonacea Ach. jJプトゴケ、

TOTSU (July 30・1895); M. & H. 

Dec. 15. 1905. 

附言巴・一一本論文の印刷中、粟野宗太郎氏は植物皐雑誌第九審第

二百二十七競に於 1:・日昨年七月十三日；井oaと八月二十・四日tの南農民
登山して採集せられたるマヲタ歩ヌプ，山の植物九十六種を費表

せられた bo 内山頂植物としτ拳げられしものは四十六種にしτ、
其の内 Aquilegiaakitensz's He・杭；b. ミヤマヲダマキ： Astilfie' cki・nensis

－ 
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車拡im.var. faponica M鉱im. ア....OE: ＇） ジヤタ？、井ぴ，cTaraxaci仰が

fici・naleWeb. var. latz'dum M眠 im. タカネタンポポ、の三種は全く予等

が採集に洩れたるものと思考せらる、然れども Carexmacrochaeta C. 

A. Mey.ミヤマタヌキラシ、 CarezBuzbaumi Wahl.チジマスグ、 Sali"x

arctz'ca Pall.チジマヤチギ、 ThalictrumtuberグerumM鉱im.. ミヤ守カラ

マツ、 Coウんdonmαlacophylla PaJ.1.. var・J》onたG Fr. et Sav，イ＿.， V ;yグ．

Gentiana auriculata Pall.チジマ 9 ンド夕、 SaussureaReit(eri Herd！り七

積 iま本論文民龍載せるものと或は同物異名にあらぎるかとの疑あ

れ今暫〈此に記載して後同の確詮を待つO

一一一一一＿，，＿・ー唖一一『』Fー





守ツカりヌプり採集昆品類

素木・得一及岡本巳竿次郎
、一、

INSECTS COLLECTED ON MT. MAKKARI-

NU PURI. 

BY 

T. SHIRAKI and . H. OKAMOTO. 

. －・
ー「

明治三十八年八月六日、余等相携へ昆議採集の目的を以て．蝦

夷富士登山を試U。岡山は本名をマヅカヲぇフ・ 9と云以北海道、謄

振圏、倶知安原頭』t聾え、高六千ー百二十九尺O 其形恰も富識の如

く、四時秀麗、亦以t吾人が卒常の欝を慰むるに足る‘ものあ bo 故

に北海道鍍道開通以来、観党準山の客頗る多しといム。然れども昆

最採集の目的を以てするもの、余等自ら先鞭者と稀するを偉らぎる

な b。是を以て勇気と希望とは胸聞に充ち、前夜倶知安僻村の睡夢

亦安からまるものあ 9き。

此日我校植物事致授、宮部理皐博士、同助教授、増漂農皐士を初

めとし、皐生冷徒諸君の同行せらる、あれ~めに諸般の便宜を得

たるは、深〈戚謝に堪えさ‘る所在 b0 

登山の目、中腹にして雨に遭ひ、山頗に露宿すO 夜竿風雨来れ

翌日下山に際し℃盆々甚だしし錦めに採集物の少なかbしは大に

遺憾とする所な b。

採集昆最にし℃殊に珍らしきものは、 LEPIDOPTERA（鱗麹目）中

蛾類の Boarmia属の一種、 HY班ENOPTERA・・c膜麹目）中 Siricid記（樹蜂

科）の Sirez属の二種、 COLEOPTERA"（鞘麹目）中 Elateridre（叩頭蕗科）

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., vol. I. 1905.] 
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の一種、 MECOPTERA（轍品目）中 Panorpidre（皐尾最科）の Panoψ。

属の一種等にして、何れも余等の研究によれば、恐らくは新種とし

て世に紹介すぺき債値あるものと信ず。然れども巳上の各科に就

ては未だ充安全の研究結果なさを以て、暫らく疑問としτ皐じ採集

類中 Pidorusremota WK. しろしたほたるが及 Arichanna Jaguaria G’N 

へう本 fl,えだしゃくの知己は、此行によ b℃本選にも産するもの在

るを確め得た b。而し℃雨中採集したるものなれば、破損せるもの

頗る多〈、一々記載する能はまるものあb。其他種名の明かならぎ

るものは唯tf.sp.を其属名の下に記する乙主、せ b。

余等の認めたる中．最も多きは DIPTERA（双麹日）にして、之れ

に突くものは HYMENOPTERA（膜麹目）なるが如 LO 蘭して山頂に

あ bては COLEOPTERA（鞘麹目）中、 Cerambicidreぼ牛科）の Mesos a 

japonica BAT.及び（LEPIDOPTERA（鱗麹目）中 Geometridre（尺獲眼科）

の） Boar仰 ・asp・，の二種類の外.Psyllidre （葉識科）の Psyllasp.のみま

bきo Mesosa J》onicaBAT，は本道至る蕗に存在し、且つ此の如き高

山の頂上にも産せるを費見したるは其分布上大いに趣味ある事を

戚じた b。
マツカ 9ヌプタ』c産する昆轟の多少は今の採集品のみによ b

判定するとと能はぎる怯勿論ま hと雄も其教は比陵的多からぎる

が如 L0 

本稿を草するに嘗 b峰村博士に貨よ、虞甚7さ大なれ乙れ余等が

深〈謝する庭在。O 叉た本稿は精査の間暇なか bし錦め、或は多少

の誤謬設さを保し難 LO 護者、之を諒せよ。

I. ODON.A.TA. 晴蛤目．

1. Aeschnidre. 暢蝶科a

Anatogaster Sieboldii SELY. をにゃんま．

Gynacantha sp. 
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II. EUPLEXOPTERA. 畠麹目．

r. Forficuldre. 曜捜科E

Forficula tom仏 ・KOLEN. 〈ぎぬきは 3みむし．

III. ORTHOPTERA. 直麹目．

r. Acridid記， 睡轟科

Podismααl仰 αKOLL.

Tettiz sp・

あしまだらいな 'C_:.

2. Locustidre. 議斯科．

Decticus ;apo叩・cusBOLIV. いよBuす．

P lzaneroptera nなroantennataBRUN. つゆむし

IV. RHYNCHOTA. P有吻目．

え. HOMOPTERA. 同麹E呂．

a. DIMERA. ＝節類a

1. Psyllidre. 葉掻科E

Psylla sp. 

b. TRIMERA. 三節額．

1. Jassid母屋 浮塵子科．

Epiacanthus straminea MOTSCH. 
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くわきょ乙ばい．

bんどまたらよ Zばい．

Selenocephalus elongatus MATS. 

2. Cercopid記，・ 沫吹轟科．

Peuce歩tyelusnigγoscutell，α:tusもviATS.

Apltγo件。γα costalz"sMA  TS. なへももなよーも．

A安hγophoγα intermedi,αUHL. しろをとXあはよ、言.
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Aphrophora puteaiis MA電s. ぴめしろを (Xあわふき．

3. Membracidre. 角蝉科贋

Tricentrus戸：avi世esUHL. つのぜみ．

4. Cicadidre. 蝉剥＝

Cicada bihamata MOTSCH. 乙~·ぞせみ．

B. HETEROPTERA. 異麹E目．

a. GEOCORE& 陸棲類a

1. Pentatomidre. 椿裏科

Carbula humerな・eraUHL. 

Elasmucha Putori SCO'l'T. 

Elasmuclta sp. 

Elasmostethus Scotti, RENT. 

Elasmost~thus sp. 

とげかめむし．

2. Capsidre. 盲椿象科．

Der<eocoris palli・'dusHORV. 

De，’<eocon's sp. 

Panorpa sp. 

V. MECOPTERA. 撤掻園．

1. Panorpidre. 事尾量科．

VI. LEPIDOPTERA. 鱗麹冒．

A. R.HOPALOCERA. 蝶E目．

1. Papilionidre. 鳳蝶科．

Papili・obianor Cram. var. iWaackii M企N. みやまからすばあげは．

Papili・o:rnthus L. あげはのてよ、．
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,2, Pieridre. 粉蝶科．

Pieris rap@ L・2んーしろ℃よ、，
Pz・erisnapi L. すぢくろてよ、．

C olz"as ltyale L. もんきてよ、．

3・Nymphalidre. 賊蝶帯．

Aγascltnz＇.αlevana L. 可視. prorsa L. あかま~ら．

Vanessa Urti'ca: L. UめとA:r.-Cし．

Vanessa xanthomelas L. CA :t-c.・ L,. 
Vanessa io L. 〈じゃ〈てよ、．

Letlte caよみ》terz°sBUTL. 以めさま？さら以かげ．

Neope Ga~hkewitsch# M孟N. さまだら以かげ．

Pararge (Pronザhz'la)Schrenckii M孟N. :t-ほ以かげ．

4. Lye記nidre. 小旗蝶掛E

Z学兵yrusOrientali・sMURR. るほみ Ebしビみ．

5. Hesperidre. 標蝶称

Par仰 raノansonisBUTL. みやまちゃばねせ、 b.

Thanaos (Nisoieiades) moietauus BREM. ，みやませ、 ！， . 

B. HETEROCERA. 蛾盟目．

1. Arctidre. 燈蛾科．

Milt O'Chris t♂gratz"osa GUER. Zけが．

Spilosoma (Dionychopius) niveus M立N. しろ以と ！， . 

Lithosia griseola HB. きしたほそぼ・

2. Zygaenid記 z 斑蛾科雷

Pidorus (LRUrion）作自,iotaWK. しろしたほたるが．

3. Lymantridre. 毒蛾科

Lymantria disper L. まいまいが．
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4. Oeometridぉ． 尺蛾科

Acidarfa steganioides BUTL. ムたまみと (XV.めしゃく．

Arickanna jaguarla GUEN. へうもん主だしやし

Boarmia sp. 

VII. DIPTERA.. 双麹冒．

1. Muscidre. 家蝿耕a

Eggizoneura formosa WIED. ぺつ Zうばい．

Eggizoneura sp. 

2. Syrphidre. 食崎蝿掛．

Sericomyia borealis FALL. ~ほしまはなあぶ．

Eristalz's te11ax L. は攻あぷ．

Ch，フ，sochlamyssp. 
3. Asilidre. 食轟蛇耕，

Lap!trz"a Mitsukurii COQ. るほいしあよ．

Laphria sp. 

4. Tabanidre. 蛇掛E

Tabanus chη，surus LO'.EW, あかうしあよ．

5・Bibionidre. 宅蝿科．

Bibioノ'tljonicaMOTSCH. やま吋ばい．

VIII. COLEOPTERA. 鞘麹目．

1. Coccinellidre. 瓢轟掛．

Ptyclzanatis axyrydi: P札 L -c A.. ~二ちむ し

C occt'nella 7-p帆 ctataL. 在、廷し t九ヒぅ．

2. Chrysomelidre贋 金花愚秘．

Chrysomela gzittata GEBL. はつかはむし．

Chryso械elasp. 
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3. Cerambicidre. 天牛科．

Prionus insularis MOTSCH. のとぎ bかみさ b.

MegasemumタuadricostulatumKRAAT. おほ〈 λかみ走 b.

Leptura ochraceザasciataMoTscn. はなかみ SI)_. 

Lψtura succedanea L!'.:W. あかはなかみ~－ 9• 

Lザturagranulata BAT. 造、ほはなかみき I}• 

Chloridolum thaliodes RAT. る bかみさ I)• 

Rosalia晶1tesiHAR. る bぼしかみさ争．

Jl{onochmmnus jトaudatorBAT. ぴ λう Eかみさ I).

• Monocltammus luzuriosus BAT. せんのかみき 9. 

Mesosa japonz"ca BAT. まだらかみさ 9..

Mesosa longzpennis BA'I・－ ひげなが北だらかみさ 9.

β会sosaltirsuta BAT. CA Aiちま tlらかみさ 9.

Apalimna liturata BAT. ぴげながほしかみ B ~ . 

A canthocinus oppositus CHE-VR. ひげ者が 1bA..かみさ 9.

今 Cure叶ionidぉ． 書i鼻描科．

砂lobiustransversog11tlat11 GO&z. 

5. Oedemeridぉ． 髄夫牛稗．

Xantltochroa Waterh蹴 seiHAR, ,& 9かみき 8tt全t,.

6. Teneb計on硲~－ 備歩行轟帯．

Plesz》/dalmusameus MOTSCH. さまは t.

Plesi，ゅんtalmusnigratus M伺 SCH. くλきまはふ

7・ Cantharidre. 盤科．

Dictyopterus atrorufus Krns. くろすぢほ 12る．

C arplmrus 〆agi・仰sKrns. 

Podabrus 111acilentus Kl回、

8. E協施ridre.. 即欝畠科．

Elater 1-ubridorsus LEW. あか乙めっき．
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Melanotus sp. 

A tltous sp. 

Atltous sp. 

9. Scarabid担． 金電子耕．

Geotrupes lcevistriatus MOTSCH. せんも乙がね．

Popili・0Japonz切 NEW. ー まめ乙がね．

Anomala testaceipes MOTSCIし きあし乙がね．

Trt'cltius Japont"cus JANS. とらはなむヤ 9.

Heptopftyll，αpiceαMOTS CH ~ V'ろ乙がね．

10. Platyceridre. 鍬形轟科．

Macrodorcus rcctus MOTSCH. くはがたむし．

Macrodorcus striatipennis MOTSCU. 以めくはがた U し．

Macroゐrcusrub1ザemoratusSN. v. VoしLENII. あかあしくはがn.

11. Silphidre. 埋葬轟科．

Pαrαsil会haft'rforata GEEL. Uも？互にぐ {JL,. 

12. Carabidre. 

Cα7αbusαrboreus LEW. 

Damaster rugipen?zis MOTSCII. 

DolichusんσlensisSCHALL. 

Pteγosticltus Tltttnbergii MOR‘ 

A托isod.αctylussignatus ILLIG. 

歩行轟科．

IX. HYMENOPTERA. 膜麹目．

A. :J..lEREBR.AB TIA. 有錐亜自．

a. PHYTOPHAGA. 食葉類．

I・Siricid穏． 樹蜂科．

Sirex sp. 

ー
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Sirex sp. 

b. ENTOIVIOPHAGA. 食器類，

r. lchneumonid母・ 掘蜂斡．

ivlesosll’mus sp. 
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Pσ1l.＼・z"cus sp. 

Pimp/a sp. 

2. Braconid記． 小繭蜂科．

BraeρII sp. 

B. ACULEA.TA. 一有剣盟国．

1. Formicidre. 蟻科．

Formica fus川し varn伊pρnensisFOR. 

2. Vespidre. 胡鰭科．

Vcspαcingu!atαMoc. ぢぱち．

札幌農皐校昆掻準教室 lこ於τ。

RESUME. 

On, the 6th of August, 1905, we ascended, for the purpose of collecting 

insects, Mt. Makkari-nupuri, an extinct volcano rising to about 6zoo feet above 

the sea-level. As we were probably the自rstentomologists who ever climbed 

this high peak, it was expected that some interesting species would certainly 

be found there. But to our great regret, the day was stormy, and so perilous 

that it was quite unfavourable for such an undertaking. Nevertheless, we were 

so fortunate as to be able to collect, those enumerated in the foregoing pages, 

-a goodly number of specimens -amonξwhich are included some new species, 
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as we believe. Full accounts of these are, however, omitted in the present 

paper as it is hoped to describe them elsewhere. At present, we can only 

remark that Pidorus (Lau，匂n)remota WK. and A ric/1amza AぽuariaG’N. are 
the species which are, together with the new species, looked upon a:s new 

aditions to the insect-fauna of Hokkaidδ‘ 

ーーーー一ー曽酔四時ー一一一ーー



本 奮 詑 事

（明治二十四年よ b三十八年まで）

MINUTES OF MEETINGS. 

(1891ー1905.)

ー一ーー－・・・ー一－

創立奮及線集奮

本曾tま創立以来年を関する乙と十有五、其創立及日総集曾に就

きτは数多の事項あ bと雌屯、設に煩を厭以て其大要を掲ヤるに止

む。緯J集曾り曾場は皆札韓農皐校教室re.於τせるが故lζ ーや之を

言Bj・ ':Po 

鋪立倉 本曾i主動物差襲、植物阜、人類E襲、地串を暁究し、殊iこ北

海道に関する事項を調査するを以℃目的とし、明治二十四年一月八

目、石川貞！治、橋本左五郎、徳淵永治郎．横山鮭究郎、高橋良直、村

越銃之助、野揮俊次郎、小田切柴三郎、小川二郎、黒津艮卒、松村桧

年．小寺甲子二、南鷹究郎、宮部金吾、紳保小虎、椙山清孝I）、須藤義

街肉、吉村喜一郎の十八名、札幌農皐枝 R集ぜして之を創立し、規

則を編成 L、役員t選準せれ役員の営選は曾長宮部金吾君、曾計小

寺甲子二君、書記黒惇艮平君、小田切柴三郎君在 b0 

第ー鯨集舎 明治二十四年十二月十九日開曾。鹿務曾計の報

告、規則る改正、役員の改選あれ役員の賞選は曾長紳保小虎君、曾

計徳淵永究郎君、書記材、越銃之助君、菊地拝君主 b。

第＝総集曾 明治d二十五年十二月十日開曾0 ！義務曾計の報告、

役員の改選あれ役員の嘗選は曾長宮部金吾君、曾計橋本左五郎君、



(2) 本曾記事（明：治二十四年 ιり三十八年まぐ）

書記出回新君、松村松年君な b。

第三線集曾 明治二十六年十二月九日開曾oZ義務曾計の報告、

役員の改選あれ役員の営選は曾長宮部金吾君、曾計小寺市子二君、

書記西谷清二郎君、 JII上瀧輔君な b。

第回線集曾 明治二「八年一月十宇九日開曾0 lIB務曾計の報告、

役員の改選あれ役員の嘗選は曾長宮部金吾君、曾計徳淵永治郎君、

書記高橋良直君、平塚直治君な b0 

第五鰭襲曾 明治二十八年十二月二十一日開曾。鹿務曾計の

報告、役員の改選あれ役員の営選は曾長宮部金吾君、曾計犬島金

太郎君、書記松村松年君、 JII上瀧輔君なれ

第六線集曾 明治二十九年十二月十九日開曾o Z義務曾計の報

告、役員の改選あ上役員の賞選は曾長宮部金吾君、曾計小寺甲子二

君、書記高橋良直君、山田玄I太郎君な b。

第七綿菓曾 明治三十年十二月四日開曾。鹿務曾計の報告、役

員の改選あれ嘗選は曾長宮部金吾君．曾計原十太君、書記西田藤次

君、宇津絢君なれ又札幌附近植物目録編纂の事を議決し曾長の指

名を以て徳淵永弐郎、川上瀧輔、宇津掬の三君 lこ該編纂を委任字。

第八綿集曾 明治三十一年十二月十日間曾。鹿務曾計の報告、

規則の改正、役員の改選をなす、役員の嘗法は曾長宮部金吾君、曾計

原十太君、書記川上瀧輔君、西国藤次君な b0 

第九総集舎 月月・治三十二年十二月二十三日間曾。康務曾計の

報告、役員の改選をなす、営選は曾長宮部金吾君、合計原十太君、書

記川上瀧輔君、宇津拘君な b0 

第十線集曾 明治三十四年一月十九日開曾。農務曾計の報告、

役員の改選をなし、終て懇親曾を聞く、役員の営選は曾長原十太君、

曾計新島善直君、書記山田玄太郎君、宇揮拘君なれ

第十ー線集舎 明治三十四年十二月二十一日開曾。鹿務曾計

の報告、役員の改選あ b、官選は．曾長宮部金吾君、曾計山田宣太郎
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君．書記宇津絢君、三宅勉君な b。

第十＝線集曾 明治三十五年十二月二十九日開官0 §義務曾計

り報告、役員の改選をなす、 営選は曾長宮部金吾君、曾計山田支太

郎君、書記宇津拘君、三宅勉君な h。

第十三穂集曾 明治三十七年二月六日開曾。鹿務曾計の報告、 J

役員の攻選を攻し．叉報告編纂の事を議決す、役員の嘗選は曾長宮

部金吾君、編纂委員大島金太郎君、松村松年君、曾計石田昌人君、書

記三宅勉君、河内完治君悲 b0 

第十回線集舎 明治三十八年一月二十一日開曾。 鹿務曾計の

報告、役員の改選をなす、賞選は曾長宮部金吾君、曾言十宇津拘君、書

記河内完治君4素木得一君、編纂委員は合長の指名を以て入国三郎、

河野常吉、河内完治の三君と定む。

第十五線集曾 明治三十八年十二月二十三日開曾。鹿務曾計

及び曾報第一審編纂に閲する報告、曾則の改正、役員の改．選をなす、

営選 11曾長官部金吾君、通信書記大島金太郎君、総事書記松村松年

君、 曾計宇津絢君とし、 叉曾長の指名によ b編輯委員八回l三郎君、

河野常吉君、国書委員宇津淘君、書記補助素木得一君、鈴／木力治君~：

未光積君と定 lro

月次奮 及 演題

月次舎は札幌農皐校教室内に於て之を聞き、事務の報告及び議

話をなすを例とし、叉臨時過宜の場所を選以．公開演守読をなしたる

乙とあ b。今詳細の記事を略し開曾の年月日及び演題のみを掲ヤ。

明治二十四年

第ー回月次曾

千島濁色丹島の話

Ti!:鳴蛇み尾の構造

トド松の話

一月七日

横山是士宮た郎

野 j幸俊次郎

官 苦R金 晋

第＝回月次舎 二月二十ー日

エグジロネの言百 徳淵永次郎

寄生過

す勝原野四近の地質

北海道の鮭

v須藤義衡問

模山社次mt
l野 1幸俊次郎

第三回月次舎 三月二十八日

捧捉島の地勢及び地質

北海道の樹木及び其頒布

地質調査主土性調査

石川l

椙山

紳 保

良治

活利
小虎



('4:)' 本合諮事（明治二十幽年 Lり三十八年まて）

第四国月次舎 四月十八日 ｜第十＝園周波曾 こ月ニト日

槌物採易盤に貯織法i 宮預金吾｜ 北海道植物探検l則自草 宮昔寄金晋

魚類採集並l乙貯蔵法

昆鼠採集並lこ貯蔵法

岩石化石並l二積物探集法

第茸回月＇i矢倉 五月九日

野津健次郎

小寺甲子ニ

紳保小虎

露濁植物継犬家守キγ唱守イヲチ＊の・惇

宮部金審

第六回見ポ舎 大月十三日

本邦寄生商暮報第ー、 A ロノスポv-

北海道産車碕麗届~：.就て

寄生島〈第二〉

第士園周波曾 九月十八日

守iv汐プ島の植物

害盆の話

北海道の果拳

宮部金膏

宮部金吾

遁藤義衛門

宮部金者

橋本左五郎

南鷲次郎

第八回月次曾 十月二十四日

北海道山mの諮問 軍事保小虎

ι 守 pνヲプ島の稿短海藻 宮榔金普

第九回月次曾 十一月ョ三十八日

チプタテ y申 山の稲 横山佐次郎

第＋二回見次倉 三月二十六日

アイ買利用の植物 宮前i金吾

千島国ダナV リ島の話 横山舵衣廊
一

第十四回月次曾 四月二十三日

北海道の地形 榊保小虎

アイヌ利用の植物〈鰻〉 宮部金吾

第十王国月次曾 五月二十一日

＊蚤認査の篇吟本州巡回の雑話野津俊夫.

北海道に属する日本海洋中の諸島

石 Jfl良穂

第十六毘月次曾 ホ月二十五日

値物分布論 宮部金吾

昆通l二就て 檎ー本左五隊

第十七回月決曾 九月二十四日

蝦夷qJ刑法 永田方疋

天集謀議lこ就て ＊科七三原

第十八回月次曾 十月二十二日

北海道の島照雄話 小寺甲子ニ

片岡侍従強行員多渥尾氏採集の千島憾物

~部金，音

北見鴎の地理主集侯

根室方面の林相

石 JI）良治 i 千島諸島の景況 多羅尾忠臣区

梅山清利｜第十九回月次曾 十ー月二十六日

第十周丹波倉 十二月九日

北見回の地理主集侯〈根〉 石川良治

地理i二闘するアイヌの考 紳保小虎

明治＝＋亙年

第十四回見次舎〈会開演説〉 ー万三十日

日本動物地理分布

札幌四涯の鍵選1：就て

束認韮細豆地理一斑

北海道のIA業iこ就て

地迫撃（［）寅溺

札幌附近の地名

E宇津 f愛次郎

石川貞主治

横山佐次郎

和田健一

紳保小虎

永田方 E

隆英図入原岡山植物探集訪

日本の蛙lこ就て

化石の話

徳淵永次 liJ

松村松年

石川貞治

第＝＋閏月次曾 十二月十日

桑の審議 橋本左五蕗

北海道の石灰石lこ就て 横山舵実酪

明治＝十六年

第＝＋ー国月次舎 ｝月二十｝日

北見園l二て新lこ後見世し石炭産地

石川l貞鵠’

北海道産柳薬楽麗の研究 宮部金吾
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橋本左五郎 l

I 細胞に掬する新設
野｝幸俊次郎 l － 

’第三十六回月次曾 九月十五日

務後国鳥海山tt1i物採集談 川上瀧輔

深海の魚類l二就て 野湾俊次郎

第＝＋＝閏月決曾（公開演説〕二月十一日

有盆なる昆品 橋本左五郎

札幌市街の開後lこ就て地母上の考察

石川貞治

野 i翠俊次郎太陽の誇命

植物界i二於げる共楼伺存

面白きアイヌ認の使ひ方

宮部金吾

タョY、パチエラー

第＝十三国月決曾 三月十八日

腿脱獄i：就て 小寺甲子二

氷同車Elこ裁て 野津俊次郎

榊氏の徹米11.脚震の原悶なる設や評す

宮古官金普

第＝十四国月次舎 四月十五日

手宮貝塚の土石器 清水元太郎

アイヌの勘定法iこ就て 岡部方幾

北海道の小室長に有害なる銃病iこ就て

中野徳一郎

第＝十王国月決倉 五月二十七日

Panmixieの設 高橋克直

日本樹＊の分布i：就て 沼悶正直

組肋軟に就て 小寺甲子ニ

第ニ十六回月次舎

ヰL幌の介殻議iこ就て
北海道カヂカ扇lこ就て

六月十七日

第＝十七回月次倉

石狩川沿岸穴属探究

岩手山の槌物

九月三十日

高畑宜ー

宮前i金吾

第＝十八回月次曾 十月十四日

千島の動物

館三十四月次舎

野 i翠俊失事1

十二月九日

横山批きた耳目ポ口屯 i:,ll）島犯行
＝＝＝＝耳＝＝＝

明治＝十七年

第三十ー回月次舎 一月十三日

水産商科1：就て 千石輿大耳［）

北海道西部東方t由貿地貌の大要石川貞治

第三＋＝回月次舎 三月十七日

ポ守本γヤ人種lこ就て 清水元大耳目

千島樋物｜こ就て 宮部金吾

司、ァカ司＂ず可 石川貞治

第呈十三国月次舎（昼間演説） 四月三日

現今進化論の傾向 松村松年

動物の口器に就て

食肉値物

第三十四国月次倉

北海道大多層

Entomophthorere iこ就て

擦挺島のー大賀庫

千島海獣の認

駐司寓六

宮部金吾

五月二f六日

徳淵永次郎

黒；華民平

横山社きた耶

野津俊ヨkii匝

第三十王国月次曾 六月九日

北海道樹木分布論 宮部金吾

野 i翠俊次郎

昆布の粘液孔道の構造 宮部金晋

第三十七回月次曾 十月十三日

北海道石南麗｝兆 徳淵永次郎 i 林檎李葡萄の宅ユリヤ病 千石奥太郎

Codling Moth. 橋本左五郊 l 根切品騒除法:J)宣験 椅本左五郎

北海道のムYグ b麗lこ就き 小寺甲子二｜第三十八回月次舎 十一月十日

第＝＋九回月次舎 十ー月十ー日 ｜ 他の植物組織も貫通ずる根のカ高橋瓦宜

北海道の蛇居 松村松年｜ 棒科植物受精作用に係る新説 宮部会膏

蔚部地方と日高地方と植物配布上関係も

，有する詳報 宮前：金吾

臨時曾 十一月二十七日

四比利直放行談 紳保小虎



(6) 本舎記事（明治二十四年より三十八年まぐ）

第三十九回月次曾 十二月八日

千島巡航談’ 石川貞治

植物議刷色の炭水化物 大島金太郎

明治＝＋ 1＼年

第四十周丹次曾 一月十九日

ゴ唱l二就て 官官R金吾

千島園チャチャヌプ甲登山の記 石川良治

秋田巡回所見 和田健一

第四十一回月次舎 三月十六日

ペト病菌並に水生菌の雌雄器l二於りる

核の鑓化 黒海良平

月山植物の話 川上瀧禰

動物の影色 松村松年．

第四十＝固月次曾 五月四日

海産生物と海水温度との関係 野津俊次郎

重量類の遊離窒素同化に就て 平塚直治

角田啓司

明治＝十九年

第四十七回月次曾 一月十八日

淡水~1：就ての観察 小田切祭三郎

北海道産の山宅擦 角田啓司

第四十八回月次曾 と月十江日

喜容奴科の一種に就て 高僑真直

昆勉の践に就て 松村松年

木曾所見 田町興三郎

第四十九回月次曾 三月二十一日

北海道の柳属 徳淵永次郎

小室長の蛋白質類 大島金太郎

プv7:r.1レF氏の稲麹に就て最近の研究

第五十回月次舎

ザヲメl二就て

清酒の酵母

宮部金吾

四月十八日

宮部金吾

矢；永久太郎
北海道の森林

菰炭｜二就て 宮音r; 金吾｜第五十一回月次曾 五月二十二日

マ第四十三田月次曾 九月二十｝日

チヤVY汐ヤー披探抜E君臨中或事項目

就て 野津俊次長［I

植物l:t有機物必類化し得るや←大島金次郎

茄立枯病原因の研究 高橋瓦底

第四十四国月次曾

悪庭岳植物採集談

ミ、Y ~ －織物閣の概況

日本蝶類皐名の鐙遼

小島VPミ科に就て

十月二十六日

川上瀧禰

河瀬春太郎

松村松年

小寺甲子二

第四十五回月次舎 十一・月十六日

動物慢と植物踏の化撃的t書道の一致iこ

北海道地質銭物事上の溌見 石 JI）貞治

第茸十＝回月次舎 六月二十日

メ7，〆プソラ菌麗1：就て 平塚直治

“ダスチヤライ b”に就て 野 J翠俊次郎

第五十三回月次曾 九万十九日

日本産崎鈴の分類 松村松年

亜臓の立枯病に就て 平塚直治

第五十四国月次曾 十月二十一日

利尻山見聞の一二 監 淑 渡

利尻山植物の捧性 宮部金吾

第五十五回月次曾 十一月二十一日

闘する研究 千塚直治！ 石塚氏化率的会養長害論か許す大島金太周1

.ip.瀦作五郎氏の研究ぜる王寺孫樹の受精 I 7':vノキ、ヤチヤナヨF、ゲミ等の根癒の

に関する論文lこ就て 宮部金吾｜構造及び効用 宮部金吾

第四十六回月次舎 十二月二十一日 ｜第五十六回月次曾 十二月十九日

細胞に関する準設 野津 f愛次郎

ヰU毎送に於げる金の産出lこ就て石川貞治

鳥類雑話

露領阻納盟主i民

一司、寺甲子二

野 i翠俊次郎



MINUTES' OF ME'.ETI'¥GS. ( 1891ー 1905.) (7) 

明治三十年

第五十士回月次倉 一月二十三日

銭病菌類の寄生iこ及ぼす鐙化 菊埼幸次郎

蘇畿の珊瑚獣保の性質 徳淵永次郎

:r. )I' "' ＇）＞林の害菌

梨の果葱識に就て

第五十八回月次舎

淡水魚類賓験談

魚類雑誌

第五十九回月次曾

佐々木和策

松村松年

二月十三日

小田切築三郎

小寺甲子二

四月十日

北海道冬期間に於げる果樹害識駆除

松村松年

子嚢菌類の分類拳上の位置 宮部金吾

第六十回月次舎 五月八日

昆布科新属l二就て 宮前l金吾

第六十ー回月次曾 七月三日

内地採集談 松村松年

玖珠に寄生する天狗業病に就て宮部金吾

多類鋳病問題最近の研究

内地巡視談

菊地幸失郎

角田啓司

第六十＝回月次舎 九月十八日

自義阿寒岳雄阿寒岳及ぴ阿寒湖の植物

JI）上瀧繍

カヲ λγbの表皮神経細胞の話原 十 太

第六十三回月次曾 十月十六日

夏期放行中見問機諸 山田玄太郎

害品誘殺法 松村松年

7・7ネル氏酒精醗酵作用i二関する新設

大島金太郎

第六十四国月次舎 十｝月二十日

届申戸第二回水産博覧舎の景渇 野津 f愛次郎

明治三十四年

第六十六回月次曾 二月十二日

大豆の害致 Cra/hiolithasp. Iこ就て

松村松年

北海道iこ於げる白楊樹の分布効沼及び

生長量1：就て 角田啓司

北海道の天然林l二於げる針葉樹田 中 害復

第六十七回月次舎 三月十二日

酒精醗酵素l：就て 藤 問 昌

昆布の成分 大島金太郎

第六十八回月次曾 四月二十三日

Alinit lこ就て 山田玄太郎

減敏分裂lこ就て（績） 原、 十 太

第六十九回月次曾 五月二十八日

有脊椎動物の頭骨 原 十 太

第七十回月次曾 六月十ー日

幌内及ぴ幾春別炭坑中l二て採集しれる坑中

トド守？の支柱も侵害腐蝕する白色o;徹菌

lこ就て 宮部金苦

手島談 野湾俊次郎

第七十ー回月次曾 九月一日

富士登山談

三l崎臨海質量産所の賞品

第七十二回月次舎

千晶画揮捉島の植物

千島植物探検の沿革

松村松年

原十太

十月二十二日

川上 i龍揃

宮部金者

第七十三回月次舎 十月十九日

攻琉の天狗＊病 山岡玄太郎

分子原子及ぴ其解離i二就t 菅沼市裁

第七十四国月次舎 十二月十日

牡丹・~繋の立枯病

稲のス pyプスi二就て

戸津高知

松村松年

明治三十＝年

第六十五回月次曾 十二月四日 ｜第七十五回月次曾 二月十八日

減数分裂に就て 原 十太｜民空醗酵iこ就て 膝 岡昌



(8) 本倉詑事（明治二十五年ιり三十八年まぐ）

大豆の寄生燦 松村松年 第八十王閏月次舎 四月二十九日

吸口過の生殖器 原 十 太 ヤアマメiこ就ての観察 川上瀧繍

第七十六回丹次舎 三月十一日 7ァコプYラ麗に就て 平塚 iJ治

雌阿寒アス守主鳥海7え T に就て スチョプ ＇） 7に就て 山田玄大郎

Jll 上瀧禰 第八十六回月次曾 五月二「六日
鯨扇に就て 野.r翠 f愛号I{ ill~ 二三の微生物lこ就て 矢木久太郎

北海道産昆布科植物lこ就て 宮市：金吾 秦皮の寄生蜂 新島善直

第七十七回月次舎 四月八日 第八十七回月次曾 九月二十二日

丘理事博士のヨ 9日トーム 原 十 太 北千島アイヌ 河野常吉

醸造界に最も多〈顕出する下等菌類の 本邦奪三手簡類に寄生する二三の鎗菌l二

、研究ft; 矢木久太郎 就て 平塚直治

第士十八回月次曾 五月二十日 第八十八回月次曾 十月十三日

タト子嚢菌科に就て 西国務次｜ 不常乳及び其灰分1：就て 橋本左五 m~

lJR 十太小慢港の浮j旋生物に就て（動物の部〕 ｜ 吸口重量の生殖器lこ就て

原 十太｜第八十九回月次曾 一1二月八日

｛宮部金吾
向上〈稲物の部〕

今津 i旬

ヨ青果のミノム V 松村松年

第七十九回月次舎 九月三十日

品懸の話 新島菩直

第八十回月次曾 十月二十八月

宅二 Pヤf誌に就て ¢ f翠 i句

ミYストマの筋i勾系統 原 十 太

第八十一回月次舎 十一月二十五日

利尻島の植均 JI／上 繍

北海道の砂金 河野常吉

高山植物の待性及ぴ分布 宮前i金菅

第八十二回月次曾 十二月二十三日

北海道の植物検 問 中 壌

明治三十三年

第八十呈閏月次舎 一月二十日

アイヌの祭檀に用ゆるイナチiこ就て

ミPョν、パチエラー

第八十四国月次曾 三万三日

奥尻島の植物

海洋の富源

川上瀧瀬

野f幸俊次郎

明治三十四年

第九十回月次曾 一月九日

五葉松と短小fl 川上瀧輔

ノト議過に就て 新島善直

第九十一回月次舎 二月十六日

銭函海岸の渡鳥 材調嘉次郎

好感1：総て 石田昌人

第九十＝回月次曾 四月十三日

工卒ミ二ス山i二於げる放牧地の，状況

41 :ifiの話

橋本左五郎

石川i貞治

第九＋三国月次舎 五月二十五日

北海道主要樹木か葉lこて識別する方法

)II 上瀧締

i凌施中iこ生すZ昆布科植物iこ就て

宮部金晋

第九十四国月次曾 六月二ナぇa
箆異の統計的研究 lJR 十 太｜ 果樹l二寄生する章受蛾科l二就て 吉｝II 春次
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MINUTES. QF MEETINGS. (1891-,-1905.) (9) 

宇 i翠 狗 rhycitid毘科iこ麗する落葉松の筈識l二

九月T四日 就て 新島善直

原 十 太第百四国月次曾 十ー丹－B

大豆の菌核病

第九＋軍国月次舎

動物採集族行談

第九十六回月次曾 十ー月三日

北海道自霊系論 矢部長克

第九十七回月次曾 十一月十三日

稲の菅蚊r：.就て 石悶昌人

士別地方r：.費生ぜる野島と息鐙扶斯薗

iこ就て 橋本左五郎

館九十八回月次舎 十二月二十一日

梨樹の寄生菌Fusic!adiumpfrinwn l二

就て 高橋夏直

最近四少年間に於げる醸造病菌研究の

進歩 ・ 矢木久太郎

明泊三十茸年

第九十九回月次舎 ー月二十五日

月山植物談 山田玄太郎

相調現象lこ就て JJJ( 十 太

第吉田月次舎 （公開演説〕 二月汁こ日

開曾の趣旨

桐の萎縮病 )II 上瀧縛

函館札幌開放行談 河野常吉

第百軍国月次曾 十二月二十九日

敵洲に於げる昆重量挙の現祝 松村松年

明治三十六年

第百六回月次舎 一月三十一日

平樹の小量産品 ScolytusIこ就て 新島善直

本:m産 Gymnosporangium属に就て
営者協金吾

第百七園周次舎 二月十四日

i字墜子の分布に就て 松村・松年

北海道産P 也、類iこ就て 野穆健次都

第百八回月次舎 三月十四日

人類の言語命lこ就ての或る事賓 原 十．太

辛樹の皮膚病lこ就－て 山岡玄太郎

第百丸田月次舎 六月二十日

日本食品と其消化率 六島金太郎

宮部金吾 1

｜第百十回月次倉
山田玄太郎｜

｜ 林水の霜裂に就て
河野常吉

植物の凍結

アイ買の戸口

バグデ’アの話

蝶J.>色彩

矢木久太郎

新島善直

北海道拓植の進歩lこ伴ひ践見ぜられれる

鎖物 石川貞治

守ラ 9ヤの話 原十太

第百ー囲月次曾 四月十九日

相関現象l二就て（積〉 原 十犬

木揮穏材に就て 宮部金吾

九月二十六日

新島善直

三宅勉談集探
’
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七島粛の病害菌 KawakamiaCyperi iこ

就て 宮部金者

第百十ー閏月次舎 十月三十一日

童夢類の鋳病l二就て 高橋真宜

昆議採集絞行談 松村松年

第百＋＝閏月次舎 十一月二十一日

アサグサノ’の成分 大島金太郎

~、ア甲ース氏種類原始論lこ就て

第百＝田月次曾 五月十一日 宮部金吾

務威lこ於げる潟業談 野津俊次郎 チャジヨ少（砦祉）1：蹴て 河野常曾

九州森林視察談 島村総夫
第百十三国月次曾 十二月＝十六日

第百＝閏月次曾 十月四日 サ脚力＝の頭端（ros仕um）の艶異に就て

黍黒穂1：就て 高橋瓦産 原 十 大



(10) 本曾記事（明治ご十四年 Lり三十八年まで）

浮塵子lこ就て 松村松年 第百＝十回月次曾 三月十一日

明治三十七年 害品の護主主駆除濠防法 石田昌人

第百十四回月次曾 二月六日
水中の昆騒学麹類に就て 松村松年

昆過の異形重量慈 松村松年 第百＝十ー回月次曾 四月廿二日

納豆のバ亨テ可ア 橋本左五郎 毒多.：！）話 高橋瓦直

第百十五回月次曾 四月九日 *u食品lこ就て 新島善直

多澗中の炭酸iこ就て 藤 岡 昌
第百二十＝回月次舎 六月十七日

千島占守島の植物l二就て 宮部金吾

第百十六回月次舎
・"' y・ ... ））＞の心材腐蝕病害lこ就て河内完治

五月二十八日
燈必の成分i二関する研究環報 大島金太郎

笹の病害lこ就て 高縞瓦直
由主の卵とヤ少メの卵との資生に就て

主主主笠土工氏本邦産コマキタミと欧洲
八回三郎

F豊川少カネグミとめ交配iこ閲する研究に

就て 涼 十 太
第百＝十三回月次曾 九月廿三日

第百十七回月次曾 十月十五日
学 YI.定の血雨時代iこ於げる鐙化l二就て

熊本県系五家庄の昆議採集談 松村松年
三宅恒方

日本産ヤ少メウナギの話 八回三郎
本年札幌附近iこ於て後見ぜる寄生商に

第百十八回月次曾 十一月二十六日
就て 高橋夏直

桑樹枝i傑枯死の原因lこ就て 一
，屯,,. 勉 第百二十四回月次曾 十一月十一日

樺太潟．業の沿革 河野常吉 本邦産熱帯地方昆勉lこ就て 松村松年

明治三十八年 泥炭に就て 時任一彦

第百十九回月次曾 一月二十ー日 第百＝十五回月次曾 十二月骨三日

北アラスカ探検談 古川i松柏 樺太談 和田健
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札幌博物筆書規則

CONSTITUTION OF THE SAPPORO NATURAL 

HISTORY SOCIETY. 

”’ 

｛明治三十八年十二月二十三日改正）

第一章名部

第一候 本曾を札幌博物皐曾と稲す

第二章 目的

第一候 本曾の目的は動物皐植物皐人類皐及ex地皐の諸皐科

を研究するにあ h

第三章 曾員

第一｛康 曾員を分ちて名春曾員正曾員1佳曾員とす

第二僚 名審曾員は第二章第一僚の皐科lこ功積ある皐者よ b

推薦するものとす

第三僚 正曾員は第二章第一僚の皐科若しくは之に密接の関

係ある串科を専攻するものたるべし

第四僚 准曾員は第二章第一僚の皐科 lこ篤志のものたるべし

第五保 正曾員は役員の撰奉被撲暴及び曾務を評議するの擢

を有す

第六僚 准曾員は役員撰皐の擢を有す

第七僚 曾員は本曾所臓の園書を借覧する乙とを得

第四章 入曾及exj昆曾
第一候 名春曾員は組、曾に於℃出席正曾員三分の二以上の同



(12) 札幌博物拳曾規則

意を以て之を撰皐す

第二保 正曾員として入曾せんと欲するものは正曾員二名の

紹介を以て本曾に申込むべし

第三僚 准曾員として入曾せAと欲するものは正曾員一名の

紹介を以て本舎に申込むべし

第四傑 入舎の申込あ bたふと 3は例舎に於て正曾員出席者

多数の決議 lとよ b其諾否を決するものとす

第五保 J佳曾員よ b正曾員民事事ぜんと欲するものはずf(C入曾

するものと同ーの／I頂序を経べきものとす

第六僚 退曾せ λ と欲するものは書類を以 τ 本曾 ~t 届け出づ

ぺし

第七傍 曾員にして本曾の名春代係はるが如主汚行あるもの

は線曾出席員三卦の二以上の決議を以て之を除名す

第五章役員

第一候 本曾は役員とし℃曾長一名書記二名曾計一名編輯委

員二名及び園書委員一名を置〈

第二傍 役員は毎年一月の縮、曾に於て無記名投票によ b之を

撰事す但し編輯委員及ex園書委員は投票に撮らず曾長の指名によ

bて就任するものとす

第三傍 役員事故あ bて齢任したるときは曾長の指名に依る

もの L外臨時娘、曾を開主之を撰皐す

第四僚 曾長は書記補助とし℃准曾員中に二名以上を指名す

る乙とを得

第五傍 役員の任期は満一ヶ年とし τ毎年二月一日よ b始ま

b翌年一月三十一日に移る

第六僚 曾長は本曾の事務を線、理し叉本曾を代表して諸般の

事務を行よ、

第七保 書記は通信書記と銀事書記とし通信書記館内外の逼



CONSTITUTION OF THE SUPPORO NATURAL IIISTORY SOCIETY. (13) 

信を掌9鎌事書記lま舎の記録其他の事二務を掌る

第＇・1＂＼僚 曾計lま金銭の出剰を掌る

－第九傑 編輯委員は曾報の編纂及(X接・行の事務を掌る

第十僚 圃書委員は圃書の管理整理及び借覧の事務を掌る

第六章集曾

第一候 集曾を牙ち℃娘、曾及び伊l曾のニとす

第二、候 伊j曾は七八雨月を除き毎月一回之を開・主第二章第一

僚に掲「る諸皐科に就3談話講演をなすものとす＿，

第三僚 娘、曾は毎年一月例曾に績き之を開き曾務の報告役員

の撰事をなし叉曾務を評議す

’第司岡傑 曾長必要あ bと認む Qと3又は正曾員五名以上の請

求あるときは臨時組、曾を聞くものとす

第七章曾費

第一僚 正曾員の曾費は一ヶ年金三国准曾費の曾費は金畳園

買に拾銭とす但し曾費は一月五月及び九月の三回に分納する事を得

第二保 正曾員iとして一時に金奉拾聞を即納したるものは曾

費を要せず柊身正曾員たる之とを得

第入章曾報

第一候 本曾は本曾記事及び皐術研究報文等を掲げたる曾報

を接行す

第二僚 曾報は邦文若しくは敏文を用ゆ

第三僚 曾報Ii毎年二回若しくは二回以上鞍免し一年を一容

とす

第凶僚 曾報は凡て曾員に各一部宛無代債を以て之を頒つ

第五僚 曾費を納めぎるものには曾報の稜還を停止す

第九章 資産及び経費

第一候 本舎の費産は現在正曾貝の共有とし正曾員の資格消

滅と同時に其権利消滅す



(14) 札幌博物拳舎規則

第二保 本曾の資産は曾計之を保管し曾長之を監督す

第三僚 本曾の経費は曾費基本財産よ b生じたる利子及び雑

牧入を以て支排し其剰飴金は役員舎の決議を経℃本曾の基本財産

に編入す

第四僚 前僚の剰飴金及び有志の指定に係はる寄附金品を以

τ本曾の基本財産とす

第五傍 本曾基本財産の管理方法は総曾出席者三分のこ以上

の同意を以て之を慮理す

第十章雑則

第一候 本曾規貝ljtζ 関する細則は別に之を定U

第二候 本曾規則の改正は総曾出席者三分のご以上の同意を

以て決す

j 
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札幌博物皐奮奮員名簿

（明治三十八年十二月廿三日現在）

L{S才 OFMEMBERS. 

一一一一ー司・ャーー一一一

安藤乙次郎（農皐士） 紳奈川勝足柄下郡久野村舟ケ原、

有元新太郎 γ。ProctorArboretum, Topsfield, Mass., U. S. A. 

浅井郁衣郎（理事士） 丈部省園書審査官、束京麹町医平河町五

丁目三七、

JOHN BATCHELOR, Rev., (F. R. G. S.) 札幌匝北三僚西七丁目．

伸遺 直知 宮城牒立農皐校助教諭、

藤井 欽吾 二重牒農事試験場技手、

藤 田 昌（農皐士） 札幌憂酒曾枇技師、

隼 津 淘（農皐士） 札幌農皐校助敬授、

原 十 京（理皐士） 撃習院教授、東京牛込市ヶ谷加賀町二丁

目二番地、

橋本左五郎（農皐士） 札幌農皐校教授、札幌匝北九候西五丁目、

八回 三郎 札幌農皐校敬授、札幌国南一保西九丁目、

平沼みか 札幌高等女皐校教龍、

平壌 直治（農皐士） 石狩園札幌郡新蓉似製線所長、

出回 新（農皐士） 大阪府立農皐校敬議、大阪市南区天王寺

南河堀町．

飯場幸四郎（農皐士） 群馬牒館林町八二 0,

ー



LIST OF MEMBERS. (17) 

池田金則 後志園小樽中皐校教論、

石田昌人 熊本牒立農準校教議、

石川 貴泊（農皐士） 鏡農商議館長、イシタ四十ジヨ十ノヘオイ

JV、ヨシメユイ顧問、札幌医北一候西五丁目、

一色藤之助 北海道拓殖銀行員、 札幌医北一候西七丁目三番

地脇屋方、

伊藤 属幾（農皐士） 北海道農曾副曾頭、石狩園夕張郡角田村

宇旭台、

伊藤 誠哉 札幌農皐枝皐生．

紳保 小虎（理皐士、理皐博士） 東京帝岡大串理科大串敬授、

角田 啓司（農皐士） 踊岡牒技師乗林業巡回数師、堀岡勝筑紫

郡住吉村大字住吉千七百五十八番地、

笠原 十司（農皐士） 札幌婆酒曾赴技師、

柏井 徳ー（農皐士） 青森勝北津軽郡立農皐校長、青森幌北滞

軽郡五所川原町、

加藤 忠治（農皐士） 千葉脇立茂原農皐校長、

河 田 刀（農串士） 山形牒立村山農皐校教論、

川上 瀧蘭（農皐士） 蚕湾総督府民政部殖産局農商課技師業農

事試験場技師乗臨時牽陣糖務局技師、

河瀬春太郎 妙華国主、 東京府荘原郡南品川町字三ヅ木三十

番地、

菊地 樟（農皐士） 岩手膝技師業農事試験場長、

菊池 謹摺（農皐士） 愛媛牒立農皐校教諭、

菊地幸次郎（農皐士） 千葉牒立茂原農皐校教諭、

木下 義道（農襲化皐士） 栃木牒立農皐校長乗農事試験場長、

河内 完泊（農皐士） 束京帝園大串農科大串林皐科介補、

小寺甲子二（農皐士） 長野牒立長野中皐校長、

近藤金吾 札幌農皐校植物串助手、



( I 8) 札幌博物準曾合員氏名銭

河野 常音 北海道醸嘱托、札幌匝北一候西七丁目、

農海 良平（農皐士） 編岡聯立緬岡農串校教龍、

松村 松年（農皐士、理串博士） 札幌農串校教授、 札幌医南五

候西八丁目、

商 駕次郎J農皐士、農皐博士） 札幌農皐校教授業農事部長、札

幌高北三候西一丁目、

一橋信次 札幌農串校昆掻皐助手、

一浦這哉 札幌農串校皐生、

三浦慶太郎 札幌農皐校皐生、

宮部 金吾（農皐士、理皐博士、 s.D.) 札幌農串校教授業植物

園長、札幌医北三保西二丁目、

宮城錨夫 札幌農撃校皐生、

ー宅 勉（農皐士1 札幌匝北八候東一丁目、

村越銃之駒（農皐士） 山口聯立徳山中串校教議、

村田庄次郎 札幌農皐校助敬授、

永田 方正 函館匹遺愛女串校教龍、

根岸元告 札幌農皐校生徒、

新島 e善直（林皐士） 札幌農皐校敬授、

西谷清次郎（農皐士） 島根締農林串校教諭、

西田 藤次（農皐士） 農商務省農事試験場技師熊本支場在勤．

西田 彰三 石狩園札幌郡虞島村小皐校司II導．

fj i畢俊次郎（農串士） 北海道鹿技師、水産課長、札幌臨大遁西

七丁目南側、

沼田 正直（農串士） 岐阜牒農串校教論、

小田明第三郎（農皐士j 御料局技師、釧路樹 Jll上郡弟子屈村，御料

局出張所長、

小川 二郎（農皐士） 札幌興農園長、札幌国北十僚西一丁目．

小川亘五郎（農串士） 後志園島牧郡永豊村
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岡本隼次郎 札幌農串校串生、

大島金太郎（農皐士） 札幌農串校教授業北海道農事試験場長、

札幌匝北入傍西五丁目、

粛醸惇五郎 御料局技師、 伊勢園度曾郡宇治山田町度合事務

所長、

佐々 震雄（農皐士） 後志園高島郡北海道水産試験場技師、

イ生々木和策（林皐士） 御料局技師．本局在勤．

瀬川安定駒 札幌農皐校皐生、

千石興太郎（農皐士） 島根！時農曾技師、

素木得一 札幌農皐校皐生、

宍戸 乙熊（林皐士） 札幌農皐校教授、

荘司 寓六 北海道師範皐校教議、札幌匝北三候西十四丁目、

曹沼 市璃 f理皐士） 仙墓第二高等皐校教授、

椙山 清利（農皐士） 東京市本郷区新花町九十七番地、

京光 績 札幌農串棋聖生、

鈴木力泊 札幌農摩校畢生、

鈴木 茂次（林皐士） 下野闘足尾郡足尾銅山林業課技師．

鈴 木 寧（農皐士） 北海道醸立水産車校教識井札幌農皐校蝿

托講師、

高橋守義 札幌中皐校教龍、

高橋 亘直（農皐士） 北海道農事試験場技師、

瀧渥みち 岐阜牒立岐阜高等女串校教龍、

時任 一彦（農皐士） 札幌農皐校教授、札幌医北十傍西五丁目、

徳澗永治郎 島根嬬農林串校教諭、

戸津 高知（農皐士j 北海中皐校教諭、

渡湿乙彦 東京美術串校生徒、

山田玄京郎（農皐士） 盛岡高等農林皐校教授、盛岡市上田小路．

山田はお 札幌高等女皐校教議、



(20} 札幌博物拳舎曾員氏名銭

山田 秀雄（農皐士） 熊本勝立阿蘇農業皐校長、

梁 田 斌 f農串士） 新潟塀高田郡立農皐校教諭、

楠山荘次郎（農皐士） 肇湾総督府民政部殖産局農商課技師、墓

北商門街二丁目第二種官合、

告田碩呈（農串士）

告村喜ー郎（農皐士）

結城庄八（農皐士）

牽樽組、督府農事試験場嘱托、

静岡牒立静岡中皐校教諭、

山形牒立庄内農皐校教諭、

－ーー一－ーー・・oE-一ーーー一
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